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持つ男女 1000 人（20 歳～59 歳）に行った「子どもの絵本と教育に関する調査」（メディケ


































































































て、Home Literacy Model が提唱されている（図 1-1 参照）。このモデルは、Sénéchal & 
LeFever(2002)[26]の提示した就学前の家庭での読み書き活動についての発見の要旨を、
Sénéchal(2006)[27]が拡張し、提唱された。このモデルによると、親による読み聞かせ(Parent 
Reads to Child)は語彙(Vocabulary)の発達を促進し、幼児の語彙は小学 4 年生での物語理
解(Reading Comprehension)と関係している。また、親による読み聞かせは、幼児の語彙
や音素認識(Phonological Awareness)、小学 1 年生での読み(Word Reading)を介して小学 4






読み書き能力や小学 1 年生での読みを介して、小学 4 年生での物語理解や読みの流暢さと





































































質問紙調査、面接調査 1、面接調査 2 の 3 つの調査は、それぞれ約半年の期間をあけた 3










5 歳前後頃から働かせるようになってくるという[16]。したがって、2011 年 11 月時点で 4
歳児クラスに属する幼児の保護者を対象に質問紙調査を行った。1 回目の調査では保育園・
幼稚園（6 園）に通う幼児の保護者 126 名、2 回目の調査では保育園・幼稚園（7 園）に通

















































1 回目調査は 2011 年 11 月中旬から 12 月上旬、2 回目調査は 2012 年 5 月下旬から 6 月、
3 回目調査は 2012 年 12 月中旬から 2013 年 1 月に実施した。 
 
2.1.4.2. 対象の選出および協力依頼 




電話連絡を行った 49 園（公立保育所 22 園、私立保育園 12 園、公立幼稚園 14 園、私立
幼稚園 1 園）のうち、資料郵送の了承が得られたのは 42 園（公立保育所 20 園、私立保育
園 10 園、公立幼稚園 11 園、私立幼稚園 1 園）であった。その中で、最終的に 3 回の調査
の承諾を得られたのは 6 園（公立保育所 3 園、私立保育園 2 園、公立幼稚園 1 園）であっ
た。 
また、2 回目調査以降の対象者を増やすために、2012 年 4 月につくば市内の残りの保育
園・幼稚園に電話連絡を行った。電話連絡を行った 16 園（公立保育所 1 園、私立保育園 4
園、公立幼稚園 3 園、私立幼稚園 8 園）のうち、資料郵送の了承が得られたのは 11 園（公
立保育所 1 園、私立保育園 3 園、公立幼稚園 3 園、私立幼稚園 4 園）であった。その中で、
最終的に 2 回の調査の承諾を得られたのは 1 園（私立幼稚園 1 園）であった。 
したがって、本調査の 1 回目調査は 6 園（公立保育所 3 園、私立保育園 2 園、公立幼稚
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園 1 園）、2 回目・3 回目調査は 7 園（公立保育所 3 園、私立保育園 2 園、公立幼稚園 1 園、






















2.2. 面接調査 1（読書のレディネスの測定） 
2.2.1. 調査概要 
幼児に対して読書レディネステストを行うことで、幼児の読書のレディネスを測定した。
テストは約 6 人ずつの集団面接調査を実施した。 
 
2.2.2. 調査対象 
質問紙調査を行った、2011 年 11 月時点で 4 歳児クラスに属する幼児を対象とした。1 回
目調査では 126 名（男児 74 名、女児 52 名）、2 回目調査では 180 名（男児 109 名、女児






の 4 つの下位テストから構成されており、1 回につき各下位テストが 3 問ずつ、計 12 問、
18 点満点のテストであった。各回とも違う問題であり、それらの難易度に差はない（村野・
鈴木, 2012）[14]。各下位テストの詳細は以下の通りである。 











(3)お話の構成 お話の構成は、短い文を聞き、ランダムに並んでいる 3 つの絵を文の順
番に並べ替えるテストである。これは、文の内容を理解して、その場面をイメージできる
かを測定するものであり、読書のレディネスの部分を測定するテストである。このテスト





Tests, Sixth Edition (MRT6) （Nurss,1994）[44]を参考に作成した。 







面接調査 1 は質問紙調査、面接調査 2 と同時期に行った。1 回目調査は 2011 年 11 月中
旬から 12 月上旬、2 回目調査は 2012 年 5 月下旬から 6 月、3 回目調査は 2012 年 12 月中
旬から 2013 年 1 月に実施した。 
 
2.2.4.2. 調査室と調査環境 




(2)面接時間 読書レディネステストは 25 分程度で終了するように作成した。保育園・
幼稚園の負担軽減および幼児の負担軽減のために、面接時間が短くなるように努めた結果、






















調査者として面接調査 1 に関わった人数は、1 回目調査は 8 名（男子学生 1 名、女子学生











































問題の場所を見るように促し、「その絵の名前は、隣の 4 つの言葉のどれかです。4 つの
言葉から絵の名前を選んで、マルをつけましょう。」と言って回答させた。このように、
順番に問題を進めた。 
③お話の構成 最初に、「一番上の 3 つの絵を見ましょう」と言って、問題の場所を見
るように促した。その後、「今からお姉さんが短いお話をします。でも、この 3 つの絵は
お話の順番に並んでいません。バラバラに並んでいます。なので、みんなにお話の順番



















(1)読字 1 問につき 2 つの文字を選択する問題だったため、採点基準にしたがって、2
文字とも正解していれば 2 点、どちらか 1 文字が正解していれば 1 点、2 文字とも不正解で
あれば 0 点を与えた。なお、1 つの文字を選択する時に 2 つの文字を選択した場合（例えば、
「た」を選択する問題で、正しい「た」と鏡文字の「た」の 2 つを選択した場合）には、
正しい文字を理解していないとして 0 点を与えた。 
(2)絵と文字の結合 採点基準にしたがって、絵を正しく表している単語を選択していれ
ば 1 点、それ以外のものを選択した場合は 0 点を与えた。 
(3)お話の構成 採点基準にしたがって、マルとバツが正しい絵に書かれていれば 2 点、
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マルのみが正しい絵に書かれていれば 1 点、それ以外の場合は 0 点を与えた。バツのみが
正しい絵に書かれていた場合は、お話の最初を理解していないとして 0 点を与えた。また、
全ての問題において同じ順番にマル、バツ、サンカクが書かれていた場合は問題の意味を
理解していないとみなし、全ての問題に 0 点を与えた。 
(4)物語理解 採点基準にしたがって、正しい絵を選択していれば 1 点、それ以外の場合










質問紙調査、面接調査 1 を行った、2011 年 11 月時点で 4 歳児クラスに属する幼児を対
象とした。1 回目調査では 126 名（男児 74 名、女児 52 名）、2 回目調査では 180 名（男児
109 名、女児 71 名、平均月齢 68.1 カ月）、3 回目調査では 181 名（男児 109 名、女児 72




きしめてほしくって』[46]『ハエくん』[47]の 3 冊であった。この 3 冊は、森田(2008)[20]にお
いて絵本間に有意差は見られないことが明らかになっている。 














面接調査 2 は質問紙調査、面接調査 1 と同時期に行った。1 回目調査は 2011 年 11 月中
旬から 12 月上旬、2 回目調査は 2012 年 5 月下旬から 6 月、3 回目調査は 2012 年 12 月中
旬から 2013 年 1 月に実施した。 
 
2.3.5.2. 調査室と調査環境 
(1)調査場所 各施設の一部屋を利用して実施した。下図のようにパーティションを 2 つ
置いて仕切りを設け、一度に 2 名の調査を実施できるようにした（図 2-2 参照）。 
(2)面接時間 面接時間は 1 名あたり 7～8 分で終了した。幼児が入室し次第すぐに調査
を始めるなどして、保育園・幼稚園および幼児の負担軽減に努めた。 
(3)回答の記録 回答内容は、許可が得られた施設（7 園中 6 園）については、幼児 1 名
















図 2-2 面接調査 2：調査室の配置 
 
2.3.5.3. 調査者 
調査は、1 回につき面接者 2 名、記録者 2 名（もしくは 1 名）で実施した。面接者は絵本
を読み聞かせ、その後のお話を尋ねた。記録者は幼児の回答を紙に記入した。記録者が 1
名の場合は、片方の面接者（本論文の執筆者）が記録者を兼ねた。 
調査者として面接調査 2 に関わった人数は、1 回目調査は 8 名（男子学生 1 名、女子学生
7 名）、2 回目調査は 8 名（男子学生 1 名、女子学生 7 名）、3 回目調査は 9 名（男子学生 2
名、女子学生 7 名）であった。また、面接者として関わったのは、1 回目調査は 3 名、2 回












































切り、１つの区切りに対して 1 点を与えた。 
(2)エピソード数 意味内容のまとまりとして、幼児の作ったお話を場面や展開が変わる
ところで区切り、1 つの区切りに対して 1 点を与えた。 
(3)創造物数 幼児の作ったお話の中で、絵本には出てこない新しく登場したキャラクタ


















ってもらい、一致率を出した。評定協力者は、1 回目調査 1 名、2 回目調査 1 名、3 回目調
査 1 名の、計 3 名であった。 
1 回目調査の評定一致率は、イメージ量が 97.6%、エピソード数が 80.8%、創造物数が
73.3%であった。2 回目調査の評定一致率は、イメージ量が 96.3%、エピソード数が 80.2%、
創造物数が 77.8%であった。3 回目調査の評定一致率は、イメージ量が 99.3%、エピソード
数が 82.1%、創造物数が 83.3%であった。 
また、一致率の低かった 1 回目調査および 2 回目調査の創造物数については、再び別の
評定協力者 1 名に評定を行ってもらった。その際、より詳細に評定基準の説明を行った。














質問紙調査、面接調査 1、面接調査 2 を行った保育園・幼稚園 7 園（公立保育所 3 園、私













度を尋ねた。なお、実際に使用した質問紙は、付録 7、8 に掲載した。 
 

















調査は 2013 年 10 月中旬～下旬に行った。また、保護者への情報提供に関する追加調査



















3.1. 1 回目調査および 2 回目調査の分析結果 
3.1.1. 分析対象 
本分析では、家庭環境と読書のレディネス、家庭環境と想像力の影響関係の重回帰分析
を行うため、1 回目質問紙調査・1 回目面接調査 1・2 回目面接調査 1 の 3 つ全ての回答が
得られた幼児、および、1 回目質問紙調査・1 回目面接調査 2・2 回目面接調査 2 の 3 つ全
ての回答が得られた幼児を分析対象とした。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本
を読んだことがあると回答した幼児は分析から除いた（1 回目調査 11 名、2 回目調査 5 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 70 名（男児 44 名、女児 26 名、1 回目調査時の平均月





きょうだいの有無について、度数分布を示した（図 3-1 参照）。なお、この項目は 2 回目
調査以降から加えたものであるため、2 回目調査の結果のみを示す。 
集計の結果、2 回目調査で「一人っ子」と回答したのは 10 名（14.3%）、「兄弟姉妹がい
る」と回答したのは 54 名（77.1%）であった。 
また、きょうだいの中での幼児の位置について、度数分布を示した（図 3-2 参照）。 
集計の結果、1 回目調査で「長子」と回答したのは 31 名（44.3%）、「中間子」と回答し
たのは 11 名（15.7%）、「末子」と回答したのは 28 名（40.0%）であった。2 回目調査で「長
子」と回答したのは 30 名（42.9%）、「中間子」と回答したのは 6 名（8.6%）、「末子」と回
答したのは 28 名（40.0%）であった。 
 
 
図 3-1 きょうだいの有無 
  
10 54 6






図 3-2 きょうだいの中での幼児の位置 
 
3.1.2.1.2. 同居している人 
幼児と同居している人について、度数分布を示した（図 3-3 参照）。 
集計の結果、どちらの調査においても母親と同居している幼児が最も多く、1 回目調査で
は 69 名（98.6%）、2 回目調査では 63 名（90.0%）であった。次いで多かったのが父親と














0% 20% 40% 60% 80% 100%
2回目調査
1回目調査






































討するために t 検定を行った（表 3-1 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられ
なかった。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-2 参照）。その結果、いずれにおいて
も有意差はみられなかった。 
 
表 3-1 保護者の読書好意度・読書量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 

















































表 3-2 保護者の読書好意度・読書量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
読書好意度 
3.95(1.06) 
N = 44 
3.85(1.32)
N = 26 .38 
3.95(1.04)
N = 42 
4.09(1.02) 
N = 22 .51 
読書量 
2.05(.81) 
N = 44 
1.81(.80) 
N = 26 1.20 
2.00(.73) 
N = 42 
1.77(.61) 










直近 1 カ月の絵本の読み聞かせ頻度と 1 週間あたりの読み聞かせ冊数について、平均と
標準偏差を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-3 参照）。その
結果、全体において 2 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ冊数が多いことが示さ
れた(t (61) = 2.60, p <.05)。女児においては、2 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞か
せ頻度が高く(t (20) = 2.26, p <.05)、読み聞かせ冊数が多いこと(t (20) = 2.58, p <.05)が示
された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-4 参照）。その結果、いずれにおいて
も有意差はみられなかった。 
 
表 3-3 絵本の読み聞かせ量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 21 
2.33 
(.91) 




















N = 21 
2.90 
(1.55) 
N = 21 
2.58* 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※2回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 3-4 絵本の読み聞かせ量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 44 
2.81(.90) 
N = 26 .72 
2.55(.97) 
N = 42 
2.33(.91) 




N = 44 
3.96(1.95)
N = 25 1.64 
2.88(1.54)
N = 41 
2.86(1.52) 
N = 22 .04 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 







絵本の読み聞かせを行う人について、それぞれ回答者数を示した（図 3-4 参照）。 
集計の結果、どちらの調査においても、最も読み聞かせを行う人は母親であるという回
答が最も多く、1 回目調査では 57 名（81.4%）、2 回目調査では 51 名（72.9%）であった。 
2 番目に読み聞かせを行う人については、どちらの調査においても父親という回答が最も






2 回目調査 57 名(81.4%)）で、次いで多かったのは父親（1 回目調査 35 名(50.0%)、2 回目
調査 26 名(37.1%)）であった。 
 
 






































































各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-5 参照）。その結果、全体において 2 回目
調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (57) = 2.82, p <.01)、創作絵本(t (62) 
= 2.03, p <.05)、その他の絵本(t (61) = 2.05, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いことが示され
た。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-6 参照）。その結果、1 回目調査にお
いて女児より男児のほうが知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いことが示された(t (67) = 
2.26, p <.05)。また、2 回目調査においても同様の結果が得られた(t (60.03) = 2.69, p <.01)。 
 
表 3-5 絵本の種類別読み聞かせ頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 20 
9.00 
(2.25) 



















N = 21 
2.29 
(.90) 



















N = 21 
1.52 
(.75) 



















N = 20 
1.35 
(.59) 




















N = 21 
1.33 
(.48) 




















N = 21 
1.10 
(.30) 



















N = 21 
1.43 
(.60) 
N = 21 
1.07 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 




表 3-6 絵本の種類別読み聞かせ頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 43 
9.88(2.51)
N = 24 .25 
9.41(2.51)
N = 39 
9.00(2.19) 
N = 21 .63 
創作絵本 
2.30(.85) 
N = 44 
2.50(.83) 
N = 24 .65 
2.07(.89) 
N = 42 
2.27(.88) 
N = 22 .86 
昔話絵本 
1.77(.65) 
N = 43 
1.76(.78) 
N = 25 .04 
1.68(.66) 
N = 40 
1.55(.74) 
N = 22 .71 
ことばの絵本 
1.41(.54) 
N = 44 
1.44(.77) 
N = 25 .20 
1.36(.53) 
N = 42 
1.33(.58) 




N = 44 
1.36(.70) 
N = 25 2.26* 
1.74(.77) 
N = 42 
1.32(.48) 




N = 44 
1.16(.37) 
N = 25 .24 
1.14(.35) 
N = 42 
1.14(.35) 
N = 22 .07 
その他の絵本 
1.64(.69) 
N = 44 
1.56(.71) 
N = 25 .44 
1.44(.74) 
N = 41 
1.41(.59) 
N = 22 .16 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
直近 1 カ月の絵本の種類別読み聞かせ冊数について、平均と標準偏差を求めた。また、
各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-7 参照）。その結果、全体において 2 回目
調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ冊数（合計）(t (52) = 3.85, p <.01)、その他の絵本
(t (60) = 3.22, p <.01)の読み聞かせ冊数が多いことが示された。男児においては、2 回目調
査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ冊数（合計）(t (37) = 3.31, p <.01)、その他の絵本(t 
(40) = 3.00, p <.01)の読み聞かせ冊数が多いことが示された。 






表 3-7 絵本の種類別読み聞かせ冊数（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 17 
9.24 
(2.14) 



















N = 20 
2.50 
(1.24) 




















N = 21 
1.62 
(.87) 



















N = 20 
1.55 
(1.05) 




















N = 21 
1.52 
(.75) 




















N = 20 
1.10 
(.31) 



















N = 20 
1.40 
(.68) 
N = 20 
1.29 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※2回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  ** p <.01 
 
表 3-8 絵本の種類別読み聞かせ冊数（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 43 
11.61(4.82)
N = 23 1.07 
9.43(2.96)
N = 37 
9.05(2.15) 
N = 19 .50 
創作絵本 
2.65(1.33) 
N = 43 
3.21(1.89)
N = 25 1.41 
2.44(1.76)
N = 39 
2.48(1.21) 
N = 21 .09 
昔話絵本 
1.86(.96) 
N = 44 
1.96(1.24)
N = 25 .36 
1.63(.74) 
N = 40 
1.64(.85) 
N = 22 .06 
ことばの絵本 
1.39(.58) 
N = 44 
1.64(1.32)
N = 25 .91 
1.31(.52) 
N = 42 
1.52(1.03) 




N = 44 
1.52(1.33)
N = 25 1.18 
1.64(.73) 
N = 42 
1.50(.74) 




N = 44 
1.17(.48) 
N = 24 .50 
1.12(.33) 
N = 42 
1.14(.35) 
N = 22 .20 
その他の絵本 
1.68(.83) 
N = 44 
1.76(1.30)
N = 25 .31 
1.34(.53) 
N = 41 
1.38(.67) 
N = 21 .25 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 








藤(1996)[34]を参考に、4 項目を合計した「会話型読み聞かせ」（1 回目調査α= .85 、2 回目
調査α= .62）、5 項目を合計した「一人読み促進型読み聞かせ」（1 回目調査α= .76、2 回目
調査α= .78）についても、平均と標準偏差を求めた。さらに、各回の差を検討するために
t 検定を行った（表 3-9 参照）。 
その結果、全体において 2 回目調査より 1 回目調査のほうが「会話型読み聞かせ」(t (56) 
= 2.14, p <.05)をしており、1 回目調査より 2 回目調査のほうが「あまり話しかけたりせず、
書かれている文章をそのまま読むようにした」読み聞かせ方をしていること(t (56) = 2.23, p 
<.05)が示された。男児においては、2 回目調査より 1 回目調査のほうが「会話型読み聞か
せ」(t (38) = 2.08, p <.05)をしていることが示された。女児においては、1 回目調査より 2
回目調査のほうが「子どもが読めるところは、子どもに読ませながら読んだ」読み聞かせ
方をしていること(t (18) = 3.24, p <.01)が示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-10 参照）。その結果、1 回目調査では
男児より女児のほうが「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えてあげた」読み聞かせ
方をされていることが示された(t (62.01) = 2.29, p <.05)。また、2 回目調査では男児より女
児のほうが「子どもが読めるところは、子どもに読ませながら読んだ」読み聞かせ方をさ




表 3-9 読み聞かせ方（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 18 
13.33 
(2.35) 




















N = 18 
3.78 
(.73) 




















N = 18 
3.44 
(1.15) 




















N = 18 
3.22 
(1.11) 




















N = 18 
2.89 
(.90) 




















N = 18 
16.83 
(3.38) 





















N = 19 
3.42 
(1.17) 




















N = 18 
2.56 
(1.20) 




















N = 19 
3.68 
(1.06) 




















N = 18 
3.11 
(1.02) 




















N = 19 
4.16 
(.69) 
N = 19 
.83 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 





表 3-10 読み聞かせ方（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
会話型(合計) 
13.86(3.09) 
N = 44 
14.21(3.85)
N = 24 .40 
12.74(3.30)
N = 39 
13.10(2.36) 




N = 44 
3.83(1.05)
N = 24 .90 
3.46(1.14)
N = 39 
3.75(.72) 




N = 44 
3.54(1.22)
N = 24 .01 
3.23(1.06)
N = 39 
3.35(1.14) 




N = 44 
3.42(1.14)
N = 24 .19 
3.05(1.19)
N = 39 
3.15(1.09) 




N = 44 
3.42(.88) 
N = 24 .32 
3.00(1.30)
N = 39 
2.85(.88) 




N = 42 
16.13(3.06)
N = 24 .70 
15.24(4.66)
N = 38 
16.89(3.30) 





N = 43 
2.68(1.18)
N = 25 .06 
2.63(1.30)
N = 38 
3.35(1.18) 




N = 43 
2.33(.92) 
N = 24 .69 
2.18(1.30)
N = 39 
2.53(1.17) 




N = 44 
3.60(.96) 
N = 25 2.29* 
3.26(1.35)
N = 39 
3.60(1.10) 




N = 44 
3.54(.93) 
N = 24 .56 
3.31(1.15)
N = 39 
3.10(.97) 




N = 44 
4.08(.86) 
N = 25 .82 
3.85(1.07)
N = 39 
4.05(.83) 
N = 20 .75 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 






標準偏差を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-11 参照）。そ
の結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-12 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-11 自宅の蔵書量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 21 
4.86 
(1.46) 




















N = 22 
4.50 
(1.87) 
N = 22 
.35 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  ※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 3-12 自宅の蔵書量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 44 
5.23(1.58)
N = 26 1.65 
4.37(1.30)
N = 41 
4.86(1.46) 




N = 44 
4.31(1.83)
N = 26 .71 
4.43(1.98)
N = 42 
4.50(1.87) 
N = 22 .14 







を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-13 参照）。その結果、
いずれにおいても有意差はみられなかった。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-14 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-13 図書館などへ連れて行く頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 22 
5.32 
(1.86) 



















N = 22 
2.00 
(.98) 



















N = 22 
2.18 
(.91) 



















N = 22 
1.14 
(.35) 





表 3-14 図書館などへ連れて行く頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 44 
5.00(1.20)
N = 26 .08 
4.95(1.13)
N = 42 
5.32(1.86) 
N = 22 .98 
図書館 
1.75(.81) 
N = 44 
1.88(.91) 
N = 26 .64 
1.71(.84) 
N = 42 
2.00(.98) 
N = 22 1.23 
本屋 
2.09(.56) 
N = 44 
2.04(.72) 
N = 26 .34 
2.10(.53) 
N = 42 
2.18(.91) 
N = 22 .41 
本のイベント 
1.18(.39) 
N = 44 
1.08(.27) 
N = 26 1.32 
1.14(.42) 
N = 42 
1.14(.35) 








検討するために t 検定を行った（表 3-15 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみ
られなかった。 
また、性差を検討するために t 検定を行った。その結果、1 回目調査において女児より男
児のほうが「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いことが示された(t (65) = 2.15, p <.05)。
2 回目調査においては、女児より男児のほうが「一緒にスポーツ観戦に行く」頻度が高いこ
とが示された(t (46.40) = 2.70, p <.05)。 
 
表 3-15 親子の交流の頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 20 
22.65 
(3.59) 



















N = 21 
2.57 
(.93) 



















N = 21 
3.48 
(.68) 



















N = 20 
1.35 
(.75) 



















N = 21 
3.57 
(.51) 



















N = 21 
3.52 
(.60) 



















N = 21 
1.05 
(.22) 



















N = 21 
2.81 
(1.03) 



















N = 21 
2.19 
(.98) 



















N = 21 
1.95 
(.74) 
N = 21 
1.37 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 





表 3-16 親子の交流の頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 42 
22.48(2.89)
N = 25 .66 
23.73(3.82)
N = 40 
22.33(3.79) 
N = 21 1.36 
旅行や遊び 
3.07(.78) 
N = 42 
2.60(1.00)
N = 25 2.15* 
2.98(.76) 
N = 41 
2.55(.91) 
N = 22 2.00✝ 
夕飯 
3.48(.67) 
N = 42 
3.48(.77) 
N = 25 .02 
3.51(.68) 
N = 41 
3.41(.73) 
N = 22 .56 
映画 
1.38(.83) 
N = 42 
1.08(.40) 
N = 25 2.00✝ 
1.49(.75) 
N = 41 
1.33(.73) 
N = 21 .77 
話 
3.43(.59) 
N = 42 
3.48(.51) 
N = 25 .36 
3.51(.51) 
N = 41 
3.55(.51) 
N = 22 .25 
買い物 
3.19(.67) 
N = 42 
3.32(.75) 
N = 25 .73 
3.29(.75) 
N = 41 
3.45(.67) 
N = 22 .85 
スポーツ観戦 
1.26(.67) 
N = 42 
1.16(.47) 
N = 25 .67 
1.45(.90) 
N = 40 
1.05(.21) 
N = 22 2.70* 
ゲームや歌 
2.95(.88) 
N = 42 
3.00(.82) 
N = 25 .22 
2.98(.96) 
N = 41 
2.77(1.02) 
N = 22 .78 
スポーツ 
2.31(.95) 
N = 42 
2.20(.87) 
N = 25 .47 
2.40(.98) 
N = 40 
2.18(.96) 
N = 22 .84 
料理 
2.00(.83) 
N = 42 
2.16(.69) 
N = 25 .81 
2.15(.88) 
N = 41 
1.91(.75) 
N = 22 1.07 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
3.1.2.4. 回答者の属性 
回答者の属性について、性別と年齢の度数分布を示した（図 3-5、図 3-6 参照）。 
集計の結果、回答者の性別はどちらの調査においても女性が多く、1 回目調査では 65 名
（92.9%）、2 回目調査では 62 名（88.6%）であった。なお、別の質問項目で子どもとの関
係について尋ねたところ、性別を「女性」と回答した人は全員母親であり、「男性」と回答
した人は全員父親であった。回答者の年齢については、どちらの調査においても 30 歳代と
いう回答が多く、1 回目調査では 49 名（70.0%）、2 回目調査では 45 名（64.3%）であった。 
 
 















図 3-6 回答者の年齢 
 
3.1.3. 面接調査 1 結果（幼児の読書のレディネス） 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、平均と標準偏差を求
めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-17 参照）。 
その結果、全体においては 1 回目調査より 2 回目調査のほうが読書のレディネス（合計）
(t (67) = 10.18, p <.01)、読字(t (67) = 3.66, p <.01)、絵と文字の結合(t (67) = 4.41, p <.01)、
お話の構成(t (67) = 5.69, p <.01)、物語理解(t (67) = 7.95, p <.01)の得点が高いということ
が示された。また、男児においては 1 回目調査より 2 回目調査のほうが読書のレディネス
（合計）(t (41) = 6.84, p <.01)、読字(t (41) = 2.95, p <.01)、絵と文字の結合(t (41) = 2.99, p 
<.01)、お話の構成(t (41) = 4.70, p <.01)、物語理解(t (41) = 4.94, p <.01)の得点が高いとい
うことが示された。さらに、女児においては 1 回目調査より 2 回目調査のほうが読書のレ
ディネス（合計）(t (25) = 8.50, p <.01)、読字(t (25) = 2.18, p <.05)、絵と文字の結合(t (25) 
= 3.74, p <.01)、お話の構成(t (25) = 3.20, p <.01)、物語理解(t (25) = 7.34, p <.01)の得点が
高いということが示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-18 参照）。その結果、1 回目調査では
男児より女児のほうが絵と文字の結合の得点が高いことが示された(t (62.61) = 2.20, p 











0% 20% 40% 60% 80% 100%
2回目調査
1回目調査
20歳代 30歳代 40歳代 無回答
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表 3-17 読書のレディネス得点（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 26 
14.46 
(3.29) 



















N = 26 
5.50 
(.76) 




















N = 26 
2.73 
(.67) 



















N = 26 
3.65 
(2.51) 



















N = 26 
2.58 
(.64) 
N = 26 
7.34**
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-18 読書のレディネス得点（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 42 
10.27(2.88)
N = 26 .80 
13.23(4.18)
N = 44 
14.46(3.29) 
N = 26 1.29 
読字 
4.48(1.69) 
N = 42 
4.81(1.50)
N = 26 .82 
5.05(1.18)
N = 44 
5.50(.76) 




N = 42 
2.08(1.06)
N = 26 2.20* 
2.05(1.08)
N = 44 
2.73(.67) 
N = 26 3.29** 
お話の構成 
2.24(2.13) 
N = 42 
2.15(2.22)
N = 26 .16 
3.75(2.36)
N = 44 
3.65(2.51) 
N = 26 .16 
物語理解 
1.45(.94) 
N = 42 
1.23(.77) 
N = 26 1.01 
2.39(.75) 
N = 44 
2.58(.64) 
N = 26 1.08 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 





3.1.4. 面接調査 2 結果（幼児の想像力） 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、平均と標準偏差を求め
た。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-19 参照）。その結果、全体に
おいて 1回目調査より 2回目調査のほうがエピソード数が多くなることが示された(t (54) = 
2.36, p <.05)。男児においては、1 回目調査より 2 回目調査のほうがイメージ量(t (32) = 3.53, 
p <.01)、エピソード数(t (32) = 3.60, p <.01)、創造物数(t (32) = 3.88, p <.01)が多くなるこ
とが示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-20 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-19 想像力得点（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 22 
3.45 
(3.70) 



















N = 22 
1.86 
(1.91) 



















N = 22 
.41 
(.59) 
N = 22 
.90 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-20 想像力得点（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
イメージ量 
1.82(1.94) 
N = 33 
3.44(5.71)
N = 25 1.52 
4.64(5.06)
N = 42 
3.57(3.65) 
N = 23 .90 
エピソード数 
.94(1.12) 
N = 33 
1.76(2.76)
N = 25 1.55 
2.19(1.78)
N = 42 
1.91(1.88) 
N = 23 .59 
創造物数 
.09(.29) 
N = 33 
.80(1.94) 
N = 25 1.82✝ 
1.12(1.71)
N = 42 
.52(.79) 
N = 23 1.58 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 














数として重回帰分析を行った（図 3-7 参照）。そして、時間的に前にある 1 回目調査の保護
者の読書好意度・読書量から 2 回目調査の各子どもに対する保護者の行動へのパスが統計



















として重回帰分析を行った（図 3-8 参照）。そして、時間的に前にある 1 回目調査の幼児の





























果を検討した（図 3-10 参照）。 
 
 
図 3-9 交互作用の分析モデル 
 
 







その結果、保護者の読書好意度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .31, β 
= -.30, p < .01）、保護者の読書量が多いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .35, β = 










交互作用（R 2 = .34, Β = .33, p < .01）、読み聞かせ冊数と図書館などへ連れて行く頻度（合
計）の交互作用項（R 2 = .37, Β= .50, p < .01）が有意であった。 
また、読書のレディネス（合計）においては、読み聞かせ冊数と子どもを対象とした本
の蔵書量の交互作用（R 2 = .40, Β= .34, p < .01）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、子どもを対象
とした本の蔵書量が多いと、読み聞かせ冊数が多いほどお話の構成が低くなること（R 2 
= .34, Β= -.64, p < .05）が示された。 
また、図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いと、読み聞かせ冊数が多いほどお話
の構成が低くなること（R 2 = .37, Β= -.66, p < .05）、図書館などへ連れて行く頻度が低い








その結果、知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いほど物語理解が高まること（R 2 = .10,
β = .28, p < .05）、わらべうた・詩の絵本の読み聞かせ頻度が高いほどお話の構成が低くな
ること（R 2 = .31, β = -.27, p < .05）、わらべうた・詩の絵本の読み聞かせ頻度が高いほど
読書のレディネス（合計）が低くなること（R 2 = .39, β = -.21, p < .05）、その他の絵本の













2 = .09, β = -.27, p < .05）、「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど物語理解が
低くなること（R 2 = .11, β = -.30, p < .01）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教え
てあげた」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .10, β = -.29, p < .05）、
「一人で読んだら褒める」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .10, β 











ディネス（合計）が高まること（R 2 = .41, β = .24, p < .05）、図書館へ連れて行く頻度が
高いほどお話の構成が高まること（R 2 = .29, β = .22, p < .05）、図書館へ連れて行く頻度







その結果、一緒に買物に行く頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .26,
β = -.25, p < .05）、一緒に旅行や遊びに行く頻度が高いほど物語理解が高まること（R 2 
= .11, β = .31, p < .05）、話をする頻度が高いほど物語理解が高まること（R 2 = .09, β 








った（図 3-11 参照）。そして、時間的に前にある 1 回目調査の幼児の家庭環境から 2 回目

































図 3-12 交互作用の分析モデル 
 
 
















の交互作用項（R 2 = .18, Β= .25, p < .05）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、図書館などへ
連れて行く頻度（合計）が高いと、読み聞かせ冊数が多いほど創造物数が少なくなること










頻度（合計）の交互作用項（R 2 = .20, Β= .66, p < .01）、読み聞かせ冊数（合計）と図書
館などへ連れて行く頻度（合計）の交互作用項（R 2 = .23, Β= .53, p < .05）が有意であっ
た。 
エピソード量においては、読み聞かせ頻度（合計）と図書館などへ連れて行く頻度（合
計）の交互作用項（R 2 = .15, Β= .25, p < .05）が有意であった。 
創造物数においては、読み聞かせ頻度（合計）と図書館などへ連れて行く頻度（合計）
の交互作用項（R 2 = .19, Β= .19, p < .05）、読み聞かせ冊数（合計）と図書館などへ連れ
て行く頻度（合計）の交互作用項（R 2 = .21, Β= .16, p < .05）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、図書館などへ
連れて行く頻度（合計）が高いと、読み聞かせ頻度（合計）が高いほどイメージ量（R 2 = .20, 
Β= -.80, p < .05）、創造物数（R 2 = .19, Β= -.23, p < .10）が少なくなること、読み聞かせ
冊数（合計）が多いほどイメージ量（R 2 = .23, Β= -.96, p < .01）、創造物数（R 2 = .21, Β






























3.2. 2 回目調査および 3 回目調査の分析結果 
3.2.1. 分析対象 
本分析では、家庭環境と読書のレディネス、家庭環境と想像力の影響関係の重回帰分析
を行うため、2 回目質問紙調査・2 回目面接調査 1・3 回目面接調査 1 の 3 つ全ての回答が
得られた幼児、および、2 回目質問紙調査・2 回目面接調査 2・3 回目面接調査 2 の 3 つ全
ての回答が得られた幼児を分析対象とした。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本
を読んだことがあると回答した幼児は分析から除いた（2回目調査 12 名、3回目調査 9 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 140 名（男児 90 名、女児 50 名、2 回目調査時の平均月





きょうだいの有無について、度数分布を示した（図 3-14 参照）。 
集計の結果、2 回目調査で「一人っ子」と回答したのは 22 名（15.7%）、「兄弟姉妹がい
る」と回答したのは 118 名（84.3%）であった。3 回目調査で「一人っ子」と回答したのは
22 名（15.7%）、「兄弟姉妹がいる」と回答したのは 109 名（77.9%）であった。 
また、きょうだいの中での幼児の位置について、度数分布を示した（図 3-15 参照）。 
集計の結果、2 回目調査で「長子」と回答したのは 70 名（50%）、「中間子」と回答した
のは 15 名（10.7%）、「末子」と回答したのは 55 名（39.3%）であった。3 回目調査で「長
子」と回答したのは 69 名（49.3%）、「中間子」と回答したのは 12 名（8.6%）、「末子」と
回答したのは 50 名（35.7%）であった。 
 
 














図 3-15 きょうだいの中での幼児の位置 
 
3.2.2.1.2. 同居している人 
幼児と同居している人について、度数分布を示した（図 3-16 参照）。 
集計の結果、どちらの調査においても母親と同居している幼児が最も多く、2 回目調査で
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3回目調査
2回目調査




































回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-21 参照）。 
その結果、全体において 3 回目調査より 2 回目調査のほうが保護者の読書量が多いこと
が示された(t (130) = 2.14, p <.05)。また、男児においても、3 回目調査より 2 回目調査の
ほうが保護者の読書量が多いことが示された(t (83) = 2.55, p <.05)。さらに女児においては、
3回目調査より 2回目調査のほうが保護者の読書好意度が高いことが示された(t (46) = 2.66, 
p <.05)。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-22 参照）その結果、2 回目調査にお
いて男児より女児のほうが保護者の読書好意度が高いということが示された(t (125.18) = 
2.29, p <.05)。 
 
表 3-21 保護者の読書好意度・読書量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 47 
3.96 
(1.06) 



















N = 47 
1.91 
(.72) 




※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 3-22 保護者の読書好意度・読書量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
読書好意度 
3.86(1.12) 
N = 90 
4.24(.85) 
N = 50 2.29* 
3.82(1.18)
N = 84 
3.96(1.06) 
N = 47 .65 
読書量 
1.97(.71) 
N = 84 
1.92(.67) 
N = 47 .38 
1.80(.69) 
N = 84 
1.91(.72) 
N = 47 .92 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 








また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-23 参照）。 
その結果、全体において3回目調査より2回目調査のほうが読み聞かせ頻度が高く(t (129) 
= 2.91, p <.05)、冊数も多い(t (129) = 2.47, p <.05)ことが示された。また、男児においても
3 回目調査より 2 回目調査のほうが読み聞かせ頻度が高いことが示された(t (83) = 2.47, p 
<.05)。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-24 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-23 絵本の読み聞かせ量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 46 
2.30 
(.81) 




















N = 47 
3.49 
(2.00) 
N = 47 
1.36 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-24 絵本の読み聞かせ量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 90 
2.49(.87) 
N = 49 .42 
2.36(.82) 
N = 84 
2.30(.81) 




N = 89 
3.90(1.93)
N = 50 .63 
3.50(1.93)
N = 84 
3.49(2.00) 
N = 47 .03 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 







直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせを行う人について、それぞれ回答者数を示した（図 3-17
参照）。 
集計の結果、どちらの調査においても、最も読み聞かせを行う人は母親であるという回
答が最も多く、2 回目調査では 110 名（78.6%）、3 回目調査では 103 名（73.6%）であった。 
2 番目に読み聞かせを行う人については、どちらの調査においても父親という回答が最も





人の回答者数を合計したところ、最も回答者が多かったのは母親（2 回目調査 127 名(90.7%)、
3 回目調査 112 名(80.0%)）で、次いで多かったのは父親（2 回目調査 63 名(45.0%)、3 回
目調査 58 名(41.4%)）あった。 
 
 




































































た。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-25 参照）。 
その結果、全体において3回目調査より2回目調査のほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (115) 
= 4.22, p <.01)、創作絵本(t (123) = 4.42, p <.01)、ことばの絵本(t (126) = 2.79, p <.01)、わ
らべうた・詩の絵本(t (127) = 2.45, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いことが示された。また、
男児においても 3 回目調査より 2 回目調査のほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (74) = 3.84, p 
<.01)、創作絵本(t (80) = 2.97, p <.01)、ことばの絵本(t (81) = 2.90, p <.01)の読み聞かせ頻
度が高いことが示された。さらに、女児においても 3 回目調査より 2 回目調査のほうが創
作絵本の読み聞かせ頻度が高いことが示された(t (42) = 3.33, p <.01)。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-26 参照）。その結果、いずれの調査
においても女児より男児のほうが知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いことが示された(2
回目調査 t (130.41) = 4.24, p <.01、3 回目調査 t (126.79) = 3.57, p <.01)。 
 
表 3-25 絵本の種類別読み聞かせ頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 41 
8.46 
(1.90) 



















N = 43 
1.88 
(.63) 



















N = 47 
1.57 
(.62) 



















N = 45 
1.27 
(.54) 





















N = 47 
1.38 
(.53) 




















N = 47 
1.06 
(.25) 



















N = 47 
1.34 
(.56) 
N = 47 
.42 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 




表 3-26 絵本の種類別読み聞かせ頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 85 
9.19(2.27)
N = 48 1.65 
9.03(2.05)
N = 78 
8.40(1.91) 
N = 42 1.62 
創作絵本 
2.18(.82) 
N = 90 
2.34(.87) 
N = 50 1.10 
1.93(.72) 
N = 81 
1.88(.63) 
N = 43 .32 
昔話絵本 
1.66(.68) 
N = 88 
1.56(.64) 
N = 50 .84 
1.57(.69) 
N = 82 
1.57(.62) 
N = 47 .01 
ことばの絵本 
1.46(.62) 
N = 90 
1.33(.59) 
N = 49 1.19 
1.27(.50) 
N = 82 
1.26(.54) 




N = 89 
1.38(.60) 
N = 50 4.24** 
1.82(.86) 
N = 83 
1.38(.53) 




N = 89 
1.14(.35) 
N = 50 .26 
1.07(.31) 
N = 82 
1.06(.25) 
N = 47 .179 
その他の絵本 
1.51(.74) 
N = 88 
1.39(.53) 
N = 49 1.13 
1.40(.59) 
N = 82 
1.34(.56) 
N = 47 .59 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ** p <.01 
 
直近 1 ヵ月の絵本の種類別読み聞かせ冊数について、それぞれ平均と標準偏差を求めた。
また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-27 参照）。 
その結果、全体において3回目調査より2回目調査のほうが読み聞かせ冊数（合計）(t (109) 
= 2.39, p <.05)、創作絵本(t (125) = 2.95, p <.01)、ことばの絵本(t (126) = 2.04, p <.05)の読
み聞かせ冊数が多いことが示された。また、男児においても 3 回目調査より 2 回目調査の
ほうが創作絵本(t (80) = 2.21, p <.05)、ことばの絵本(t (81) = 2.24, p <.05)の読み聞かせ冊
数が多いことが示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-28 参照）。その結果、いずれの調査
においても女児より男児のほうが知識・科学絵本の読み聞かせ冊数が多いことが示された(2





表 3-27 絵本の種類別読み聞かせ冊数（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 41 
9.83 
(3.57) 



















N = 45 
2.64 
(1.61) 



















N = 46 
1.83 
(1.10) 



















N = 45 
1.36 
(.83) 




















N = 47 
1.47 
(.86) 




















N = 47 
1.06 
(.25) 



















N = 46 
1.57 
(1.22) 
N = 46 
.42 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-28 絵本の種類別読み聞かせ冊数（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 79 
10.78(4.04)
N = 46 .52 
10.40(4.22)
N = 78 
9.86(3.81) 
N = 44 .69 
創作絵本 
3.07(1.89) 
N = 87 
3.27(2.13)
N = 49 .56 
2.64(1.60)
N = 83 
2.63(1.60) 
N = 46 .03 
昔話絵本 
1.83(1.11) 
N = 87 
2.02(1.39)
N = 50 .89 
1.85(1.33)
N = 82 
1.83(1.10) 
N = 46 .12 
ことばの絵本 
1.58(.96) 
N = 89 
1.45(1.00)
N = 49 .78 
1.33(.94) 
N = 82 
1.35(.82) 




N = 87 
1.50(.81) 
N = 50 3.51** 
1.88(1.00)
N = 82 
1.47(.86) 




N = 89 
1.16(.42) 
N = 50 .36 
1.16(.85) 
N = 82 
1.06(.25) 
N = 47 .74 
その他の絵本 
1.58(.94) 
N = 88 
1.65(1.04)
N = 48 .38 
1.48(.88) 
N = 82 
1.55(1.21) 
N = 47 .42 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 







藤(1996)[34]を参考に、4 項目を合計した「会話型読み聞かせ」（2 回目調査α= .73、3 回目
調査α= .78）、5 項目を合計した「一人読み促進型読み聞かせ」（2 回目調査α= .76、3 回目
調査α= .68）についても、平均と標準偏差を求めた。さらに、各回の差を検討するために
t 検定を行った（表 3-29 参照）。 
その結果、全体において 2 回目調査より 3 回目調査のほうが「あまり話しかけたりせず、
書かれている文章をそのまま読むようにした」読み聞かせ方でなかったことが示された(t 
(116) = 2.42, p <.05)。また、男児においても 2 回目調査より 3 回目調査のほうが「あまり
話しかけたりせず、書かれている文章をそのまま読むようにした」読み聞かせ方でなかっ
たことが示された(t (76) = 2.16, p <.05)。 






表 3-29 読み聞かせ方（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 40 
13.85 
(3.25) 




















N = 40 
3.68 
(.94) 




















N = 40 
3.60 
(1.03) 




















N = 40 
3.13 
(1.04) 




















N = 40 
3.45 
(1.15) 




















N = 39 
15.77 
(4.15) 





















N = 40 
2.75 
(1.34) 




















N = 39 
2.21 
(1.20) 




















N = 40 
3.15 
(1.35) 




















N = 40 
3.53 
(.99) 




















N = 40 
4.08 
(1.00) 
N = 40 
.44 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 





表 3-30 読み聞かせ方（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
会話型(合計) 
13.10(3.18) 
N = 83 
13.67(2.76)
N = 46 1.04 
13.23(3.45)
N = 80 
13.69(3.34) 




N = 83 
3.61(.86) 
N = 46 .38 
3.38(1.13)
N = 80 
3.60(1.01) 




N = 83 
3.61(1.00)
N = 46 1.25 
3.34(1.18)
N = 80 
3.52(1.09) 




N = 83 
3.26(1.02)
N = 46 .95 
3.11(1.07)
N = 80 
3.10(1.08) 




N = 83 
3.20(.98) 
N = 46 .49 
3.40(1.05)
N = 80 
3.48(1.13) 




N = 82 
16.23(3.42)
N = 44 .68 
15.83(3.60)
N = 80 
15.55(4.07) 





N = 82 
2.93(1.20)
N = 46 .62 
2.96(1.20)
N = 80 
2.76(1.32) 




N = 83 
2.34(1.06)
N = 44 .10 
2.50(1.18)
N = 80 
2.19(1.17) 




N = 83 
3.37(1.14)
N = 46 .09 
3.15(1.13)
N = 80 
3.12(1.37) 




N = 83 
3.35(.97) 
N = 46 .42 
3.11(1.13)
N = 80 
3.45(1.02) 




N = 83 
4..09(.92)
N = 46 .71 
4.10(.84) 
N = 80 
4.02(1.00) 








標準偏差を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-31 参照）。そ
の結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-32 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-31 自宅の蔵書量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 46 
5.07 
(1.39) 




















N = 47 
4.94 
(1.97) 
N = 47 
.81 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  ※括弧内は標準偏差 
 
表 3-32 自宅の蔵書量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 89 
5.08(1.40)
N = 49 1.13 
4.79(1.43)
N = 84 
5.09(1.38) 




N = 90 
5.02(1.78)
N = 50 .91 
4.76(1.87)
N = 83 
4.94(1.97) 
N = 47 .51 






と標準偏差を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-33 参照）。
その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
また、性差について検討するために t 検定を行った（表 3-34 参照）。その結果、いずれ
においても有意差はみられなかった。 
 
表 3-33 図書館などへ連れて行く頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 47 
4.91 
(1.20) 



















N = 47 
1.81 
(.80) 



















N = 47 
2.04 
(.66) 



















N = 47 
1.06 
(.25) 
N = 47 
1.66 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 3-34 図書館などへ連れて行く頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 90 
4.86(1.60)
N = 50 .07 
4.74(1.36)
N = 84 
4.91(1.20) 
N = 47 .74 
図書館 
1.67(.81) 
N = 90 
1.72(.88) 
N = 50 .36 
1.58(.80) 
N = 84 
1.81(.80) 
N = 47 1.55 
本屋 
2.08(.57) 
N = 90 
2.00(.76) 
N = 50 .69 
2.06(.65) 
N = 84 
2.04(.66) 
N = 47 .14 
本のイベント 
1.13(.37) 
N = 90 
1.14(.35) 
N = 50 .10 
1.10(.30) 
N = 84 
1.06(.25) 









各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-35 参照）。 
その結果、全体において 2 回目調査より 3 回目調査のほうが「一緒にゲームをしたり、
歌を歌ったりする」頻度が高いことが示された(t (127) = 2.05, p <.05)。また、男児におい
ては 3 回目調査より 2 回目調査のほうが「一緒にスポーツ観戦に行く」頻度(t (81) = 2.13, p 
<.05)、 「一緒にスポーツをする」頻度(t (81) = 2.05, p <.05) が高いことが示された。さら
に、女児においては 2 回目調査より 3 回目調査のほうが「一緒にゲームをしたり、歌を歌
ったりする」の頻度が高いことが示された(t (45) = 2.01, p <.05)。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-36 参照）。 
その結果、2 回目調査においては男児より女児のほうが「よく話をする」頻度が高く(t 
(119.08) = 2.57, p <.05)、女児より男児のほうが「一緒にスポーツ観戦に行く」頻度が高い
こと(t (133.16) = 2.35, p <.05)が示された。3 回目調査においては、男児より女児のほうが
「よく話をする」頻度(t (115.44) = 3.13, p <.05)、「一緒に買物に行く」頻度(t (123.04) = 3.03, 




表 3-35 親子の交流の頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 45 
24.36 
(4.31) 



















N = 46 
2.91 
(.92) 



















N = 46 
3.50 
(.66) 



















N = 45 
1.60 
(.92) 



















N = 46 
3.74 
(.44) 



















N = 46 
3.59 
(.54) 



















N = 46 
1.28 
(.78) 



















N = 46 
3.11 
(.82) 



















N = 46 
2.20 
(1.09) 



















N = 46 
2.41 
(.93) 
N = 46 
1.86✝
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 





表 3-36 親子の交流の頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 88 
23.10(3.84)
N = 49 .68 
23.07(3.73)
N = 83 
24.33(4.27) 
N = 46 1.74✝ 
旅行や遊び 
2.99(.85) 
N = 89 
2.76(.94) 
N = 50 1.47 
3.05(.82) 
N = 84 
2.91(.92) 
N = 46 .86 
夕飯 
3.47(.68) 
N = 89 
3.50(.71) 
N = 50 .23 
3.49(.70) 
N = 84 
3.50(.66) 
N = 46 .09 
映画 
1.60(.81) 
N = 89 
1.41(.79) 
N = 49 1.32 
1.42(.85) 
N = 84 
1.59(.91) 
N = 46 1.06 
話 
3.47(.57) 
N = 89 
3.70(.46) 
N = 50 2.57* 
3.45(.59) 
N = 84 
3.74(.44) 
N = 46 3.13** 
買い物 
3.22(.77) 
N = 89 
3.40(.76) 
N = 50 1.30 
3.23(.81) 
N = 84 
3.59(.54) 
N = 46 3.03** 
スポーツ観戦 
1.42(.91) 
N = 88 
1.12(.59) 
N = 50 2.35* 
1.18(.56) 
N = 84 
1.28(.78) 
N = 46 .88 
ゲームや歌 
2.87(.92) 
N = 89 
2.80(.95) 
N = 50 .40 
2.98(.84) 
N = 83 
3.11(.82) 
N = 46 .87 
スポーツ 
2.52(.98) 
N = 88 
2.22(1.00)
N = 50 1.73✝ 
2.32(.95) 
N = 84 
2.20(1.09) 
N = 46 .69 
料理 
2.06(.88) 
N = 89 
2.12(.87) 
N = 50 .41 
1.93(.74) 
N = 84 
2.41(.93) 
N = 46 3.04** 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
3.2.2.4. 回答者の属性 
回答者の属性について、性別と年齢の度数分布を示した（図 3-18、図 3-19 参照）。 
集計の結果、回答者の性別はどちらの調査においても女性が多く、2 回目調査では 132
名（94.3%）、3 回目調査では 122 名（87.1%）であった。なお、別の質問項目で子どもと
の関係について尋ねたところ、性別を「女性」と回答した人は全員母親であり、「男性」と
回答した人は全員父親であった。 
回答者の年齢については、どちらの調査においても 30 歳代という回答が多く、2 回目調査
では 95 名（67.9%）、3 回目調査では 87 名（62.1%）であった。 
 
 














図 3-19 回答者の年齢 
 
3.2.3. 面接調査 1 結果（幼児の読書のレディネス） 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、平均と標準偏差を求
めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-17 参照）。 
その結果、全体において 2 回目調査より 3 回目調査のほうが読書のレディネス（合計）(t 
(134) = 4.31, p <.01)、読字(t (134) = 6.34, p <.01)、絵と文字の結合(t (134) = 4.81, p <.01)
の得点が高くなることが示された。また、男児においても読書のレディネス（合計）(t (85) 
= 3.68, p <.01)、読字(t (85) = 5.17, p <.01)、絵と文字の結合(t (85) = 5.48, p <.01)の得点が
高くなることが示された。さらに、女児においても読書のレディネス（合計）(t (48) = 2.27, 
p <.05)、読字(t (48) = 4.04, p <.01)の得点が高くなることが示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-38 参照）。 
その結果、2 回目調査においては、男児より女児のほうが読書のレディネス（合計）(t 
(131.88) = 3.08, p <.01)、読字(t (132.48) = 3.05, p <.01)、絵と文字の結合(t (128.62) = 4.02, 
p <.01)、物語理解(t (124.93) = 2.43, p <.05)の得点が高いということが示された。3 回目調
査においては、男児より女児のほうが読書のレディネス（合計）(t (126.71) = 2.55, p <.05)、
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3回目調査
2回目調査
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 無回答
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表 3-37 読書のレディネス得点（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 49 
15.73 
(2.30) 



















N = 49 
5.88 
(.39) 




















N = 49 
2.78 
(.59) 



















N = 49 
4.35 
(1.96) 



















N = 49 
2.69 
(.59) 
N = 49 
1.93✝
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-38 読書のレディネス得点（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 87 
15.00(2.75)
N = 49 3.08** 
14.53(3.21)
N = 89 
15.73(2.30) 
N = 49 2.55* 
読字 
4.95(1.36) 
N = 87 
5.49(.68) 
N = 49 3.05** 
5.63(.93) 
N = 89 
5.88(.39) 




N = 87 
2.73(.73) 
N = 49 4.02** 
2.72(.69) 
N = 89 
2.78(.59) 
N = 49 .48 
お話の構成 
3.89(2.27) 
N = 87 
4.27(2.04)
N = 49 .97 
3.88(2.19)
N = 89 
4.35(1.96) 
N = 49 1.25 
物語理解 
2.17(.93) 
N = 87 
2.51(.68) 
N = 49 2.43* 
2.30(.74) 
N = 89 
2.69(.59) 
N = 49 3.40** 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 





3.2.4. 面接調査 2 結果（幼児の想像力） 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、平均と標準偏差を求め
た。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-39 参照）。 
その結果、全体において 2 回目調査より 3 回目調査のほうがエピソード数が多くなるこ
とが示された(t (121) = 2.08, p <.05)。また、3 回目調査より 2 回目調査のほうが創造物数
が多くなることが示された(t (121) = 2.95, p <.01)。男児においては 3 回目調査より 2 回目
調査のほうが創造物数が多くなることが示された(t (77) = 4.52, p <.01)。女児においては 2
回目調査より 3 回目調査のほうがエピソード数が多くなることが示された(t (43) = 2.16, p 
<.05)。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-40 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-39 想像力得点（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 44 
5.32 
(8.45) 



















N = 44 
2.75 
(2.97) 



















N = 44 
57 
(2.21) 
N = 44 
.00 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-40 想像力得点（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
イメージ量 
8.76(3.96) 
N = 82 
3.31(3.57)
N = 45 .63 
3.78(3.01)
N = 83 
5.08(8.16) 
N = 48 1.06 
エピソード数 
1.95(1.63) 
N = 82 
1.84(1.87)
N = 45 .34 
2.24(1.97)
N = 83 
2.65(2.88) 
N = 48 .87 
創造物数 
.90(1.58) 
N = 82 
.58(1.10) 
N = 45 1.23 
.13(.44) 
N = 83 
.52(2.12) 
















数として重回帰分析を行った（図 3-20 参照）。そして、時間的に前にある 2 回目調査の保
護者の読書好意度・読書量から 3 回目調査の各子どもに対する保護者の行動へのパスが統











なること（R 2 = .27, β = .17, p < .05）、大人を対象とした本の蔵書量が多くなること（R 2 
= .08, β = .20, p < .05）が示された。また、保護者の読書量が多いほど子どもを対象とし











































図 3-22 交互作用の分析モデル 
 
 


















交互作用項（R 2 = .20, Β= .05, p < .05）、読み聞かせ冊数と会話型読み聞かせ（合計）の
交互作用（R 2 = .20, Β= .02, p < .05）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、会話型読み聞
かせ（合計）でないと、読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなる傾向がある












計）の交互作用項（R 2 = .17, Β= .01, p < .05）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、会話型読み聞
かせ（合計）でないと、読み聞かせ冊数（合計）が多いほど絵と文字の結合が高くなるこ







2 = .26, β =.21, p < .05）、「子どもが読めるところは読ませながら読んだ」読み聞かせ方で
71 
 
あるほどお話の構成（R 2 = .27, β =.19, p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .46, β 
=.16, p < .05）が高まること、「読んでいる間や読んだ後に書かれている内容がわかるよう
に説明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方であるほどお話の構成（R 2 = .26, β 


















その結果、親子の交流の頻度（合計）が高いほどお話の構成が高まり（R 2 = .25, β =.18, 
p < .05）、物語理解が低くなること（R 2 = .19, β = -.22, p < .01）、一緒に旅行や遊びに行
く頻度が高いほどお話の構成が高まること（R 2 = .25, β =.17, p < .05）、一緒に夕飯を食
べる頻度が高いほど絵と文字の結合が高まること（R 2 = .22, β =.16, p < .05）、話をする
頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .29, β =.27, p < .01）、読書のレディネス（合計）（R 2 
= .46, β =.17, p < .05）が高まり、物語理解が低くなること（R 2 = .17, β = -.16, p < .05）、
一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりする頻度が高いほど物語理解が低くなること（R 2 
= .25, β = -.32, p < .01）、一緒にスポーツをする頻度が高いほど物語理解が低くなること









った（図 3-24 参照）。そして、時間的に前にある 2 回目調査の幼児の家庭環境から 3 回目

































図 3-25 交互作用の分析モデル 
 
 




















その結果、絵本の読み聞かせ頻度（合計）が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .14,
β = .27, p < .01）、絵本の読み聞かせ冊数（合計）が多いほどエピソード数が多くなること
（R 2 = .14, β = .25, p < .01）が示された。 
また、昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .11, β 
= .19, p < .05）、ことばの絵本の読み聞かせ頻度が高いほどイメージ量（R 2 = .11, β = .18, 
p < .05）、エピソード数（R 2 = .14, β = .28, p < .01）が多くなること、ことばの絵本の読
み聞かせ冊数が多いほどイメージ量（R 2 = .12, β = .20, p < .05）、エピソード数（R 2 = .14, 
β = .34, p < .01）が多くなること、知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソー
ド数が多くなること（R 2 = .11, β = .23, p < .05）、知識・科学絵本の読み聞かせ冊数が多





















その結果、本屋へ連れて行く頻度が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .10, β 











3.3. 1 回目調査および 3 回目調査の分析結果 
3.3.1. 分析対象 
本分析では、家庭環境と読書のレディネス、家庭環境と想像力の影響関係の重回帰分析
を行うため、1 回目質問紙調査・1 回目面接調査 1・3 回目面接調査 1 の 3 つ全ての回答が
得られた幼児、および、1 回目質問紙調査・1 回目面接調査 2・3 回目面接調査 2 の 3 つ全
ての回答が得られた幼児を分析対象とした。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本
を読んだことがあると回答した幼児は分析から除いた（1回目調査 12 名、3回目調査 4 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 70 名（男児 45 名、女児 25 名、1 回目調査時の平均月齢





きょうだいの有無について、度数分布を示した（図 3-27 参照）。なお、この項目は 2 回
目調査以降から加えたものであるため、3 回目調査の結果のみを示す。 
集計の結果、3 回目調査で「一人っ子」と回答したのは 9 名（12.9%）、「兄弟姉妹がいる」
と回答したのは 57 名（81.4%）であった。 
また、きょうだいの中での幼児の位置について、度数分布を示した（図 3-28 参照）。 
集計の結果、1 回目調査で「長子」と回答したのは 32 名（45.7%）、「中間子」と回答した
のは 11 名（15.7%）、「末子」と回答したのは 27 名（38.6%）であった。3 回目調査で「長
子」と回答したのは 30 名（42.9%）、「中間子」と回答したのは 6 名（8.6%）、「末子」と回
答したのは 30 名（42.9%）であった。 
 
 










図 3-28 きょうだいの中での幼児の位置 
 
3.3.2.1.2. 同居している人 
幼児と同居している人について、度数分布を示した（図 3-29 参照）。 
集計の結果、どちらの調査においても母親と同居している幼児が最も多く、1 回目調査では
69 名（98.6%）、3 回目調査では 65 名（92.9%）であった。次いで多かったのは父親と同居
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回の差について検討するために t 検定を行った（表 3-41 参照）。その結果、全体において 3
回目調査より 1 回目調査のほうが保護者の読書量が多いことが示された(t (65) = 2.67, p 
<.05)。また、男児においても、3 回目調査より 1 回目調査のほうが保護者の読書量が多い
ことが示された(t (42) = 2.75, p <.05)。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-42 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-41 保護者の読書好意度・読書量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 23 
3.57 
(1.20) 



















N = 23 
1.74 
(.81) 




※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-42 保護者の読書好意度・読書量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
読書好意度 
3.84(1.17) 
N = 45 
3.92(1.19)
N = 25 .26 
3.79(1.21)
N = 43 
3.57(1.20) 
N = 23 .73 
読書量 
2.00(.83) 
N = 45 
1.80(.82) 
N = 25 .98 
1.74(.66) 
N = 43 
1.74(.81) 











た。また、各回の差について検討するために t 検定を行った（表 3-43 参照）。 
その結果、全体において 3 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ頻度が高く(t (65) 
= 3.65, p <.01)、読み聞かせ冊数も多いこと(t (64) = 2.93, p <.01)が示された。男児におい
ても3回目調査より1回目調査のほうが読み聞かせ頻度が高いことが示された(t (42) = 2.23, 
p <.05)。女児においても 3 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ頻度が高く(t (22) = 
3.02, p <.01)、読み聞かせ冊数も多いこと(t (21) = 3.32, p <.01)が示された。 
また、性差について検討するために t 検定を行った（表 3-44 参照）。その結果、いずれ
においても有意差はみられなかった。 
 
表 3-43 絵本の読み聞かせ量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 23 
2.04 
(.71) 




















N = 22 
2.64 
(1.79) 
N = 22 
3.32**
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※3回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 3-44 絵本の読み聞かせ量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 45 
2.76(.93) 
N = 25 .55 
2.37(.87) 
N = 43 
2.04(.71) 




N = 45 
3.88(1.94)
N = 25 1.46 
2.98(1.73)
N = 43 
2.61(1.75) 
N = 23 .82 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 







直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせを行う人について、それぞれ回答者数を示した（図 3-30
参照）。 
集計の結果、どちらの調査においても、最も読み聞かせを行う人は母親であるという回
答が最も多く、1 回目調査では 57 名（81.4%）、3 回目調査では 51 名（72.9%）であった。 
2 番目に読み聞かせを行う人については、どちらの調査においても父親という回答が最も
多く、1 回目調査では 27 名（38.6%）、3 回目調査では 15 名（21.4%）であった。 
3 番目に読み聞かせを行う人については、1 回目調査では母、父、祖母、きょうだいとい




3 回目調査 57 名(81.4%)）で、次いで多かったのは父親（1 回目調査 35 名(50.0%)、3 回目
調査 26 名(37.1%)）であった。 
 
 





































































た。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-45 参照）。 
その結果、全体において 3 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (58) 
= 3.87, p <.01)、創作絵本(t (62) = 4.21, p <.01)、ことばの絵本(t (62) = 2.43, p <.05)の読み
聞かせ頻度が高いということが示された。男児においても 3 回目調査より 1 回目調査のほ
うが読み聞かせ頻度（合計）(t (39) = 3.18, p <.01)、創作絵本(t (41) = 3.19, p <.01)、こと
ばの絵本(t (41) = 2.04, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いということが示された。女児におい
ても 3 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (18) = 2.16, p <.05)、創
作絵本(t (20) = 2.77, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いということが示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-46 参照）。その結果、3 回目調査にお
いて女児より男児のほうが知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いことが示された(t 
(62.96) = 3.03, p <.01)。 
 
表 3-45 絵本の種類別読み聞かせ頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 19 
8.11 
(1.79) 



















N = 21 
1.67 
(.48) 



















N = 22 
1.50 
(.60) 



















N = 21 
1.19 
(.51) 




















N = 21 
1.24 
(.54) 




















N = 22 
1.09 
(.29) 



















N = 21 
1.62 
(.81) 
N = 21 
.36 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 





表 3-46 絵本の種類別読み聞かせ頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 44 
9.78(2.49)
N = 23 .33 
9.02(2.36)






N = 45 
2.33(.87) 
N = 24 .31 
1.98(.84) 
N = 42 
1.68(.48) 
N = 22 1.52 
昔話絵本 
1.77(.64) 
N = 44 
1.79(.78) 
N = 24 .11 
1.71(.72) 
N = 41 
1.48(.59) 
N = 23 1.30 
ことばの絵本 
1.40(.54) 
N = 45 
1.50(.78) 
N = 24 .63 
1.17(.44) 
N = 42 
1.18(.50) 




N = 45 
1.39(.72) 
N = 23 1.93✝ 
1.76(.93) 
N = 42 
1.22(.52) 




N = 45 
1.17(.38) 
N = 24 .33 
1.07(.34) 
N = 42 
1.09(.29) 
N = 23 .19 
その他の絵本 
1.64(.68) 
N = 45 
1.57(.73) 
N = 24 .44 
1.40(.63) 
N = 42 
1.57(.79) 
N = 23 .90 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  ** p <.01 
 
直近 1 ヵ月の絵本の種類別読み聞かせ冊数について、それぞれの平均と標準偏差を求め
た。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-47 参照）。その結果、全体に
おいて 3 回目調査より 1 回目調査のほうが読み聞かせ冊数（合計）が多いことが示された(t 
(56) = 2.14, p <.05)。 






表 3-47 絵本の種類別読み聞かせ冊数（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 18 
10.17 
(4.36) 



















N = 22 
2.50 
(1.63) 



















N = 21 
1.81 
(1.12) 



















N = 21 
1.24 
(.70) 




















N = 21 
1.33 
(.91) 




















N = 21 
1.10 
(.30) 



















N = 21 
2.05 
(1.69) 
N = 21 
.59 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※3回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
表 3-48 絵本の種類別読み聞かせ冊数（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 44 
11.64(4.99)
N = 22 1.10 
9.63(4.41)
N = 40 
8.81(3.22) 
N = 21 .75 
創作絵本 
2.61(1.33) 
N = 44 
3.08(2.02)
N = 24 1.02 
2.31(1.57)
N = 42 
2.09(1.20) 
N = 23 .59 
昔話絵本 
1.87(.94) 
N = 45 
2.00(1.25)
N = 24 .50 
1.76(1.04)
N = 41 
1.55(.74) 
N = 22 .84 
ことばの絵本 
1.38(.58) 
N = 45 
1.71(1.33)
N = 24 1.16 
1.26(.96) 
N = 42 
1.18(.50) 




N = 45 
1.61(1.38)
N = 23 .73 
1.68(1.08)
N = 41 
1.26(.69) 




N = 45 
1.17(.49) 
N = 23 .58 
1.19(.97) 
N = 42 
1.09(.29) 
N = 23 .50 
その他の絵本 
1.69(.82) 
N = 45 
1.78(1.35)
N = 23 .36 
1.36(.73) 
N = 42 
1.74(1.32) 
N = 23 1.51 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※3回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 






藤(1996)[34]を参考に、4 項目を合計した「会話型読み聞かせ」（1 回目調査α= .80、3 回目
調査α= .81）、5 項目を合計した「一人読み促進型読み聞かせ」（1 回目調査α= .75、3 回目
調査α= .73）についても、平均と標準偏差を求めた。さらに、各回の差を検討するために
t 検定を行った（表 3-49 参照）。 
その結果、全体において 3 回目調査より 1 回目調査のほうが「会話型読み聞かせ（合計）」
(t (58) = 2.85, p <.01)、「子どもと絵本を通して会話をしながら読むようにした」読み聞か
せ方(t (58) = 2.69, p <.01)、「書かれている内容がわかるように絵などに説明を加えながら
読むようにした」読み聞かせ方(t (58) = 2.48, p <.05)、「本に出てくるものの名前を教えな
がら読んだ」(t (58) = 2.71, p <.01)、「読んでいる間や読んだ後に内容がわかるように、説
明を加えながら読むようにした」(t (58) = 2.14, p <.05)の読み聞かせ方であるということが
示された。男児においても 3 回目調査より 1 回目調査のほうが「会話型読み聞かせ（合計）」
であるということが示された(t (40) = 2.13, p <.05)。女児においても 3 回目調査より 1 回目
調査のほうが「子どもと絵本を通して会話をしながら読むようにした」(t (17) = 2.15, p <.05)、
「本に出てくるものの名前を教えながら読んだ」(t (17) = 2.29, p <.05)の読み聞かせである
ことが示された。 






表 3-49 読み聞かせ方（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 18 
12.94 
(3.49) 






















N = 18 
3.39 
(1.09) 






















N = 18 
3.17 
(1.20) 






















N = 18 
2.78 
(1.00) 





















N = 18 
3.61 
(1.24) 




















N = 18 
15.72 
(4.38) 





















N = 19 
2.68 
(1.38) 




















N = 18 
2.33 
(1.24) 




















N = 19 
3.37 
(1.21) 




















N = 18 
3.22 
(1.06) 




















N = 19 
4.05 
(.97) 
N = 19 
.19 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 





表 3-50 読み聞かせ方（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
会話型(合計) 
13.93(3.05) 
N = 45 
14.57(3.36)
N = 23 .78 
12.61(1.06)
N = 41 
13.00(3.34) 




N = 45 
3.91(1.04)
N = 23 .99 
3.27(1.23)
N = 41 
3.40(1.05) 




N = 45 
3.65(1.03)
N = 23 .37 
3.15(1.33)
N = 41 
3.20(1.15) 




N = 45 
3.48(.99) 
N = 23 .37 
3.02(1.21)
N = 41 
2.80(.95) 




N = 45 
3.52(.79) 
N = 23 .78 
3.17(1.20)
N = 41 
3.60(1.19) 




N = 43 
16.52(3.10)
N = 23 .68 
15.22(4.16)
N = 41 
15.50(4.22) 





N = 44 
2.88(1.08)
N = 24 .18 
2.80(1.25)
N = 41 
2.75(1.37) 




N = 44 
2.52(.90) 
N = 23 .00 
2.44(1.21)
N = 41 
2.30(1.22) 




N = 45 
3.58(.93) 
N = 24 1.80✝ 
2.98(1.19)
N = 41 
3.25(1.29) 




N = 45 
3.57(.95) 
N = 23 .51 
3.05(1.24)
N = 41 
3.25(1.02) 




N = 45 
4.08(.83) 
N = 24 .66 
3.95(1.09)
N = 41 
3.95(1.05) 
N = 20 .00 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 






と標準偏差を求めた。また、各回の差について検討するために t 検定を行った（表 3-51 参
照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-52 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-51 自宅の蔵書量（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 23 
5.30 
(1.22) 




















N = 23 
4.35 
(2.17) 
N = 23 
.20 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  ※括弧内は標準偏差 
 
表 3-52 自宅の蔵書量（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 45 
5.32(1.52)
N = 25 1.83✝ 
4.79(1.44)
N = 43 
5.30(1.22) 




N = 45 
4.28(1.95)
N = 25 .53 
4.69(1.98)
N = 43 
4.35(2.17) 
N = 23 .65 







と標準偏差を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-53 参照）。
その結果、全体において 3 回目調査より 1 回目調査のほうが本のイベントへ行く頻度が高
いということが示された(t (65) = 2.18, p <.05)。また、男児においても 3 回目調査より 1 回
目調査のほうが本のイベントへ行く頻度が高いということが示された(t (42) = 2.61, p <.05) 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-54 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-53 図書館などへ連れて行く頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 23 
4.78 
(1.20) 



















N = 23 
1.74 
(.81) 



















N = 23 
2.00 
(.60) 



















N = 23 
1.04 
(.21) 
N = 23 
.00 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
表 3-54 図書館などへ連れて行く頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 45 
4.88(1.33)
N = 25 .38 
4.81(1.20)
N = 43 
4.78(1.20) 
N = 23 .10 
図書館 
1.76(.80) 
N = 45 
1.72(.89) 
N = 25 .17 
1.74(.79) 
N = 43 
1.74(.81) 
N = 23 .03 
本屋 
2.07(.58) 
N = 45 
2.08(.86) 
N = 25 .08 
2.02(.64) 
N = 43 
2.00(.60) 
N = 23 .14 
本のイベント 
1.18(.39) 
N = 45 
1.08(.28) 
N = 25 1.22 
1.05(.21) 
N = 43 
1.04(.21) 









討するために t 検定を行った（表 3-55 参照）。 
その結果、全体において 1 回目調査より 3 回目調査のほうが親子の交流の頻度（合計）
が高いことが示された(t (62) = 2.61, p <.05)。女児においても 1 回目調査より 3 回目調査の
ほうが親子の交流の頻度（合計）(t (21) = 2.99, p <.01)、「一緒に旅行や遊びへ行く」頻度(t 
(21) = 2.11, p <.05)、「一緒に買い物に行く」頻度(t (21) = 2.11, p <.05)の頻度が高いことが
示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-56 参照）。その結果、3 回目調査にお
いて男児より女児のほうが「よく話をする」(t (60.40) = 2.15, p <.05)、「一緒に買い物に行




表 3-55 親子の交流の頻度（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 



















N = 22 
24.91 
(3.50) 



















N = 22 
3.09 
(.87) 



















N = 22 
3.77 
(.43) 



















N = 22 
1.55 
(1.01) 



















N = 22 
3.77 
(.43) 



















N = 22 
3.68 
(.57) 




















N = 22 
1.05 
(.21) 



















N = 22 
3.23 
(.81) 



















N = 22 
2.36 
(1.05) 



















N = 22 
2.41 
(.96) 
N = 22 
1.45 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 





表 3-56 親子の交流の頻度（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 43 
22.96(2.74)
N = 24 .36 
23.40(3.77)
N = 43 
24.57(3.80) 
N = 23 1.20 
旅行や遊び 
3.14(.77) 
N = 43 
2.75(.99) 
N = 24 1.79✝ 
3.14(.80) 
N = 43 
3.04(.88) 
N = 23 .45 
夕飯 
3.51(.63) 
N = 43 
3.67(.70) 
N = 24 .93 
3.60(.58) 
N = 43 
3.70(.56) 
N = 23 .61 
映画 
1.37(.82) 
N = 43 
1.08(.41) 
N = 24 1.93✝ 
1.44(.88) 
N = 43 
1.52(.99) 
N = 23 .34 
話 
3.47(.59) 
N = 43 
3.58(.50) 
N = 24 .83 
3.44(.67) 
N = 43 
3.74(.45) 
N = 23 2.15* 
買い物 
3.23(.68) 
N = 43 
3.29(.75) 
N = 24 .33 
3.23(.81) 
N = 43 
3.65(.57) 
N = 23 2.44* 
スポーツ観戦 
1.23(.65) 
N = 43 
1.08(.28) 
N = 24 1.30 
1.16(.57) 
N = 43 
1.04(.21) 
N = 23 .96 
ゲームや歌 
3.02(.89) 
N = 43 
3.17(.82) 
N = 24 .65 
3.09(.84) 
N = 43 
3.17(.83) 
N = 23 .37 
スポーツ 
2.28(.96) 
N = 43 
2.25(.85) 
N = 24 .12 
2.33(.92) 
N = 43 
2.35(1.03) 
N = 23 .09 
料理 
2.02(.83) 
N = 43 
2.08(.65) 
N = 24 .31 
1.95(.84) 
N = 43 
2.35(.98) 
N = 23 1.71✝ 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
3.3.2.4. 回答者の属性 
回答者の属性について、性別と年齢の度数分布を示した（図 3-31、図 3-32 参照）。 
集計の結果、回答者の性別はどちらの調査においても女性が多く、1 回目調査では 65 名
（92.9%）、3 回目調査では 61 名（87.1%）であった。なお、別の質問項目で子どもとの関
係について尋ねたところ、性別を「女性」と回答した人は全員母親であり、「男性」と回答
した人は全員父親であった。 
回答者の年齢については、どちらの調査においても 30 歳代という回答が多く、1 回目調査
では 51 名（72.9%）、3 回目調査では 47 名（67.1%）であった。 
 
 














図 3-32 回答者の年齢 
 
3.3.3. 面接調査 1 結果（幼児の読書のレディネス） 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、平均と標準偏差を求
めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-57 参照）。 
その結果、全体において 1 回目調査より 3 回目調査のほうが読書のレディネス（合計）(t 
(68) = 14.53, p <.01)、読字(t (68) = 5.88, p <.01)、絵と文字の結合(t (68) = 8.48, p <.01)、
お話の構成(t (68) = 6.52, p <.01)、物語理解(t (68) = 8.70, p <.01)の得点が高いことが示さ
れた。男児においても 1 回目調査より 3 回目調査のほうが読書のレディネス（合計）(t (43) 
= 11.44, p <.01)、読字(t (43) = 5.04, p <.01)、絵と文字の結合(t (43) = 7.08, p <.01)、お話
の構成(t (43) = 5.04, p <.01)、物語理解(t (43) = 5.95, p <.01)の得点が高いことが示された。
女児においても 1 回目調査より 3 回目調査のほうが読書のレディネス（合計）(t (24) = 8.93, 
p <.01)、読字(t (24) = 3.17, p <.01)、絵と文字の結合(t (24) = 4.82, p <.01)、お話の構成(t (24) 
= 4.09, p <.01)、物語理解(t (24) = 7.19, p <.01)の得点が高いことが示された。 
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3回目調査
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表 3-57 読書のレディネス得点（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 




















N = 25 
15.44 
(2.38) 



















N = 25 
5.80 
(.50) 




















N = 25 
2.84 
(.47) 



















N = 25 
4.20 
(1.87) 



















N = 25 
2.60 
(.65) 
N = 25 
7.19**
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ ** p <.01 
 
表 3-58 読書のレディネス得点（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 44 
10.68(3.15)
N = 25 .82 
15.07(2.78)
N = 45 
15.44(2.38) 
N = 25 .57 
読字 
4.55(1.68) 
N = 44 
5.08(1.15)
N = 25 1.56 
5.80(.46) 
N = 45 
5.80(.50) 




N = 44 
1.92(1.12)
N = 25 1.46 
2.80(.55) 
N = 45 
2.84(.47) 
N = 25 .31 
お話の構成 
2.41(2.22) 
N = 44 
2.36(2.20)
N = 25 .09 
3.93(2.14)
N = 45 
4.20(1.87) 
N = 25 .52 
物語理解 
1.45(.93) 
N = 44 
1.32(.75) 
N = 25 .62 
2.53(.66) 
N = 45 
2.60(.65) 
N = 25 .41 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 






3.3.4. 面接調査 2 結果（幼児の想像力） 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、それぞれ平均と標準偏
差を求めた。また、各回の差を検討するために t 検定を行った（表 3-59 参照）。その結果、
全体において 1 回目調査より 3 回目調査のほうがイメージ量(t (54) = 2.70, p <.01)、エピソ
ード数(t (54) = 4.00, p <.01)の得点が高いということが示された。男児においても 1 回目調
査より 3 回目調査のほうがイメージ量(t (31) = 3.62, p <.01)、エピソード数(t (31) = 3.89, p 
<.01)の得点が高いということが示された。 
また、性差を検討するために t 検定を行った（表 3-60 参照）。その結果、いずれにおい
ても有意差はみられなかった。 
 
表 3-59 想像力得点（平均・標準偏差・各回の比較） 
 全体 男児 女児 


















N = 23 
4.91 
(5.14) 



















N = 23 
3.13 
(2.74) 



















N = 23 
.22 
(.52) 
N = 23 
1.85✝
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  ** p <.01 
 
表 3-60 想像力得点（男女別の平均・標準偏差・性差） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 男児 女児 性差(t 値) 男児 女児 性差(t 値) 
イメージ量 
1.94(2.04) 
N = 34 
3.42(5.83)
N = 24 1.37 
4.00(2.86)
N = 42 
5.08(5.10) 
N = 24 1.11 
エピソード数 
1.00(1.16) 
N = 34 
1.79(2.81)
N = 24 1.48 
2.55(2.14)
N = 42 
3.17(2.68) 
N = 24 1.03 
創造物数 
.12(.33) 
N = 34 
.83(1.97) 
N = 24 1.76✝ 
.14(.42) 
N = 42 
.21(.51) 
N = 24 .57 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 














数として重回帰分析を行った（図 3-33 参照）。そして、時間的に前にある 1 回目調査の保
護者の読書好意度・読書量から 3 回目調査の各子どもに対する保護者の行動へのパスが統




















































図 3-35 交互作用の分析モデル 
 
 


















作用（R 2 = .25, Β= .08, p < .05）、読み聞かせ頻度と図書館などへ連れて行く頻度（合計）
の交互作用項（R 2 = .21, Β= .20, p < .05）が有意であった。 
また、読書のレディネス（合計）において、読み聞かせ頻度と子どもを対象とした本の
蔵書量の交互作用項（R 2 = .43, Β= .44, p < .05）、読み聞かせ冊数と子どもを対象とした
本の蔵書量の交互作用（R 2 = .43, Β= .25, p < .05）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、子どもを対象
とした本の蔵書量が多いと、読み聞かせ冊数が多いほど物語理解が低くなること（R 2 = .25, 
Β= -.22, p < .05）が示された。 
また、図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いと、読み聞かせ頻度が高いほど物語




















ること（R 2 = .12, β = -.25, p < .05）、「本に出てくるものの名前を教えながら読んだ」読
み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .13, β = -.26, p < .05）、「字を教え





その結果、子どもを対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高まること（R 2 = .17,
β = .34, p < .01）、大人を対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解（R 2 = .16, β = .31, 







その結果、図書館へ連れて行く頻度が高いほど物語理解（R 2 = .14, β = .28, p < .05）、
読書のレディネス（合計）（R 2 = .44, β = .21, p < .05）が高まること、本屋へ連れて行く
頻度が高いほど読書のレディネス（合計）が高まること（R 2 = .45, β = .23, p < .05）、図
書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .14, β = .27, 







その結果、一緒に映画を見に行く頻度が高いほど読字（R 2 = .21, β = -.31, p < .05）、物
語理解（R 2 = .22, β = -.40, p < .01）が低くなること、一緒に旅行や遊びに行く頻度が高








った（図 3-37 参照）。そして、時間的に前にある 1 回目調査の幼児の家庭環境から 3 回目

































図 3-38 交互作用の分析モデル 
 
 












その結果、絵本の読み聞かせ頻度が高いほど創造物数が多くなること（R 2 = .25, β = .26, 
p < .05）、絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .14, β 









その結果、創作絵本の読み聞かせ頻度が高いほど創造物数が多くなること（R 2 = .25, β 




度（合計）の交互作用項（R 2 = .19, Β= -.52, p < .05）が有意であった。 
エピソード数においては、読み聞かせ頻度（合計）と図書館などへ連れて行く頻度（合
計）の交互作用項（R 2 = .21, Β= -.39, p < .05）が有意であった。 
その後、有意であった交互作用項について下位検定を行った。その結果、図書館などへ
連れて行く頻度（合計）が高いと、読み聞かせ頻度（合計）が高いほどエピソード数が多




























3.4. 1 回目調査・2 回目調査・3 回目調査の分析結果 
3.4.1. 分析対象 
本分析では、質問紙調査・面接調査 1・面接調査 2 のいずれにおいても、1 回目調査・2
回目調査・3 回目調査の 3 回全ての回答を得られていない幼児を除いた幼児を分析対象とし
た。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分
析から除いた（1 回目調査 16 名、2 回目調査 7 名、3 回目調査 6 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 110 名（男児 66 名、女児 44 名、1 回目調査時の平均








表 3-61 保護者の読書好意度・読書量の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
読書好意度 
3.87(1.17) 
N = 71 
3.99(1.02) 
N = 71 
3.77(1.16) 
N = 71 2.36✝ 
読書量 
1.96(.80) 
N = 71 
1.92(.67) 
N = 71 
1.77(.70) 
N = 71 2.54✝ 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 







た。また、1 回目調査から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った
（表 3-62 参照）。その結果、読み聞かせ頻度(F (2, 138) = 6.41, p < .01)、読み聞かせ冊数(F 
(2, 136) = 4.77, p < .05)において有意差がみられた。 
また、有意差のみられた項目において Bonferroni 法の多重比較による下位検定を行った。
その結果、読み聞かせ頻度においては、1 回目調査と 3 回目調査の間で有意差がみられた(p 
< .01)。 
 
表 3-62 絵本の読み聞かせ量（頻度・冊数）の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
読み聞かせ頻度 
2.66(.81) 
N = 70 
2.47(.90) 
N = 70 
2.27(.78) 
N = 70 6.41** 
読み聞かせ冊数 
3.38(1.58) 
N = 69 
2.90(1.49) 
N = 69 
2.80(1.60) 
N = 69 4.77* 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※2・3回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 







た。また、1 回目調査から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った
（表 3-63 参照）。その結果、読み聞かせ頻度（合計）(F (2, 118) = 6.93, p < .01)、創作絵
本の読み聞かせ頻度(F (2, 134) = 7.37, p < .05)において有意差がみられた。 
また、有意差のみられた項目において Bonferroni 法の多重比較による下位検定を行った。
その結果、読み聞かせ頻度（合計）においては、1 回目調査と 2 回目調査の間(p < .05)、1
回目調査と 3 回目調査の間(p < .01)で有意差がみられた。創作絵本の読み聞かせ頻度におい
ては、1 回目調査と 3 回目調査の間で有意差がみられた(p < .01)。 
 
表 3-63 絵本の種類別読み聞かせ頻度の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
読み聞かせ頻度(合計) 
9.75(2.11) 
N = 60 
9.13(2.30) 
N = 60 
8.77(2.09) 
N = 60 6.93** 
創作絵本 
2.31(.76) 
N = 68 
2.16(.86) 
N = 68 
1.91(.69) 
N = 68 7.37** 
昔話絵本 
1.74(.71) 
N = 66 
1.64(.69) 
N = 66 
1.67(.69) 
N = 66 .79 
ことばの絵本 
1.39(.61) 
N = 66 
1.33(.51) 
N = 66 
1.21(.51) 
N = 66 2.44✝ 
知識・科学絵本 
1.61(.72) 
N = 67 
1.58(.70) 
N = 67 
1.58(.80) 
N = 67 .08 
わらべうた・詩の絵本 
1.12(.37) 
N = 68 
1.12(.33) 
N = 68 
1.07(.32) 
N = 68 .53 
その他の絵本 
1.59(.70) 
N = 66 
1.42(.68) 
N = 66 
1.41(.61) 
N = 66 1.96 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  ** p <.01 
 
直近 1 カ月の絵本の種類別読み聞かせ冊数について、それぞれの平均と標準偏差を求め
た。また、1 回目調査から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った




表 3-64 絵本の種類別読み聞かせ冊数の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
読み聞かせ冊数(合計) 
10.34(2.92) 
N = 53 
10.19(3.41) 
N = 53 
10.38(4.79) 
N = 53 .06 
創作絵本 
2.71(1.43) 
N = 65 
2.88(1.76) 
N = 65 
2.66(1.72) 
N = 65 .50 
昔話絵本 
1.86(1.08) 
N = 66 
1.85(1.11) 
N = 66 
1.94(1.28) 
N = 66 .17 
ことばの絵本 
1.44(.90) 
N = 66 
1.44(.81) 
N = 66 
1.33(1.04) 
N = 66 .36 
知識・科学絵本 
1.66(.99) 
N = 65 
1.75(1.05) 
N = 65 
1.60(.93) 
N = 65 .87 
わらべうた・詩の絵本 
1.09(.34) 
N = 67 
1.10(.31) 
N = 67 
1.18(.94) 
N = 67 .50 
その他の絵本 
1.62(.80) 
N = 65 
1.51(.87) 
N = 65 
1.58(1.21) 
N = 65 .28 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「７．11 冊以上」の 7件法 
※2・3回目調査では「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法で尋ねたが、分析の際は 7件法に統一した 




1 回目調査から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った（表 3-65
参照）。その結果、「会話型読み聞かせ（合計）」(F (2, 120) = 4.22, p < .05)、「子どもと絵本
を通して会話をしながら読むようにした」読み聞かせ方(F (2, 120) = 3.17, p < .05)、「本に
出てくるものの名前を教えながら読んだ」(F (2, 120) = 3.39, p < .05)において有意差がみら
れた。 
また、有意差のみられた項目において Bonferroni 法の多重比較による下位検定を行った。
その結果、「会話型読み聞かせ（合計）」においては、1 回目調査と 3 回目調査の間で有意差
がみられた(p < .05)。「子どもと絵本を通して会話をしながら読むようにした」読み聞かせ
方においては、1 回目調査と 3 回目調査の間で有意差がみられた(p < .05)。「本に出てくる
ものの名前を教えながら読んだ」読み聞かせ方においては、1 回目調査と 3 回目調査の間で




表 3-65 読み聞かせ方の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
会話型(合計) 
14.15(3.20) 
N = 61 
13.20(3.11) 
N = 61 
12.90(3.60) 
N = 61 4.22* 
会話をしながら 
3.75(.94) 
N = 61 
3.64(1.03) 
N = 61 
3.39(1.10) 
N = 61 3.17* 
絵に説明を加えながら 
3.61(1.07) 
N = 61 
3.38(1.10) 
N = 61 
3.25(1.18) 
N = 61 2.62✝ 
ものの名前を教えながら 
3.41(1.06) 
N = 61 
3.13(1.15) 
N = 61 
3.02(1.04) 
N = 61 3.39* 
そのまま読む(逆転項目) 
3.38(.92) 
N = 61 
3.05(1.19) 
N = 61 
3.25(1.16) 
N = 61 2.14 
一人読み促進型(合計) 
15.84(3.93) 
N = 58 
15.90(4.29) 
N = 58 
15.72(4.03) 




N = 60 
2.92(1.27) 
N = 60 
2.83(1.29) 
N = 60 .24 
字を教えながら 
2.42(1.09) 
N = 60 
2.28(1.25) 
N = 60 
2.47(1.21) 
N = 60 .62 
読み方を教えてあげた 
3.26(1.21) 
N = 62 
3.34(1.28) 
N = 62 
3.18(1.24) 
N = 62 .42 
内容に説明を加えながら 
3.52(1.11) 
N = 61 
3.33(1.09) 
N = 61 
3.16(1.11) 
N = 61 2.54✝ 
自分で読んだ時には褒める 
3.94(1.04) 
N = 62 
4.00(.96) 
N = 62 
4.06(.94) 
N = 62 .35 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
3.4.2.2.4. 自宅の蔵書量 




表 3-66 自宅の蔵書量の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
子どもを対象にした本 
4.80(1.47) 
N = 69 
4.64(1.35) 
N = 69 
4.86(1.44) 
N = 69 2.09 
大人を対象にした本 
4.59(1.83) 
N = 70 
4.44(1.89) 
N = 70 
4.59(2.03) 
N = 70 .79 






と標準偏差を求めた。また、1 回目調査から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の
分散分析を行った（表 3-67 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 3-67 図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度の推移 




N = 71 
5.00(1.40) 
N = 71 
4.86(1.18) 
N = 71 .57 
図書館 
1.79(.84) 
N = 71 
1.76(.87) 
N = 71 
1.76(.80) 
N = 71 .07 
本屋 
2.08(.67) 
N = 71 
2.11(.69) 
N = 71 
2.04(.60) 
N = 71 .37 
本のイベント 
1.11(.32) 
N = 71 
1.13(.38) 
N = 71 
1.06(.23) 








回目調査から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った（表 3-68 参
照）。その結果、親子の交流の頻度（合計）(F (2, 126) = 3.68, p < .05)、「一緒に旅行や遊び
へ行く」頻度(F (2, 130) = 4.39, p < .05)、「一緒に買い物に行く」頻度(F (2, 130) = 4.15, p 
< .05)において有意差がみられた。 
また、有意差のみられた項目において Bonferroni 法の多重比較による下位検定を行った。
その結果、親子の交流の頻度（合計）においては、1 回目調査と 3 回目調査の間で有意差が
みられた(p < .05)。「一緒に旅行や遊びへ行く」頻度においては、2 回目調査と 3 回目調査
の間で有意差がみられた(p < .05)。「一緒に買い物へ行く」頻度においては、1 回目調査と 3
回目調査の間で有意差がみられた(p < .05)。 
 
表 3-68 親子の交流の頻度の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
親子の交流の頻度(合計) 
22.97(3.60) 
N = 64 
23.17(3.82) 
N = 66 
24.09(3.62) 
N = 66 3.68* 
旅行や遊び 
3.05(.81) 
N = 66 
2.80(.85) 
N = 66 
3.14(.82) 
N = 66 4.39* 
夕飯 
3.50(.69) 
N = 66 
3.50(.66) 
N = 66 
3.65(.54) 
N = 66 2.49✝ 
映画 
1.31(.79) 
N = 65 
1.38(.70) 
N = 65 
1.51(.94) 
N = 65 1.31 
話 
3.45(.56) 
N = 66 
3.53(.50) 
N = 66 
3.56(.59) 
N = 66 1.06 
買い物 
3.18(.70) 
N = 66 
3.30(.72) 
N = 66 
3.47(.71) 
N = 66 4.15* 
スポーツ観戦 
1.20(.57) 
N = 65 
1.26(.71) 
N = 65 
1.12(.48) 
N = 65 1.36 
ゲームや歌 
3.00(.84) 
N = 66 
2.91(.96) 
N = 66 
3.18(.76) 
N = 66 2.50✝ 
スポーツ 
2.29(.90) 
N = 65 
2.34(.99) 
N = 65 
2.31(.99) 
N = 65 .07 
料理 
2.05(.71) 
N = 66 
2.11(.86) 
N = 66 
2.15(.88) 
N = 66 .41 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 





3.4.3. 面接調査 1 結果（幼児の読書のレディネス） 
読書のレディネス得点について、それぞれの平均と標準偏差を求めた。また、1 回目調査
から 3 回目調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った（表 3-69 参照）。 
その結果、読書のレディネス（合計）(F (2, 190) = 167.33, p < .01)、読字(F (1.73, 164.55) 
= 35.37, p < .01)、絵と文字の結合(F (1.81, 172.03) = 4.70, p < .01)、お話の構成(F (2, 190) 
= 41.59, p < .01)、物語理解(F (1.80, 170.70) = 77.30, p < .01)において有意差がみられた。 
また、有意差のみられた項目において Bonferroni 法の多重比較による下位検定を行った。
その結果、読書のレディネス（合計）においては、1 回目調査と 2 回目調査(p < .01)、2 回
目調査と 3 回目調査(p < .01)、1 回目調査と 3 回目調査(p < .01)の間で有意差がみられた。
読字においては、1 回目調査と 2 回目調査(p < .01)、2 回目調査と 3 回目調査(p < .01)、1
回目調査と 3 回目調査(p < .01)の間で有意差がみられた。絵と文字の結合においては、1 回
目調査と 2 回目調査(p < .01)、2 回目調査と 3 回目調査(p < .01)、1 回目調査と 3 回目調査
(p < .01)の間で有意差がみられた。お話の構成においては、1回目調査と2回目調査(p < .01)、
1 回目調査と 3 回目調査(p < .01)の間で有意差がみられた。物語理解においては、1 回目調
査と 2 回目調査(p < .01)、1 回目調査と 3 回目調査(p < .01)の間で有意差がみられた。 
 
表 3-69 読書のレディネス得点の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
読書のレディネス(合計) 
10.07(3.71) 
N = 96 
14.07(3.74) 
N = 96 
15.13(2.78) 
N = 96 167.33** 
読字 
4.67(1.55) 
N = 96 
5.21(1.10) 
N = 96 
5.79(.46) 
N = 96 35.37** 
絵と文字の結合 
1.76(1.28) 
N = 96 
2.41(.92) 
N = 96 
2.78(.53) 
N = 96 46.70** 
お話の構成 
2.30(2.11) 
N = 96 
4.02(2.24) 
N = 96 
4.03(2.13) 
N = 96 41.59** 
物語理解 
1.38(.87) 
N = 96 
2.44(.71) 
N = 96 
2.52(.68) 
N = 96 77.30** 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 





3.4.4. 面接調査 2 結果（幼児の想像力） 
想像力得点について、それぞれの平均と標準偏差を求めた。また、1 回目調査から 3 回目
調査の差を検討するために、被験者内の分散分析を行った（表 3-70 参照）。その結果、イ
メージ量(F (1.80, 133.47) = 5.63, p < .01)、エピソード数(F (2, 148) = 12.69, p < .01)にお
いて有意差がみられた。 
また、有意差のみられた項目において Bonferroni 法の多重比較による下位検定を行った。
その結果、イメージ量においては、1 回目調査と 2 回目調査(p < .05)、1 回目調査と 3 回目
調査(p < .01)の間で有意差がみられた。エピソード数においては、1 回目調査と 2 回目調査
(p < .01)、1 回目調査と 3 回目調査(p < .01)の間で有意差がみられた。 
 
表 3-70 想像力得点の推移 
 1 回目調査 2 回目調査 3 回目調査 F 値 
イメージ量 
2.47(3.95) 
N = 75 
4.00(3.76) 
N = 75 
4.63(6.55) 
N = 75 5.63** 
エピソード数 
1.23(1.80) 
N = 75 
2.16(1.92) 
N = 75 
2.73(2.46) 
N = 75 12.69** 
創造物数 
.44(1.29) 
N = 75 
.76(1.10) 
N = 75 
.33(1.57) 
N = 75 2.88✝ 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 






調査と 3 回目調査の 1 年間の分析、1 回目調査と 2 回目調査の半年間の分析、2 回目調査と
3 回目調査の半年間の分析の 3 つの分析の結果をまとめた（表 3-71 参照）。 




表 3-71 保護者の読書好意度・読書量と子どもに対する保護者の行動の影響関係 









R 2 = .70 
β= .24* 










R 2 = .10 
β= .20* 






家庭環境と読書のレディネスの影響関係について、1 回目調査と 3 回目調査の 1 年間の分
析、1 回目調査と 2 回目調査の半年間の分析、2 回目調査と 3 回目調査の半年間の分析の 3
つの分析の結果をまとめた（表 3-72、表 3-73 参照）。 













また、半年間の影響の分析においては、1 回目調査と 2 回目調査、2 回目調査と 3 回目調
査の 2 つの分析を通じて安定した結果は見られなかった。半年間の影響の個別分析では、1
回目調査と 2 回目調査の半年間の分析においては、その他の絵本の読み聞かせ頻度が高い
ほど絵と文字の結合が低くなり、2 回目調査と 3 回目調査の半年間の分析では、その他の絵
本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなることが示された。 
さらに、1 回目調査と 2 回目調査の半年間の分析では、親子で話をする頻度が高いほど物





表 3-72 家庭環境と読書のレディネスの影響関係① 












































2 = .27 
β= -.22* 
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R 2 = .14 
β= -.27* 
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R 2 = .44 
β= .23* 
  
※ * p <.05 ** p <.01  
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表 3-73 家庭環境ど読書のレディネスの影響関係② 












R 2 = .48 
β= .30** 











R 2 = .44 
β= .21* 
















R 2 = .45 
β= .23* 
  
親子の交流 親子の交流（合計）→お話の構成   R 
2 = .25 
β= .18* 
親子の交流（合計）→物語理解   R 
2 = .19 
β= -.22** 
親子で買い物 →絵と文字の結合  R 
2 = .26 
β= -.25* 
 
親子で旅行や遊び →絵と文字の結合 R 2 = .18 
β= .25* 
  
親子で旅行や遊び →お話の構成   R 
2 = .25 
β= .17* 
親子で旅行や遊び →物語理解  R 
2 = .11 
β= .31* 
 
親子で話 →読書のレディネス（合計）   R 
2 = .46 
β= .17* 
親子で話 →お話の構成   R 
2 = .29 
β= .27** 
親子で話 →物語理解  R 
2 = .09 
β= .25* 
R 2 = .17 
β= -.16* 
親子で夕飯 →絵と文字の結合   R 
2 = .22 
β= .16* 
親子でゲームや歌 →物語理解   R 
2 = .25 
β= -.32** 
親子でスポーツ →物語理解   R 
2 = .18 
β= -.18* 
親子で映画 →読字 R 2 = .21 
β= -.31* 
  
親子で映画 →物語理解 R 2 = .22 
β= -.40** 
  






家庭環境と想像力の影響関係について、1 回目調査と 3 回目調査の 1 年間の分析、1 回目
調査と 2 回目調査の半年間の分析、2 回目調査と 3 回目調査の半年間の分析の 3 つの分析の
結果をまとめた（表 3-74 参照）。 




なお、半年間の影響の分析においては、1 回目調査と 2 回目調査、2 回目調査と 3 回目調
査の 2 つの分析を通じて安定した結果は見られなかった。 
 
表 3-74 家庭環境と想像力の影響関係 
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2 = .13 
β= -.34* 
 









て、1 回目調査と 3 回目調査の 1 年間の分析、1 回目調査と 2 回目調査の半年間の分析、2
回目調査と 3 回目調査の半年間の分析の 3 つの分析の結果をまとめた（表 3-75 参照）。 




なお、半年間の影響の分析においては、1 回目調査と 2 回目調査、2 回目調査と 3 回目調
査の 2 つの分析を通じて安定した結果は見られなかった。 
 
表 3-75 読み聞かせ量と読書のレディネスの影響関係への他の家庭環境の調整効果 











2 = .34 
Β = -.64*  
絵本の読み聞かせ冊数 
→物語理解 
R 2 = .25 






2 = .37 
Β = -.66*  
絵本の読み聞かせ頻度 
→物語理解 
R 2 = .21 






2 = .37 





  R 
2 = .20 
Β = .18✝ 
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→絵と文字の結合 
  R 
2 = .17 
Β = .05* 





について、1 回目調査と 3 回目調査の 1 年間の分析、1 回目調査と 2 回目調査の半年間の分
析、2回目調査と3回目調査の半年間の分析の3つの分析の結果をまとめた（表 3-76参照）。 
その結果、1 年間の長期的な影響の分析（1 回目調査と 3 回目調査）においては、図書館
などへ連れて行く頻度が高い群では、絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数が多
くなることが示された。 
なお、半年間の影響の分析においては、1 回目調査と 2 回目調査、2 回目調査と 3 回目調
査の 2 つの分析を通じて安定した結果は見られなかった。 
 
表 3-76 読み聞かせ量と想像力の影響関係への他の家庭環境の調整効果 











2 = .18 
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2 = .19 
Β = -.23✝  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→エピソード数 
R 2 = .21 




2 = .23 




2 = .21 
Β = -.29**  







施設向け質問紙調査では、質問紙調査、面接調査 1、面接調査 2 の調査対象とした 7 園の
うち、6 園から回答を得られた。したがって本分析では、公立保育所 3 園、私立保育園 2






人数で割った幼児一人あたりの絵本の冊数も示した（表 4-1 参照）。 
その結果、施設全体における幼児一人あたりの絵本の冊数が最も多かったのは、3 の施設
で 14.17 冊であった。また、年長クラスの部屋における幼児一人あたりの絵本の冊数が最
も多かったのも 3 の施設で 23.27 冊であった。 
 
表 4-1 施設での絵本の蔵書量 
 1 2 3 4 5 6 
施設全体の蔵書数 約 1200冊 774 冊 850 冊 約 500 冊 2251 冊 800 冊 
施設全体の蔵書数 
／施設の定員人数 



























最も多かったのも 6 の施設で 5 巻であった。 
 
表 4-2 施設での紙芝居の蔵書量 
 1 2 3 4 5 6 
施設全体の蔵書数 約 320 巻 204 巻 無回答 約 70 巻 297 巻 400 巻 
施設全体の蔵書数 
／施設の定員人数 
約 1.52巻 2.27 巻 － 約 1.17巻 1.06 巻 6.67 巻 







－ － － － 4.14 巻 5 巻 
 
4.1.3. 施設でのおはなし会 
施設でのおはなし会について、それぞれの施設の回答を示した（表 4-3 参照）。 
その結果、おはなし会の頻度が最も高かったのは 3 の施設で、「毎日」という回答であっ
た。おはなし会 1 回あたりの冊数が最も多く、時間が長かったのは 6 の施設で、6 冊を 40
分行うという回答であった。おはなし会 1 回あたりの人数が最も多かったのは 2 の施設で、
40 人という回答であった。おはなし会を行っていた人については、「１．保育士・幼稚園教
諭」と「３，保護者以外の読み聞かせ団体」という回答が同数であった。親子で参加でき
るおはなし会を行っていたのは、5 と 6 の 2 つの施設のみであった。 
 
表 4-3 施設でのおはなし会（頻度、1 回あたりの冊数・時間・人数など） 
 1 2 3 4 5 6 
頻度 月 1 週 1 毎日 週 5 月 1 月 1 
1 回あたりの冊数 1 冊 3 冊 1 冊 1 冊 5 冊 6 冊 
1 回あたりの時間 20 分 30 分 15～20 分 10 分 30 分 40 分 
1 回あたりの人数 27 人 40 人 11 人 20 人 30 人 28 人 
行っていた人 3 1 1 1 3 3 
親子で参加できる
おはなし会の有無 








自由保育と一斉保育の割合について、それぞれの施設の回答を示した（表 4-4 参照）。 
その結果、自由保育の割合のほうが高かった施設は 3 園、一斉保育の割合が高かった施
設は 2 園、自由保育と一斉保育の割合が同じであった施設は 1 園であった。 
 
表 4-4 自由保育と一斉保育の割合 
 1 2 3 4 5 6 
自由保育：一斉保育 6：4 6：4 6：4 3：7 2：8 5：5 
 
4.1.4.2. 文字指導の程度 
文字指導の程度について、それぞれの施設の回答を示した（表 4-5 参照）。 
その結果、全ての施設が「遊びの中で必要に応じて教える」を選択した。また、「カルタ
など文字に触れる機会を多くする」を選択したのは 5 園、「ドリル等を用いて教える」を選




表 4-5 文字指導の程度 
 1 2 3 4 5 6 
できるだけ教えない × × × × × × 
遊びの中で必要に 
応じて教える 
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
カルタ等文字に触れ 
る機会を多くする 
× ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 
ドリル等を用いて 
教える 
× × × ◯ × × 




絵本の貸出の有無について、それぞれの施設の回答を示した（表 4-6 参照）。 
その結果、貸出ありと回答したのは 3 園、貸出なしと回答したのは 3 園であった。 
 
表 4-6 絵本の貸出の有無 
 1 2 3 4 5 6 







た（表 4-7 参照）。 
その結果、保護者への情報提供を行なっていると回答したのは 4 園であり、「絵本の紹介」
については 2 園、「施設での読み聞かせ」については 4 園、「読み聞かせの方法」について
は 3 園、「その他」は 1 園であった。また、情報提供の方法は「１．おたより」という回答
が最も多く、情報提供の頻度が最も高かったのは 6 の施設の「読み聞かせの方法」で週に 5
回であった。 
 
表 4-7 絵本や読み聞かせに関する保護者への情報提供 



























ても求めた（表 4-8 参照）。 
その結果、活動の頻度平均値が最も高かったのは「読み聞かせ」であり、3.67 であった。






表 4-8 各活動の頻度 
 1 2 3 4 5 6 平均(標準偏差)
外遊び 3 3 4 3 3 3 3.17(.37) 
飼育・栽培 3 3 4 2 2 3 2.83(.69) 
ごっこ遊び 3 3 3 3 3 3 3(0) 
劇あそび 3 2 4 2 3 3 2.83(.69) 
図画工作活動 3 3 4 3 3 3 3.17(.37) 
読み聞かせ 4 3 4 3 4 4 3.67(.47) 
リズム表現・身体表現 3 3 3 3 4 2 3(.58) 
音楽活動 3 3 3 3 4 3 3.17(.37) 
園外保育 3 2 2 3 2 3 2.5(.5) 
文字の読み書き 1 3 3 3 4 2 2.67(.94) 
たし算・ひき算 1 1 2 2 4 1 1.83(1.07) 
英語 1 1 2 2 4 1 1.83(1.07) 








表 4-9 回答者の属性 
 1 2 3 4 5 6 
性別 女性 女性 女性 女性 女性 女性 
役職 園長 園長 
旧 5歳児 
クラス担任
園長 園長 園長 
勤務年数 4 年目 8 年目 
2 年 
(今年移動)
7 年目 9 年目 3 年目 
 
4.1.6. 今後の分析について 




設 A、ドリルやプリントなどでの指導を行っている施設 4、5 を施設 B として、今後の分析
を行う。 











面接調査 1・2 回目面接調査 1 の 3 つ全ての回答が得られた幼児、および、1 回目質問紙調
査・1 回目面接調査 2・2 回目面接調査 2 の 3 つ全ての回答が得られた幼児を分析対象とし
た。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分
析から除いた（1 回目調査 11 名、2 回目調査 5 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 70 名（男児 44 名、女児 26 名、1 回目調査時の平均月





（表 4-10 参照）。その結果、1 回目調査において B の施設より A の施設のほうが保護者の
読書量が多いことが示された(t (68) = 2.48, p <.05)。 
 
表 4-10 保護者の読書好意度・読書量（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
読書好意度 
4.05(1.07) 
N = 43 
3.70(1.27)
N = 27 1.22 
4.10(.96) 
N = 40 
3.83(1.13) 
N = 24 1.01 
読書量 
2.14(.80) 
N = 43 
1.67(.73) 
N = 27 2.48* 
1.98(.73) 
N = 40 
1.83(.64) 
N = 24 .79 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 






直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせ頻度と冊数について、施設環境による比較を行うために t
検定を行った（表 4-11 参照）。 
その結果、1 回目調査において A の施設より B の施設のほうが読み聞かせ冊数が多いこ
とが示された(t (67) = 2.01, p <.05)。2 回目調査においては A の施設より B の施設のほうが
読み聞かせ頻度が多いことが示された(t (61) = 2.13, p <.05)。 
 
表 4-11 絵本の読み聞かせ量（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 43 
2.89(.93) 
N = 27 1.39 
2.28(.97) 
N = 39 
2.79(.83) 




N = 43 
4.04(1.76)
N = 26 2.01* 
3.31(1.72)
N = 39 
4.04(1.85) 
N = 24 1.60 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 







ために t 検定を行った（表 4-12、表 4-13 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみ
られなかった。 
 
表 4-12 絵本の種類別読み聞かせ頻度（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 42 
10.36(2.72)
N = 25 1.07 
8.92(2.54)
N = 38 
9.86(2.03) 
N = 22 1.49 
創作絵本 
2.28(.83) 
N = 43 
2.52(.87) 
N = 25 1.14 
2.10(.90) 
N = 40 
2.21(.88) 
N = 24 .47 
昔話絵本 
1.71(.60) 
N = 42 
1.85(.83) 
N = 26 .76 
1.51(.64) 
N = 39 
1.83(.72) 
N = 23 1.78✝ 
ことばの絵本 
1.42(.59) 
N = 43 
1.42(.70) 
N = 26 .03 
1.26(.44) 
N = 39 
1.50(.66) 




N = 43 
1.65(.80) 
N = 26 .26 
1.58(.71) 
N = 40 
1.63(.71) 




N = 43 
1.23(.43) 
N = 26 1.36 
1.13(.34) 
N = 40 
1.17(.38) 
N = 24 .46 
その他の絵本 
1.63(.69) 
N = 43 
1.58(.70) 
N = 26 .30 
1.35(.66) 
N = 40 
1.57(.73) 
N = 23 1.20 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 4-13 絵本の種類別読み聞かせ冊数（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 42 
12.04(4.73)
N = 24 1.79✝ 
10.00(3.75)
N = 37 
11.05(3.31) 
N = 19 1.03 
創作絵本 
2.74(1.71) 
N = 42 
3.04(1.27)
N = 25 .76 
2.92(1.99)
N = 38 
3.00(1.90) 
N = 22 .15 
昔話絵本 
1.74(.73) 
N = 43 
2.15(1.43)
N = 26 1.36 
1.64(1.04)
N = 39 
2.13(1.06) 
N = 23 1.78✝ 
ことばの絵本 
1.42(.63) 
N = 43 
1.58(1.27)
N = 26 .69 
1.28(.61) 
N = 39 
1.88(1.36) 




N = 43 
1.85(1.35)
N = 26 .86 
1.73(1.06)
N = 40 
1.92(1.06) 




N = 43 
1.24(.60) 
N = 25 1.35 
1.10(.30) 
N = 40 
1.17(.38) 
N = 24 .77 
その他の絵本 
1.65(.78) 
N = 43 
1.81(1.33)
N = 26 .62 
1.40(.74) 
N = 40 
1.77(1.11) 
N = 22 1.41 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 






直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせ方について、施設環境による比較を行うために t 検定を行
った（表 4-14 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-14 絵本の読み聞かせ方（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
会話型(合計) 
14.17(3.08) 
N = 42 
13.69(3.79)
N = 26 .57 
13.20(3.04)
N = 35 
12.38(2.99) 




N = 42 
3.62(1.10)
N = 26 .51 
3.60(1.12)
N = 35 
3.50(.89) 




N = 42 
3.54(1.17)
N = 26 .03 
3.43(1.12)
N = 35 
3.04(1.00) 




N = 42 
3.15(1.05)
N = 26 1.38 
3.20(1.16)
N = 35 
2.92(1.14) 




N = 42 
3.38(.90) 
N = 26 .12 
2.97(1.25)
N = 35 
2.92(1.06) 




N = 41 
15.24(3.05)
N = 25 .82 
16.06(4.45)
N = 34 
15.39(4.13) 





N = 42 
2.62(1.24)
N = 26 .40 
2.88(1.30)
N = 35 
2.88(1.33) 




N = 42 
2.28(.89) 
N = 25 1.04 
2.26(1.22)
N = 35 
2.35(1.34) 




N = 43 
3.08(1.16)
N = 26 .67 
3.51(1.27)
N = 35 
3.17(1.27) 




N = 42 
3.54(1.07)
N = 26 .58 
3.46(1.09)
N = 35 
2.92(1.02) 




N = 43 
3.88(1.07)
N = 26 .35 
3.91(1.10)
N = 35 
3.92(.83) 
N = 24 .01 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
4.2.2.2.4. 自宅の蔵書量 
自宅の蔵書量について、施設環境による比較を行うために t 検定を行った（表 4-15 参照）。
その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-15 自宅の蔵書量（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 43 
5.26(1.32)
N = 27 1.84✝ 
4.36(1.46)
N = 39 
4.83(1.15) 




N = 43 
4.19(1.67)
N = 27 1.17 
4.73(1.96)
N = 40 
4.00(1.82) 
N = 24 1.47 






比較を行うために t 検定を行った（表 4-16 参照）。その結果、2 回目調査において B の施
設より A の施設のほうが図書館などへ連れて行く頻度（合計）(t (62) = 2.23, p <.05)、図書
館へ連れて行く頻度(t (60.75) = 3.00, p <.01)が高いことが示された。 
 
表 4-16 図書館などへ連れて行く頻度（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 43 
4.70(1.14)
N = 27 1.76✝ 
5.38(1.60)
N = 40 
4.58(.88) 
N = 24 2.23* 
図書館 
1.95(.90) 
N = 43 
1.56(.70) 
N = 27 1.96✝ 
2.03(1.00)
N = 40 
1.46(.51) 
N = 24 3.00** 
本屋 
2.14(.60) 
N = 43 
1.96(.65) 
N = 27 1.16 
2.18(.75) 
N = 40 
2.04(.55) 
N = 24 .82 
本のイベント 
1.12(.32) 
N = 43 
1.19(.40) 
N = 27 .79 
1.18(.45) 
N = 40 
1.08(.28) 
N = 24 .90 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 





直近 1 ヵ月の親子の交流の頻度について、施設環境による比較を行うために t 検定を行っ
た（表 4-17 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-17 親子の交流の頻度（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 43 
22.83(2.46)
N = 24 .03 
23.61(3.65)
N = 38 
22.65(4.14) 
N = 23 .94 
旅行や遊び 
3.00(.90) 
N = 43 
2.71(.86) 
N = 24 1.26 
2.95(.86) 
N = 39 
2.63(.77) 
N = 24 1.51 
夕飯 
3.51(.70) 
N = 43 
3.42(.72) 
N = 24 .53 
3.59(.60) 
N = 39 
3.29(.81) 
N = 24 1.57 
映画 
1.21(.56) 
N = 43 
1.38(.92) 
N = 24 .92 
1.49(.82) 
N = 39 
1.35(.57) 
N = 23 .72 
話 
3.44(.55) 
N = 43 
3.46(.59) 
N = 24 .12 
3.56(.50) 
N = 39 
3.46(.51) 
N = 24 .81 
買い物 
3.21(.74) 
N = 43 
3.29(.62) 
N = 24 .46 
3.49(.72) 
N = 39 
3.13(.68) 
N = 24 1.98✝ 
スポーツ観戦 
1.16(.53) 
N = 43 
1.33(.70) 
N = 24 1.04 
1.24(.68) 
N = 38 
1.42(.88) 
N = 24 .91 
ゲームや歌 
2.93(.88) 
N = 43 
3.04(.81) 
N = 24 .51 
2.90(1.02)
N = 39 
2.92(.93) 
N = 24 .08 
スポーツ 
2.35(1.07) 
N = 43 
2.13(.54) 
N = 24 1.14 
2.34(.97) 
N = 38 
2.29(1.00) 
N = 24 .20 
料理 
2.05(.87) 
N = 43 
2.08(.58) 
N = 24 .19 
2.08(.81) 
N = 39 
2.04(.91) 
N = 24 .16 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 





4.2.3. 面接調査 1 結果 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、施設環境による比較
を行うために t 検定を行った（表 4-18 参照）。その結果、1 回目調査において A の施設よ
り B の施設のほうが絵と文字の結合の得点が高いことが示された(t (66) = 2.07, p <.05)。 
 
表 4-18 読書のレディネス得点（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 42 
10.04(3.89)
N = 26 .33 
13.47(4.18)
N = 43 
14.04(3.44) 
N = 27 .60 
読字 
4.45(1.66) 
N = 42 
4.85(1.54)
N = 26 .98 
5.07(1.18)
N = 43 
5.44(.80) 




N = 42 
2.08(1.23)
N = 26 2.07* 
2.19(1.03)
N = 43 
2.48(.94) 
N = 27 1.21 
お話の構成 
2.45(2.21) 
N = 42 
1.81(2.02)
N = 26 1.21 
3.70(2.51)
N = 43 
3.74(2.26) 
N = 27 .07 
物語理解 
1.40(.91) 
N = 42 
1.31(.84) 
N = 26 .44 
2.51(.70) 
N = 43 
2.37(.74) 
N = 27 .08 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
4.2.4. 面接調査 2 結果 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、施設環境による比較を
行うために t 検定を行った（表 4-19 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられ
なかった。 
 
表 4-19 想像力得点（施設環境による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
イメージ量 
2.44(2.44) 
N = 34 
2.63(5.69)
N = 24 .17 
4.43(5.28)
N = 40 
4.00(3.35) 
N = 25 .36 
エピソード数 
1.38(1.54) 
N = 34 
1.17(2.58)
N = 24 .40 
1.98(1.82)
N = 40 
2.28(1.82) 
N = 25 .66 
創造物数 
.32(.81) 
N = 34 
.50(1.84) 
N = 24 .50 
1.03(1.75)
N = 40 
.72(.89) 





























保護者の読書好意度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .34, β = -.23, p 
< .05）、保護者の読書量が多いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .43, β = -.40, p 
< .01）が示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と読書のレディネス 
知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いほど物語理解が高まること（R 2 = .14, β = .31, 
p < .05）、わらべうた・詩の絵本の読み聞かせ頻度が高いほどお話の構成が低くなること（R 




「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .12,
β = -.30, p < .05）、「子どもが一人で本を見たり、自分で読んだりした時には褒めるように
した」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .12, β = -.27, p < .05）が
示された。 
(4)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館へ連れて行く頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .34, β = .26, p < .05）、読書のレ
ディネス（合計）（R 2 = .53, β = .31, p < .01）が高まること、図書館・本屋・本のイベン
トへ連れて行く頻度（合計）が高いほど読書のレディネス（合計）が高まること（R 2 = .51, 
β = .26, p < .01）が示された。 
(5) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 







図書館へ連れて行く頻度が高いほど、読字（R 2 = .40, β = .29, p < .01）、絵と文字の結
合（R 2 = .34,β = .22, p < .05）が高まることが示された。 
(2) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
一緒に買い物に行く頻度が高いほど読書のレディネス（合計）（R 2 = .46, β = -.26, p 


























その結果、読字において、大人を対象とした本の蔵書量と施設環境の交互作用項（R 2 = .36, 
Β= -.26, p < .05）が有意であった。下位検定を行った結果、施設 A では、家庭での大人を
対象とした本の蔵書量が多いほど読字の得点が高くなり、施設 B では、家庭での大人を対
象とした本の蔵書量が多いほど読字の得点が低くなることが示された。 
物語理解においては、絵本の読み聞かせ頻度（合計）と施設環境の交互作用項（R 2 = .13, 





また、物語理解において、絵本の読み聞かせ冊数（合計）と施設環境の交互作用項（R 2 = .12, 


































































面接調査 1・3 回目面接調査 1 の 3 つ全ての回答が得られた幼児、および、2 回目質問紙調
査・2 回目面接調査 2・3 回目面接調査 2 の 3 つ全ての回答が得られた幼児を分析対象とし
た。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分
析から除いた（2 回目調査 7 名、3 回目調査 4 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 88 名（男児 57 名、女児 31 名、2 回目調査時の平均月





（表 4-20 参照）。その結果、3 回目調査において B の施設より A の施設のほうが保護者の
読書好意度が高いことが示された(t (61.82) = 2.40, p <.01)。 
 
表 4-20 保護者の読書好意度・読書量（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
読書好意度 
4.18(.82) 
N = 44 
3.77(1.14)
N = 44 1.94✝ 
4.07(.84) 
N = 42 
3.47(1.31) 
N = 38 2.40** 
読書量 
1.98(.70) 
N = 44 
1.86(.67) 
N = 44 .78 
1.93(.78) 
N = 42 
1.71(.57) 
N = 38 1.42 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 




直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせ頻度と冊数について、施設環境による比較を行うために t
検定を行った（表 4-21 参照）。その結果、2 回目調査において A の施設より B の施設のほ
うが読み聞かせ頻度が高いことが示された(t (85) = 2.19, p <.05)。 
 
表 4-21 絵本の読み聞かせ量（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 43 
2.70(.77) 
N = 44 2.19* 
2.24(.76) 
N = 42 
2.26(.80) 




N = 43 
3.98(1.85)
N = 44 1.74✝ 
3.67(1.95)
N = 42 
3.32(2.07) 
N = 38 .78 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 





ために t 検定を行った（表 4-22、表 4-23 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみ
られなかった。 
 
表 4-22 絵本の種類別読み聞かせ頻度（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
9.64(2.11)
N = 39 .88 
8.74(1.97)
N = 39 
8.89(2.31) 
N = 35 .29 
創作絵本 
2.16(.89) 
N = 44 
2.16(.81) 
N = 44 .00 
1.88(.56) 
N = 40 
1.95(.85) 
N = 37 .44 
昔話絵本 
1.49(.63) 
N = 43 
1.72(.63) 
N = 43 1.71✝ 
1.73(.72) 
N = 40 
1.61(.64) 
N = 38 .78 
ことばの絵本 
1.33(.52) 
N = 43 
1.45(.66) 
N = 44 1.01 
1.20(.46) 
N = 41 
1.33(.59) 




N = 44 
1.58(.73) 
N = 43 .21 
1.56(.74) 
N = 41 
1.55(.76) 




N = 44 
1.19(.39) 
N = 43 .94 
1.07(.26) 
N = 41 
1.13(.41) 
N = 38 .75 
その他の絵本 
1.48(.70) 
N = 44 
1.44(.63) 
N = 41 .26 
1.39(.59) 
N = 41 
1.37(.59) 
N = 38 .17 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 4-23 絵本の種類別読み聞かせ頻度（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 40 
11.08(4.02)
N = 36 .78 
10.05(3.55)
N = 38 
10.50(5.34) 
N = 36 .43 
創作絵本 
2.98(2.05) 
N = 42 
3.00(1.89)
N = 42 .06 
2.63(1.48)
N = 41 
2.58(1.80) 
N = 38 .15 
昔話絵本 
1.65(1.07) 
N = 43 
2.12(1.22)
N = 43 1.88✝ 
1.95(1.10)
N = 39 
1.95(1.39) 
N = 38 .01 
ことばの絵本 
1.37(.73) 
N = 43 
1.67(1.19)
N = 43 1.42 
1.24(.62) 
N = 41 
1.56(1.40) 




N = 43 
1.82(.97) 
N = 44 .12 
1.50(.72) 
N = 40 
1.71(1.09) 




N = 44 
1.19(.45) 
N = 43 1.17 
1.12(.51) 
N = 41 
1.26(1.16) 
N = 38 .71 
その他の絵本 
1.55(.82) 
N = 44 
1.60(.98) 
N = 40 .28 
1.63(1.41)
N = 41 
1.39(.68) 
N = 38 .95 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 






直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせ頻度について、施設環境による比較を行うために t 検定を
行った（表 4-24 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-24 絵本の読み聞かせ方（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
会話型(合計) 
13.36(3.31) 
N = 39 
12.86(3.21)
N = 42 .69 
13.26(3.54)
N = 39 
13.03(3.84) 




N = 39 
3.45(.86) 
N = 42 .75 
3.41(1.07)
N = 39 
3.39(1.18) 




N = 39 
3.31(.98) 
N = 42 .75 
3.36(1.16)
N = 39 
3.22(1.15) 




N = 39 
3.12(1.09)
N = 42 .34 
3.10(1.02)
N = 39 
3.06(1.22) 




N = 39 
2.98(1.09)
N = 42 .28 
3.38(1.14)
N = 39 
3.36(1.07) 




N = 38 
16.28(4.13)
N = 40 .14 
15.97(3.43)
N = 39 
15.83(4.43) 





N = 39 
2.90(1.27)
N = 42 .04 
2.79(1.15)
N = 39 
3.06(1.26) 




N = 39 
2.60(1.26)
N = 40 1.30 
2.56(1.14)
N = 39 
2.47(1.21) 




N = 39 
3.31(1.20)
N = 42 .91 
3.18(1.12)
N = 39 
3.11(1.33) 




N = 39 
3.19(1.07)
N = 42 .99 
3.36(.96) 
N = 39 
3.11(1.21) 




N = 39 
4.12(.77) 
N = 42 .71 
4.08(.84) 
N = 39 
4.08(1.00) 





自宅の蔵書量について、施設環境による比較を行うために t 検定を行った（表 4-25 参照）。
その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-25 自宅の蔵書量（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 43 
4.74(1.33)
N = 43 .64 
4.76(1.38)
N = 42 
4.74(1.47) 




N = 44 
4.27(1.96)
N = 44 1.00 
4.78(2.04)
N = 41 
4.29(1.97) 
N = 38 1.09 






比較を行うために t 検定を行った（表 4-26 参照）。 
その結果、2 回目調査において B の施設より A の施設のほうが図書館などへ連れて行く
頻度（合計）が高いことが示された(t (86) = 2.24, p <.05)。3 回目調査では、B の施設より
A の施設のほうが図書館などへ連れて行く頻度（合計）(t (78) = 2.36, p <.05)、図書館へ連
れて行く頻度(t (78) = 3.24, p <.01)が高いことが示された。 
 
表 4-26 図書館などへ連れて行く頻度（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 44 
4.61(1.22)
N = 44 2.24* 
5.19(1.23)
N = 42 
4.55(1.18) 
N = 38 2.36* 
図書館 
1.91(.96) 
N = 44 
1.59(.69) 
N = 44 1.78 
2.00(.83) 
N = 42 
1.45(.69) 
N = 38 3.24** 
本屋 
2.20(.70) 
N = 44 
1.93(.63) 
N = 44 1.93✝ 
2.14(.65) 
N = 42 
2.00(.66) 
N = 38 .98 
本のイベント 
1.16(.43) 
N = 44 
1.09(.29) 
N = 44 .87 
1.05(.22) 
N = 42 
1.11(.31) 
N = 38 .97 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 





直近 1 ヵ月の親子の交流の頻度について、施設環境による比較を行うために t 検定を行っ
た（表 4-27 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-27 親子の交流の頻度（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
23.19(4.80)
N = 43 .47 
24.12(4.13)
N = 42 
24.51(4.07) 
N = 37 .43 
旅行や遊び 
2.88(.85) 
N = 43 
2.73(.87) 
N = 44 .85 
3.07(.84) 
N = 42 
3.21(.81) 
N = 38 .75 
夕飯 
3.60(.58) 
N = 43 
3.32(.77) 
N = 44 1.95✝ 
3.71(.46) 
N = 42 
3.47(.76) 
N = 38 1.69✝ 
映画 
1.47(.80) 
N = 43 
1.60(.79) 
N = 43 .82 
1.50(.97) 
N = 42 
1.68(.99) 
N = 38 .84 
話 
3.60(.50) 
N = 43 
3.43(.55) 
N = 44 1.55 
3.62(.54) 
N = 42 
3.45(.65) 
N = 38 1.30 
買い物 
3.51(.70) 
N = 43 
3.27(.69) 
N = 44 1.60 
3.45(.71) 
N = 42 
3.45(.80) 
N = 38 .03 
スポーツ観戦 
1.19(.63) 
N = 42 
1.45(.98) 
N = 44 1.50 
1.14(.52) 
N = 42 
1.26(.76) 
N = 38 .83 
ゲームや歌 
2.91(1.00) 
N = 43 
2.89(.99) 
N = 44 .10 
3.19(.80) 
N = 42 
3.05(.85) 
N = 38 .73 
スポーツ 
2.36(.96) 
N = 42 
2.36(1.10)
N = 44 .03 
2.24(1.06)
N = 42 
2.68(.93) 
N = 38 2.00✝ 
料理 
2.12(.88) 
N = 43 
2.05(.86) 
N = 44 .38 
2.19(.92) 
N = 42 
2.13(.88) 
N = 38 .29 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 





4.3.3. 面接調査 1 結果 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、施設環境による比較
を行うために t 検定を行った（表 4-28 参照）。 
その結果、2 回目調査において A の施設より B の施設のほうが絵と文字の結合の得点が
高いことが示された(t (80.24) = 2.01, p <.05)。 
 
表 4-28 読書のレディネス得点（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 44 
14.36(3.29)
N = 44 1.14 
14.89(2.74)
N = 44 
15.36(2.74) 
N = 44 .82 
読字 
5.02(1.15) 
N = 44 
5.25(1.10)
N = 44 .95 
5.80(.46) 
N = 44 
5.84(.43) 




N = 44 
2.57(.82) 
N = 44 2.01* 
2.77(.57) 
N = 44 
2.89(.39) 
N = 44 1.10 
お話の構成 
3.84(2.38) 
N = 44 
4.23(2.09)
N = 44 .81 
3.77(2.13)
N = 44 
4.18(2.16) 
N = 44 .90 
物語理解 
2.43(.82) 
N = 44 
2.32(.77) 
N = 44 .67 
2.55(.70) 
N = 44 
2.45(.66) 
N = 44 .63 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
4.3.4. 面接調査 2 結果 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、施設環境による比較を
行うために t 検定を行った（表 4-29 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられ
なかった。 
 
表 4-29 想像力得点（施設環境による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
イメージ量 
4.07(4.03) 
N = 41 
3.95(2.98)
N = 40 .16 
3.95(3.63)
N = 42 
5.32(8.13) 
N = 41 .99 
エピソード数 
2.05(1.86) 
N = 41 
2.20(1.59)
N = 40 .39 
2.48(2.08)
N = 42 
2.83(2.81) 
N = 41 .65 
創造物数 
1.02(1.54) 
N = 41 
.65(.83) 
N = 40 1.37 
.12(.33) 
N = 42 
.44(2.06) 






























高くなること（R 2 = .40, β = .20, p < .05）が示された。 
(2) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
親子の交流の頻度（合計）が高いほど物語理解が低くなること（R 2 = .30, β = -.24, p 
< .05）、一緒に旅行や遊びに行く頻度が高いほどお話の構成が高くなること（R 2 = .39, β 
= .21, p < .05）、話をする頻度が高いほどお話の構成が高くなり（R 2 = .38, β = .19, p 
< .05）、物語理解が低くなること（R 2 = .29, β = -.22, p < .05）、一緒にゲームをしたり、
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= .26, β = -.22, p < .05）、「子どもと絵本を通して会話をしながら読むようにした」読み聞
かせ方であるほど物語理解（R 2 = .24, β = .22, p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 
= .51, β = .18, p < .05）を高めること、「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほ
ど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .25, β = -.22, p < .05）、「子どもが自分で読んだ
時には読み方を教えてあげた」読み聞かせ方であるほど絵と文字の結合が低くなること（R 
2 = .25, β = -.21, p < .05）、「子どもが一人で本を見たり、自分で読んだりした時には褒め
るようにした」読み聞かせ方であるほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .26, β = 
-.23, p < .05）が示された。 
(2) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
一緒に買い物に行く頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .19, β = -.21, 
p < .05）、一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりする頻度が高いほど絵と文字の結合（R 2 





















その結果、物語理解において、保護者の読書好意度と施設環境の交互作用項（R 2 = .25, Β














作用項（R 2 = .27, Β= -.10, p < .05）が有意であった。下位検定を行った結果、施設 B よ
り施設 A のほうが、大人を対象とした本の蔵書量が多いほど絵と文字の結合の得点が高く
なることが示された。 
また、物語理解において、絵本の読み聞かせ冊数（合計）と施設環境の交互作用項（R 2 = .29, 





























昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .19, β = .27, 
p < .05）、ことばの絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .20, 
β = .30, p < .01）が示された。 
(2)図書館・本屋・本に関するイベントへ連れて行く頻度と想像力 









昔話絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .18, β = .25, 
p < .05）が示された。 
(2)図書館・本屋・本に関するイベントへ連れて行く頻度と想像力 


































面接調査 1・3 回目面接調査 1 の 3 つ全ての回答が得られた幼児、および、1 回目質問紙調
査・1 回目面接調査 2・3 回目面接調査 2 の 3 つ全ての回答が得られた幼児を分析対象とし
た。なお、面接調査 2 において、調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分
析から除いた（1 回目調査 12 名、3 回目調査 4 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 70 名（男児 45 名、女児 25 名、1 回目調査時の平均月





（表 4-30 参照）。その結果、1 回目調査において B の施設より A の施設のほうが保護者の
読書量が多いことが示された(t (68) = 2.46, p <.01)。 
 
表 4-30 保護者の読書好意度・読書量（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
読書好意度 
4.02(1.02) 
N = 42 
3.64(1.34)
N = 28 1.28 
3.95(.93) 
N = 40 
3.35(1.47) 
N = 26 1.87✝ 
読書量 
2.12(.83) 
N = 42 
1.64(.73) 
N = 28 2.46* 
1.88(.79) 
N = 40 
1.54(.51) 
N = 26 1.93✝ 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 




直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせ頻度と冊数について、施設環境による比較を行うために t
検定を行った（表 4-31 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-31 絵本の読み聞かせ量（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
2.86(.93) 
N = 28 1.40 
2.25(.84) 
N = 40 
2.27(.83) 




N = 42 
3.96(1.68)
N = 28 1.97✝ 
3.60(2.06)
N = 40 
3.08(2.12) 
N = 26 1.00 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 





ために t 検定を行った（表 4-32、表 4-33 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみ
られなかった。 
 
表 4-32 絵本の種類別読み聞かせ頻度（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 41 
10.23(2.63)
N = 26 .91 
8.71(2.08)
N = 38 
8.63(2.45) 
N = 24 .15 
創作絵本 
2.24(.82) 
N = 42 
2.37(.93) 
N = 27 .62 
1.87(.70) 
N = 39 
1.88(.83) 
N = 25 .04 
昔話絵本 
1.71(.60) 
N = 41 
1.89(.80) 
N = 27 1.01 
1.68(.70) 
N = 38 
1.54(.65) 
N = 26 .84 
ことばの絵本 
1.45(.59) 
N = 42 
1.41(.69) 
N = 27 .29 
1.10(.31) 
N = 39 
1.28(.61) 




N = 42 
1.69(.79) 
N = 26 .52 
1.56(.85) 
N = 39 
1.58(.86) 




N = 42 
1.22(.42) 
N = 27 1.28 
1.08(.27) 
N = 39 
1.08(.39) 
N = 26 .00 
その他の絵本 
1.62(.70) 
N = 42 
1.62(.70) 
N = 26 .02 
1.49(.72) 
N = 39 
1.42(.64) 
N = 26 .37 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差   
 
表 4-33 絵本の種類別読み聞か冊数（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 41 
11.96(4.70)
N = 25 1.81✝ 
10.22(3.99)
N = 36 
10.48(6.19) 
N = 25 .20 
創作絵本 
2.66(1.71) 
N = 41 
2.96(1.45)
N = 27 .76 
2.69(1.69)
N = 39 
2.69(2.02) 
N = 26 .00 
昔話絵本 
1.74(.73) 
N = 42 
2.19(1.39)
N = 27 1.54 
1.95(1.05)
N = 37 
1.85(1.52) 
N = 26 .31 
ことばの絵本 
1.45(.63) 
N = 42 
1.56(1.25)
N = 27 .45 
1.10(.31) 
N = 39 
1.52(1.50) 




N = 42 
1.92(1.32)
N = 26 1.20 
1.63(1.28)
N = 38 
1.69(1.16) 




N = 42 
1.23(.59) 
N = 26 1.31 
1.13(.52) 
N = 39 
1.27(1.37) 
N = 26 .58 
その他の絵本 
1.64(.79) 
N = 42 
1.85(1.32)
N = 26 .80 
1.74(1.48)
N = 39 
1.46(.76) 
N = 26 .89 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 






直近 1 ヵ月の絵本の読み聞かせ頻度について、施設環境による比較を行うために t 検定を
行った（表 4-34 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-34 絵本の読み聞かせ方（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
会話型(合計) 
14.39(2.88) 
N = 41 
13.78(3.53)
N = 27 .78 
13.08(3.89)
N = 36 
12.24(3.72) 




N = 41 
3.70(1.10)
N = 27 .32 
3.36(1.10)
N = 36 
3.24(1.27) 




N = 41 
3.59(1.12)
N = 27 .03 
3.25(1.25)
N = 36 
3.04(1.31) 




N = 41 
3.19(1.04)
N = 27 1.45 
3.06(1.07)
N = 36 
2.80(1.23) 




N = 41 
3.30(.95) 
N = 27 .72 
3.42(1.25)
N = 36 
3.16(1.14) 




N = 40 
15.42(3.13)
N = 26 1.12 
15.94(3.46)
N = 36 
14.40(4.90) 





N = 41 
2.78(1.25)
N = 27 .33 
2.89(1.19)
N = 36 
2.64(1.41) 




N = 41 
2.27(.87) 
N = 26 1.62 
2.58(1.13)
N = 36 
2.12(1.27) 




N = 42 
3.07(1.14)
N = 27 1.02 
3.08(1.05)
N = 36 
3.04(1.46) 




N = 41 
3.59(1.08)
N = 27 .74 
3.28(1.06)
N = 36 
2.88(1.30) 




N = 42 
3.85(1.03)
N = 27 .77 
4.11(.82) 
N = 36 
3.72(1.34) 








自宅の蔵書量について、施設環境による比較を行うために t 検定を行った（表 4-35 参照）。
その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-35 自宅の蔵書量（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
5.29(1.30)
N = 28 1.84✝ 
4.80(1.47)
N = 40 
5.23(1.21) 




N = 42 
4.21(1.75)
N = 28 .82 
4.59(2.15)
N = 39 
4.54(1.90) 
N = 26 .10 




比較を行うために t 検定を行った（表 4-36 参照）。 
その結果、2 回目調査において B の施設より A の施設のほうが図書館へ連れて行く頻度
が高いことが示された(t (68) = 2.05, p <.05)。3 回目調査では、B の施設より A の施設のほ
うが図書館などへ連れて行く頻度（合計）(t (64) = 2.38, p <.05)、図書館へ連れて行く頻度
(t (64) = 2.78, p <.01)が高いことが示された。 
 
表 4-36 図書館などへ連れて行く頻度（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 42 
4.64(1.22)
N = 28 1.75 
5.08(1.29)
N = 40 
4.38(.90) 
N = 26 2.38* 
図書館 
1.90(.88) 
N = 42 
1.50(.69) 
N = 28 2.05* 
1.95(.85) 
N = 40 
1.42(.58) 
N = 26 2.78** 
本屋 
2.14(.61) 
N = 42 
1.96(.79) 
N = 28 1.07 
2.10(.67) 
N = 40 
1.88(.52) 
N = 26 1.39 
本のイベント 
1.12(.33) 
N = 42 
1.18(.39) 
N = 28 .69 
1.03(.16) 
N = 40 
1.08(.27) 
N = 26 .98 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 





直近 1 ヵ月の親子の交流の頻度について、施設環境による比較を行うために t 検定を行っ
た（表 4-37 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 4-37 親子の交流の頻度（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
23.24(2.49)
N = 25 .15 
23.88(4.08)
N = 40 
23.69(3.37) 
N = 26 .19 
旅行や遊び 
3.07(.89) 
N = 42 
2.88(.83) 
N = 25 .87 
3.03(.83) 
N = 40 
3.23(.82) 
N = 26 .99 
夕飯 
3.60(.63) 
N = 42 
3.52(.71) 
N = 25 .45 
3.70(.46) 
N = 40 
3.54(.71) 
N = 26 1.03 
映画 
1.21(.57) 
N = 42 
1.36(.91) 
N = 25 .81 
1.48(.96) 
N = 40 
1.46(.86) 
N = 26 .06 
話 
3.48(.55) 
N = 42 
3.56(.58) 
N = 25 .59 
3.65(.53) 
N = 40 
3.38(.70) 
N = 26 1.65 
買い物 
3.24(.73) 
N = 42 
3.28(.68) 
N = 25 .23 
3.38(.77) 
N = 40 
3.38(.75) 
N = 26 .05 
スポーツ観戦 
1.14(.52) 
N = 42 
1.24(.60) 
N = 25 .70 
1.15(.53) 
N = 40 
1.08(.39) 
N = 26 .60 
ゲームや歌 
3.00(.88) 
N = 42 
3.20(.82) 
N = 25 .92 
3.15(.83) 
N = 40 
3.08(.85) 
N = 26 .35 
スポーツ 
2.33(1.07) 
N = 42 
2.16(.55) 
N = 25 .87 
2.18(.98) 
N = 40 
2.58(.86) 
N = 26 1.70 
料理 
2.05(.88) 
N = 42 
2.04(.54) 
N = 25 .04 
2.18(.90) 
N = 40 
1.96(.92) 







4.4.3. 面接調査 1 結果 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、施設環境による比較
を行うために t 検定を行った（表 4-38 参照）。その結果、1 回目調査において A の施設よ
り B の施設のほうが絵と文字の結合の得点が高いことが示された(t (67) = 2.13, p <.05)。 
 
表 4-38 読書のレディネス得点（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 42 
10.63(4.13)
N = 27 .79 
15.12(2.67)
N = 42 
15.32(2.61) 
N = 28 .31 
読字 
4.60(1.52) 
N = 42 
4.96(1.53)
N = 27 .98 
5.76(.48) 
N = 42 
5.86(.45) 




N = 42 
2.04(1.22)
N = 27 2.13* 
2.76(.58) 
N = 42 
2.89(.42) 
N = 28 1.10 
お話の構成 
2.48(2.22) 
N = 42 
2.26(2.19)
N = 27 .40 
4.00(2.01)
N = 42 
4.07(2.11) 
N = 28 .14 
物語理解 
1.43(.91) 
N = 42 
1.37(.79) 
N = 27 .27 
2.60(.67) 
N = 42 
2.50(.64) 
N = 28 .60 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
4.4.4. 面接調査 2 結果 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、施設環境による比較を
行うために t 検定を行った（表 4-39 参照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられ
なかった。 
 
表 4-39 想像力得点（施設環境による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 A B t 値 A B t 値 
イメージ量 
2.45(2.43) 
N = 33 
2.68(5.63)
N = 25 .21 
3.98(3.77)
N = 40 
5.04(3.90) 
N = 26 1.11 
エピソード数 
1.42(1.54) 
N = 33 
1.20(2.57)
N = 25 .41 
2.43(2.06)
N = 40 
3.31(2.70) 
N = 26 1.50 
創造物数 
.33(.82) 
N = 33 
.52(1.81) 
N = 25 .53 
.13(.34) 
N = 40 
.23(.59) 






























が低くなること（R 2 = .16, β = -.26, p < .05）、「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方で
あるほど物語理解が低くなること（R 2 = .15, β = -.32, p < .05）が示された。 
(2)自宅の蔵書量と読書のレディネス 
子どもを対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高まること（R 2 = .21, β = .41, p 
< .01）、大人を対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高まること（R 2 = .18, β = .36, 




図書館へ連れて行く頻度が高いほど物語理解（R 2 = .14, β = .31, p < .05）、読書のレデ
ィネス（合計）（R 2 = .51, β = .24, p < .05）が高まること、本屋へ連れて行く頻度が高い
ほど読書のレディネス（合計）が高まること（R 2 = .49, β = .19, p < .05）、図書館・本屋・
本のイベントへ連れて行く頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .14, β = .30, p < .05）、
読書のレディネス（合計）（R 2 = .55, β = .30, p < .01）が高まることが示された。 
(4) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
一緒に映画を見に行く頻度が高いほど読字（R 2 = .22, β = -.31, p < .05）、物語理解（R 






「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほどお話の構成が高まること（R 2 = .31,
β =.25, p < .05）、「子どもが一人で本を見たり、自分で読んだりした時には褒めるように
した」読み聞かせ方であるほど読字が低くなること（R 2 = .17, β = -.26, p < .05）、「子ど
もが読めるところは読ませながら読んだ」読み聞かせ方であるほどお話の構成が高まるこ
と（R 2 = .31, β =.22, p < .05）、「子どもが自分でよんだときには読み方を教えてあげた」
読み聞かせ方であるほどお話の構成が高まること（R 2 = .32, β = .23, p < .05）が示され
た。 
(2)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館へ連れて行く頻度が高いほどお話の構成が高まること（R 2 = .33, β = .23, p 
< .05）、図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度（合計）が高いほどお話の構成が高
まること（R 2 = .33, β = .23, p < .05）が示された。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 



























用項（R 2 = .26, Β= -.14, p < .05）が有意であった。下位検定を行った結果、施設 A では、
大人を対象とした本の蔵書量が多いほど絵と文字の結合の得点が高くなり、施設 B では、
大人を対象とした本の蔵書量が多いほど絵と文字の結合の得点が低くなることが示された。 
お話の構成においては、読み聞かせ頻度（合計）と施設環境の交互作用項（R 2 = .30, Β





また、お話の構成において、会話型読み聞かせ（合計）と施設環境の交互作用項（R 2 = .32, 
Β= -.29, p < .05）が有意であった。下位検定を行った結果、施設 A では、会話型読み聞か
せ方（合計）であるほどお話の構成の得点が高くなり、施設 B では、会話型読み聞かせ方
（合計）であるほどお話の構成の得点が低くなることが示された。 
物語理解においては、親子の交流の頻度（合計）と施設環境の交互作用項（R 2 = .16, Β
































































1 回目調査と 3 回目調査の 1 年間の分析、1 回目調査と 2 回目調査の半年間の分析、2 回目
調査と 3 回目調査の半年間の分析の 3 つの分析の結果をまとめた（表 4-40 参照）。 








また、半年間の影響の分析においては、1 回目調査と 2 回目調査、2 回目調査と 3 回目調
査の 2 つの分析を通じて安定した結果は見られなかった。半年間の影響の個別分析では、1
回目調査と 2 回目調査の半年間の分析においては、施設 A の群では、絵本の読み聞かせ冊
数（合計）が多いほど物語理解が低くなること、施設 B の群では、絵本の読み聞かせ冊数








表 4-40 家庭環境と読書のレディネスの影響関係への保育・教育施設環境による調整効果 






施設 Aの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 ＋  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
＋   
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 － ＋ 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  ＋ 
保護者の読書好意度 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
＋  ＋ 
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
＋   
施設 Bの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 ＋  
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 ＋ － 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  － 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
－   
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
－   
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
－   
親子の交流の頻度（合計） 
→物語理解 








られた幼児を分析対象とした。したがって、本分析の分析対象は 157 名（男児 99 名、女児










習字を始めた時期は、「2 回目調査と 3 回目調査の間」と回答した人が最も多かった（5 名
















































質問紙調査、1 回目面接調査 1、2 回目面接調査 1、3 回目質問紙調査の 4 つ全ての回答が
得られた幼児、および、1 回目質問紙調査、1 回目面接調査 2、2 回目面接調査 2、3 回目質
問紙調査の 4 つ全ての回答が得られた幼児を分析対象とした。なお、面接調査 2 において、
調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分析から除いた（1 回目調査 9 名、2
回目調査 5 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 64 名（男児 41 名、女児 23 名、1 回目調査時の平均月
































行うために t 検定を行った（表 5-1、表 5-2、表 5-3 参照）。 
その結果、1 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが保護者の読書
好意度が高く(t (59.00) = 7.59, p <.01)、読書量も多いこと(t (62) = 2.03, p <.05)が示された。 
2 回目調査においても、受験目的ではない塾の経験があるほうが保護者の読書好意度が高
いことが示された(t (53.00) = 7.85, p <.01)。 
 
表 5-1 保護者の読書好意度・読書量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
5.00(.00) 
N = 4 
3.87(1.16)
N = 60 7.59** 
5.00(.00) 
N = 7 
3.89(1.04) 
N = 54 7.85** 
読書量 
2.75(.50) 
N = 4 
1.92(.81) 
N = 60 2.03* 
2.29(.49) 
N = 7 
1.89(.69) 
N = 54 1.47 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-2 保護者の読書好意度・読書量（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
4.23(1.09) 
N = 13 
3.90(1.17)
N = 48 .93 
4.29(1.16)
N = 17 
4.00(.89) 
N = 41 1.04 
読書量 
1.85(.80) 
N = 13 
2.00(.85) 
N = 48 .59 
1.76(.56) 
N = 17 
2.00(.74) 





表 5-3 保護者の読書好意度・読書量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
4.60(.89) 
N = 5 
3.91(1.16)
N = 56 1.29 
4.60(.70) 
N = 10 
3.92(1.07) 
N = 48 1.93✝ 
読書量 
2.00(.00) 
N = 5 
1.98(.86) 
N = 56 .16 
2.20(.42) 
N = 10 
1.90(.72) 
N = 48 1.28 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 








による比較を行うために t 検定を行った（表 5-4、表 5-5、表 5-6 参照）。 
その結果、1 回目調査においては、受験目的でない塾の経験があるほうが読み聞かせ頻度
が高いことが示された(t (62) = 2.64, p <.05)。 
2 回目調査においては、受験目的でない塾の経験があるほうが読み聞かせ頻度が高く(t 
(58) = 3.06, p <.01)、読み聞かせ冊数が多いこと(t (58) = 2.31, p <.05)、市販の教材の経験
があるほうが読み聞かせ頻度が高いこと(t (20.79) = 3.00, p <.01)が示された。 
 
表 5-4 絵本の読み聞かせ量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 4 
2.65(.82) 
N = 60 2.64* 
3.43(.54) 
N = 7 
2.36(.90) 




N = 4 
3.41(1.68)
N = 59 1.24 
5.17(1.84)
N = 6 
3.43(1.74) 
N = 54 2.31* 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-5 絵本の読み聞かせ量（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 13 
2.73(.84) 
N = 48 .44 
2.44(.96) 
N = 16 
2.54(.93) 




N = 13 
3.40(1.69)
N = 48 1.10 
4.18(1.98)
N = 17 
3.43(1.77) 
N = 40 1.42 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差 
 
表 5-6 絵本の読み聞かせ量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 5 
2.73(.84) 
N = 56 .67 
3.10(.57) 
N = 10 
2.43(.93) 




N = 5 
3.49(1.64)
N = 55 .60 
4.67(1.66)
N = 9 
3.48(1.80) 
N = 48 1.84✝ 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 






による比較を行うために t 検定を行った（表 5-7、表 5-8、表 5-9 参照）。 
その結果、1 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが創作絵本の読
み聞かせ頻度が高いこと(t (61) = 2.08, p <.05)、通信教育の経験があるほうがその他の絵本
の読み聞かせ頻度が高いこと(t (58) = 2.26, p <.05)、市販の教材の経験があるほうが読み聞
かせ頻度（合計）(t (57) = 2.20, p <.05)、知識・科学絵本(t (58) = 2.29, p <.05)の読み聞か
せ頻度が高いことが示された。 
2 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが読み聞かせ頻度（合計）
(t (55) = 3.01, p <.01)、創作絵本(t (59) = 2.84, p <.01)、昔話絵本(t (57) = 2.96, p <.01)、知
識・科学絵本(t (59) = 3.01, p <.01)の読み聞かせ頻度が高いことが示された。また、市販の
教材の経験があるほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (52) = 2.79, p <.01)、知識・科学絵本(t 
(15.00) = 2.83, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いことが示された。 
 
表 5-7 絵本の種類別読み聞かせ頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 3 
10.03(2.35)
N = 59 .46 
11.57(1.90)
N = 7 
8.92(2.21) 
N = 50 3.01** 
創作絵本 
3.25(.50) 
N = 4 
2.37(.83) 
N = 59 2.08* 
3.00(1.00)
N = 7 
2.04(.82) 
N = 54 2.84** 
昔話絵本 
2.00(1.00) 
N = 3 
1.78(.70) 
N = 59 .53 
2.29(.95) 
N = 7 
1.54(.58) 
N = 52 2.96** 
ことばの絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.44(.65) 
N = 59 .57 
1.29(.49) 
N = 7 
1.34(.52) 




N = 4 
1.64(.76) 
N = 59 .27 
2.29(.76) 
N = 7 
1.50(.64) 




N = 4 
1.15(.41) 
N = 59 .74 
1.29(.49) 
N = 7 
1.13(.34) 
N = 54 1.09 
その他の絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.64(.71) 
N = 59 1.08 
1.43(.54) 
N = 7 
1.42(.69) 
N = 53 .05 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 





表 5-8 絵本の種類別読み聞かせ頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 13 
9.89(2.47)
N = 46 1.19 
9.00(1.97)
N = 16 
9.39(2.48) 
N = 38 .57 
創作絵本 
2.62(.96) 
N = 13 
2.40(.83) 
N = 47 .79 
2.06(.75) 
N = 17 
2.22(.96) 
N = 41 .68 
昔話絵本 
1.77(.83) 
N = 13 
1.80(.69) 
N = 46 .16 
1.53(.80) 
N = 17 
1.67(.62) 
N = 39 .70 
ことばの絵本 
1.62(.96) 
N = 13 
1.36(.53) 
N = 47 .92 
1.35(.49) 
N = 17 
1.33(.53) 




N = 13 
1.66(.82) 
N = 47 .13 
1.71(.59) 
N = 17 
1.56(.74) 




N = 13 
1.08(.28) 
N = 47 .59 
1.06(.24) 
N = 17 
1.17(.38) 
N = 41 1.34 
その他の絵本 
2.00(.91) 
N = 13 
1.51(.62) 
N = 47 2.26* 
1.38(.50) 
N = 16 
1.44(.74) 
N = 41 .32 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
表 5-9 絵本の種類別読み聞かせ頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 4 
9.91(2.14)
N = 55 2.20* 
11.10(2.38)
N = 10 
8.95(2.16) 
N = 44 2.79** 
創作絵本 
2.80(.84) 
N = 5 
2.44(.83) 
N = 55 .93 
2.60(.84) 
N = 10 
2.08(.90) 
N = 48 1.68✝ 
昔話絵本 
2.00(1.41) 
N = 4 
1.78(.66) 
N = 55 .31 
2.10(.99) 
N = 10 
1.57(.54) 
N = 46 1.65 
ことばの絵本 
1.60(.55) 
N = 5 
1.38(.62) 
N = 55 .76 
1.30(.48) 
N = 10 
1.32(.47) 




N = 5 
1.60(.74) 
N = 55 2.29* 
2.10(.57) 
N = 10 
1.52(.68) 




N = 5 
1.13(.39) 
N = 55 1.46 
1.30(.48) 
N = 10 
1.13(.33) 
N = 48 1.09 
その他の絵本 
1.80(.45) 
N = 5 
1.58(.71) 
N = 55 .67 
1.70(1.06)
N = 10 
1.38(.57) 
N = 47 .92 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 






による比較を行うために t 検定を行った（表 5-10、表 5-11、表 5-12 参照）。 
その結果、市販の教材の経験があるほうが知識・科学絵本の読み聞かせ冊数が多いこと
が示された(t (56) = 2.24, p <.05)。 
 
表 5-10 絵本の種類別読み聞かせ冊数（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 3 
10.83(3.57)
N = 58 .08 
11.67(3.67)
N = 6 
10.29(3.63) 
N = 48 .87 
創作絵本 
3.33(1.16) 
N = 3 
2.85(1.62)
N = 59 .51 
4.00(2.53)
N = 6 
2.88(1.88) 
N = 52 1.33 
昔話絵本 
2.50(1.29) 
N = 4 
1.85(1.03)
N = 59 1.21 
2.43(1.27)
N = 7 
1.75(1.03) 
N = 52 1.60 
ことばの絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.49(.95) 
N = 59 .50 
1.43(1.13)
N = 7 
1.49(.95) 




N = 4 
1.68(.97) 
N = 59 1.10 
2.43(1.51)
N = 7 
1.72(.98) 




N = 4 
1.12(.38) 
N = 58 .63 
1.14(.38) 
N = 7 
1.13(.34) 
N = 54 .10 
その他の絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.76(1.07)
N = 59 .94 
1.71(1.11)
N = 7 
1.48(.83) 
N = 52 .67 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 5-11 絵本の種類別読み聞かせ冊数（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 13 
10.47(3.55)
N = 45 1.19 
9.79(2.99)
N = 14 
10.62(3.81) 
N = 37 .74 
創作絵本 
2.85(1.41) 
N = 13 
2.89(1.70)
N = 46 .09 
3.13(1.78)
N = 16 
2.97(2.08) 
N = 39 .25 
昔話絵本 
2.00(1.29) 
N = 13 
1.85(1.00)
N = 47 .45 
1.65(1.06)
N = 17 
1.87(1.08) 
N = 39 .72 
ことばの絵本 
1.92(1.71) 
N = 13 
1.32(.52) 
N = 47 1.26 
1.65(1.06)
N = 17 
1.40(.93) 




N = 13 
1.74(1.09)
N = 47 .41 
2.00(1.00)
N = 17 
1.73(1.10) 




N = 13 
1.09(.29) 
N = 46 .11 
1.06(.24) 
N = 17 
1.15(.36) 
N = 41 .92 
その他の絵本 
2.31(1.65) 
N = 13 
1.55(.78) 
N = 47 1.60 
1.47(.83) 
N = 15 
1.51(.87) 
N = 41 .18 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0





表 5-12 絵本の種類別読み聞かせ冊数（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 4 
10.65(3.09)
N = 54 .75 
11.67(3.71)
N = 9 
10.24(3.62) 
N = 42 1.07 
創作絵本 
3.25(1.89) 
N = 4 
2.89(1.61)
N = 55 .43 
3.33(2.06)
N = 9 
2.96(1.99) 
N = 46 .52 
昔話絵本 
2.60(2.30) 
N = 5 
1.84(.90) 
N = 55 .74 
2.20(1.23)
N = 10 
1.80(1.05) 
N = 46 1.05 
ことばの絵本 
1.40(.55) 
N = 5 
1.45(.96) 
N = 55 .13 
1.50(.97) 
N = 10 
1.40(.74) 




N = 5 
1.58(.71) 
N = 55 1.85 
2.50(1.18)
N = 10 
1.69(1.01) 




N = 5 
1.13(.39) 
N = 54 .74 
1.20(.42) 
N = 10 
1.13(.33) 
N = 48 .62 
その他の絵本 
2.20(1.10) 
N = 5 
1.67(1.06)
N = 55 1.07 
1.90(1.29)
N = 10 
1.46(.75) 
N = 46 1.05 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、2 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 







較を行うために t 検定を行った（表 5-13、表 5-14、表 5-15 参照）。 
その結果、1 回目調査では、受験目的ではない塾の経験があるほうが「書かれている内容
がわかるように絵などに説明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方であること(t 
(57.00) = 3.78, p <.01)、通信教育の経験があるほうが「子どもが自分で読んだ時には読み
方を教えてあげた」読み聞かせ方であること(t (23.79) = 2.70, p <.05)が示された。 
また、2 回目調査では、通信教育の経験があるほうが「書かれている内容がわかるように
絵などに説明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方(t (52) = 2.03, p <.05)、「ひとり
読み促進型読み聞かせ（合計）」(t (50) = 2.16, p <.05)、「読んでいる間や読んだ後に書かれ
ている内容がわかるように、説明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方(t (52) = 2.80, 
p <.01)であること、市販の教材の経験があるほうが「子どもと絵本を通して会話をしなが
ら読むようにした」読み聞かせ方であること(t (52) = 2.47, p <.05)が示された。 
 
表 5-13 読み聞かせ方（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
14.75(2.22) 
N = 4 
13.69(3.43)
N = 58 .61 
12.00(2.16)
N = 7 
12.96(3.16) 




N = 4 
3.60(.97) 
N = 58 .80 
3.86(.69) 
N = 7 
3.52(1.07) 




N = 4 
3.45(1.11)
N = 58 3.78** 
2.71(1.50)
N = 7 
3.34(1.02) 




N = 4 
3.31(1.10)
N = 58 .33 
2.86(1.57)
N = 7 
3.10(1.11) 




N = 4 
3.33(.91) 
N = 58 .17 
2.57(1.40)
N = 7 
3.00(1.16) 




N = 3 
15.47(4.17)
N = 57 1.04 
13.67(3.72)
N = 6 
15.94(4.38) 





N = 3 
2.69(1.24)
N = 59 .42 
2.67(1.37)
N = 6 
2.88(1.32) 




N = 4 
2.44(1.10)
N = 57 .11 
1.57(.79) 
N = 7 
2.33(1.27) 




N = 4 
3.14(1.21)
N = 59 .18 
3.14(1.77)
N = 7 
3.40(1.23) 




N = 4 
3.47(1.11)
N = 58 .80 
2.86(1.57)
N = 7 
3.28(1.03) 




N = 4 
3.86(1.11)
N = 59 .69 
3.57(.98) 
N = 7 
3.96(1.01) 
N = 50 .96 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 





表 5-14 読み聞かせ方（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
13.85(2.70) 
N = 13 
14.00(3.40)
N = 46 .15 
11.56(2.73)
N = 16 
13.34(3.17) 




N = 13 
3.72(.94) 
N = 46 .35 
3.31(1.08)
N = 16 
3.68(1.04) 




N = 13 
3.57(1.13)
N = 46 .53 
2.81(1.17)
N = 16 
3.47(1.06) 




N = 13 
3.37(1.10)
N = 46 .05 
2.75(1.29)
N = 16 
3.18(1.11) 




N = 13 
3.35(.92) 
N = 46 .40 
2.69(1.01)
N = 16 
3.00(1.27) 




N = 13 
15.43(4.36)
N = 44 .79 
13.94(4.28)
N = 16 
16.61(4.06) 





N = 13 
2.74(1.24)
N = 46 .12 
2.63(1.36)
N = 16 
3.00(1.31) 




N = 13 
2.51(1.12)
N = 45 .59 
1.81(1.17)
N = 16 
2.38(1.23) 




N = 13 
2.96(1.25)
N = 47 2.70* 
3.00(1.46)
N = 16 
3.55(1.18) 




N = 13 
3.41(1.20)
N = 46 .13 
2.63(1.03)
N = 16 
3.50(1.06) 




N = 13 
3.85(1.14)
N = 47 .91 
3.88(.89) 
N = 16 
4.00(1.04) 
N = 38 .42 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 




表 5-15 読み聞かせ方（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
15.00(2.83) 
N = 5 
13.72(3.34)
N = 54 .83 
13.90(3.73)
N = 10 
12.80(2.87) 




N = 5 
3.63(1.00)
N = 54 .38 
4.30(.68) 
N = 10 
3.48(1.00) 




N = 5 
3.46(1.09)
N = 54 1.46 
3.40(1.27)
N = 10 
3.32(1.03) 




N = 5 
3.33(1.05)
N = 54 .13 
3.30(1.42)
N = 10 
3.11(1.08) 




N = 5 
3.30(.86) 
N = 54 .74 
2.90(1.66)
N = 10 
2.89(1.06) 




N = 3 
15.46(3.96)
N = 54 .94 
17.00(4.92)
N = 9 
15.49(3.97) 





N = 4 
2.67(1.20)
N = 55 .94 
2.78(1.20)
N = 9 
2.89(1.35) 




N = 4 
2.43(1.04)
N = 54 .14 
2.70(1.64)
N = 10 
2.07(1.08) 




N = 5 
3.16(1.21)
N = 55 .99 
3.50(1.58)
N = 10 
3.36(1.22) 




N = 5 
3.41(1.11)
N = 54 .36 
3.50(1.58)
N = 10 
3.20(.95) 




N = 5 
3.85(1.08)
N = 55 1.52 
4.30(.95) 
N = 10 
3.86(.93) 
N = 44 1.34 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 






を行った（表 5-16、表 5-17、表 5-18 参照）。 
その結果、2 回目調査において、通信教育の経験があるほうが子どもを対象にした本の蔵
書量が多いことが示された(t (55) = 2.18, p <.05)。 
 
表 5-16 自宅の蔵書量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 4 
4.83(1.49)
N = 60 .11 
5.00(1.53)
N = 7 
4.56(1.32) 




N = 4 
4.63(1.88)
N = 60 .64 
5.43(1.72)
N = 7 
4.43(1.93) 
N = 54 1.31 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  ※括弧内は標準偏差   
 
表 5-17 自宅の蔵書量（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 13 
4.71(1.46)
N = 48 1.64 
5.24(1.44)
N = 17 
4.43(1.22) 




N = 13 
4.48(1.83)
N = 48 1.58 
5.06(1.85)
N = 17 
4.39(1.94) 
N = 41 1.21 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  ※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
表 5-18 自宅の蔵書量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 5 
4.86(1.53)
N = 56 .48 
4.80(1.32)
N = 10 
4.61(1.37) 




N = 5 
4.77(1.83)
N = 56 .27 
4.50(2.12)
N = 10 
1.67(1.89) 
N = 48 .25 







学習の経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-19、表 5-20、表 5-21 参
照）。 
その結果、2 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが図書館などへ
連れて行く頻度（合計）が高いこと(t (59) = 2.09, p <.05)、通信教育の経験がないほうが本
のイベントへ連れて行く頻度が高いこと(t (40.00) = 2.72, p <.05)が示された。 
 
表 5-19 図書館などへ連れて行く頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 4 
5.03(1.21)
N = 60 .75 
6.14(1.86)
N = 7 
4.96(1.35) 





N = 4 
1.82(.81) 
N = 60 1.57 
2.43(1.27)
N = 7 
1.76(.82) 
N = 54 1.36 
本屋 
2.00(.00) 
N = 4 
2.08(.65) 
N = 60 .26 
2.43(.79) 
N = 7 
2.07(.67) 
N = 54 1.30 
本のイベント 
1.00(.00) 
N = 4 
1.13(.34) 
N = 60 .77 
1.29(.76) 
N = 7 
1.13(.34) 
N = 54 .54 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
表 5-20 図書館などへ連れて行く頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 13 
5.02(1.28)
N = 48 .35 
4.88(.99) 
N = 17 
5.17(1.64) 
N = 41 .67 
図書館 
2.00(.82) 
N = 13 
1.81(.87) 
N = 48 .70 
1.76(.75) 
N = 17 
1.85(.99) 
N = 41 .33 
本屋 
2.00(.41) 
N = 13 
2.10(.69) 
N = 48 .52 
2.12(.70) 
N = 17 
2.12(.71) 
N = 41 .02 
本のイベント 
1.15(.38) 
N = 13 
1.10(.31) 
N = 48 .49 
1.00(.00) 
N = 17 
1.20(.46) 
N = 41 2.72* 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 




表 5-21 図書館などへ連れて行く頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 5 
5.02(1.17)
N = 56 1.02 
5.80(1.75)
N = 10 
5.00(1.38) 
N = 48 1.59 
図書館 
1.80(1.10) 
N = 5 
1.86(.84) 
N = 56 .14 
2.00(1.05)
N = 10 
1.83(.88) 
N = 48 .53 
本屋 
2.60(1.14) 
N = 5 
2.04(.57) 
N = 56 1.09 
2.50(.97) 
N = 10 
2.04(.62) 
N = 48 1.43 
本のイベント 
1.20(.45) 
N = 5 
1.13(.33) 
N = 56 .47 
1.30(.68) 
N = 10 
1.13(.33) 








を行うために t 検定を行った（表 5-22、表 5-23、表 5-24 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが「よく話をする」
頻度が高いこと(t (57.00) = 7.93, p <.01)、通信教育の経験があるほうが「一緒にスポーツ
観戦に行く」頻度が高いこと(t (46.00) = 2.69, p <.05)が示された。 
また、2 回目調査において、受験目的ではない塾の経験がないほうが「一緒にスポーツ観
戦に行く」頻度が高いこと(t (52.00) = 3.00, p <.01)、通信教育の経験がないほうが「よく
話をする」頻度が高いこと(t (55) = 2.36, p <.05)、市販の教材の経験があるほうが親子の交
流の頻度（合計） (t (53) = 2.13, p <.05)、「一緒にスポーツをする」頻度(t (54) = 2.07, p <.05)
が高いことが示された。 
 
表 5-22 親子の交流の頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 4 
22.66(3.64)
N = 58 .22 
23.40(2.97)
N = 5 
23.15(3.96) 
N = 53 .14 
旅行や遊び 
3.00(.82) 
N = 4 
2.91(.90) 
N = 58 .19 
2.86(.90) 
N = 7 
2.83(.85) 
N = 53 .08 
夕飯 
3.25(.96) 
N = 4 
3.50(.68) 
N = 58 .69 
3.14(.90) 
N = 7 
3.51(.67) 
N = 53 1.31 
映画 
1.00(.00) 
N = 4 
1.26(.72) 
N = 58 .72 
1.17(.41) 
N = 6 
1.45(.75) 
N = 53 .92 
話 
4.00(.00) 
N = 4 
3.41(.56) 
N = 58 7.93** 
3.43(.54) 
N = 7 
3.51(.51) 
N = 53 .40 
買い物 
2.75(.50) 
N = 4 
3.22(.70) 
N = 58 1.32 
3.57(.54) 
N = 7 
3.30(.75) 
N = 53 .92 
スポーツ観戦 
1.00(.00) 
N = 4 
1.22(.59) 
N = 58 .75 
1.00(.00) 
N = 6 
1.32(.78) 
N = 53 3.00** 
ゲームや歌 
3.00(.82) 
N = 4 
2.90(.85) 
N = 58 .24 
3.14(.69) 
N = 7 
2.87(1.02) 
N = 53 .69 
スポーツ 
2.25(.50) 
N = 4 
2.22(.94) 
N = 58 .05 
2.67(1.03)
N = 6 
2.28(.95) 
N = 53 .93 
料理 
2.00(.00) 
N = 4 
2.00(.75) 
N = 58 .00 
2.00(.58) 
N = 7 
2.08(.87) 
N = 53 .22 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 




表 5-23 親子の交流の頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 12 
22.43(3.66)
N = 47 .64 
21.94(3.61)
N = 16 
23.62(3.92) 
N = 39 1.47 
旅行や遊び 
3.08(.79) 
N = 12 
2.85(.91) 
N = 47 .81 
2.82(.88) 
N = 17 
2.83(.84) 
N = 40 .01 
夕飯 
3.67(.65) 
N = 12 
3.45(.72) 
N = 47 .97 
3.29(.77) 
N = 17 
3.60(.63) 
N = 40 1.56 
映画 
1.25(.87) 
N = 12 
1.17(.52) 
N = 47 .41 
1.38(.81) 
N = 16 
1.38(.67) 
N = 40 .00 
話 
3.42(.52) 
N = 12 
3.51(.55) 
N = 47 .54 
3.29(.47) 
N = 17 
3.63(.49) 
N = 40 2.36* 
買い物 
3.00(.60) 
N = 12 
3.23(.73) 
N = 47 1.15 
3.12(.78) 
N = 17 
3.43(.71) 
N = 40 1.45 
スポーツ観戦 
1.00(.00) 
N = 12 
1.23(.60) 
N = 47 2.69* 
1.06(.24) 
N = 17 
1.31(.80) 
N = 39 1.77✝ 
ゲームや歌 
3.08(.79) 
N = 12 
2.85(.86) 
N = 47 .85 
2.53(.94) 
N = 17 
3.05(.99) 
N = 40 1.85✝ 
スポーツ 
2.33(.89) 
N = 12 
2.17(.92) 
N = 47 .55 
2.35(.79) 
N = 17 
2.28(1.00) 
N = 39 .26 
料理 
2.33(.49) 
N = 12 
1.96(.75) 
N = 47 1.64 
1.94(.75) 
N = 17 
2.15(.87) 
N = 40 .87 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-24 親子の交流の頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 




N = 4 
22.40(3.66)
N = 55 .87 
25.75(4.65)
N = 8 
22.66(3.66) 
N = 47 2.13* 
旅行や遊び 
3.00(.00) 
N = 4 
2.89(.92) 
N = 55 .88 
3.00(.94) 
N = 10 
2.81(.83) 
N = 47 .65 
夕飯 
3.25(.96) 
N = 4 
3.49(.69) 
N = 55 .66 
3.40(.84) 
N = 10 
3.47(.69) 
N = 47 .27 
映画 
1.25(.50) 
N = 4 
1.25(.73) 
N = 55 .01 
1.22(.44) 
N = 9 
1.45(.78) 
N = 47 .84 
話 
3.75(.50) 
N = 4 
3.42(.57) 
N = 55 1.14 
3.50(.53) 
N = 10 
3.49(.51) 
N = 47 .06 
買い物 
3.50(.58) 
N = 4 
3.15(.71) 
N = 55 .98 
3.70(.48) 
N = 10 
3.21(.75) 
N = 47 1.96✝ 
スポーツ観戦 
1.00(.00) 
N = 4 
1.24(.61) 
N = 55 .77 
1.56(1.13)
N = 9 
1.21(.62) 
N = 47 .88 
ゲームや歌 
3.50(.58) 
N = 4 
2.82(.84) 
N = 55 1.59 
3.40(.70) 
N = 10 
2.79(1.02) 
N = 47 1.81✝ 
スポーツ 
2.50(.58) 
N = 4 
2.15(.89) 
N = 55 .78 
2.89(1.17)
N = 9 
2.19(.88) 
N = 47 2.07* 
料理 
2.25(.50) 
N = 4 
2.00(.75) 
N = 55 .66 
2.40(1.08)
N = 10 
2.04(.78) 
N = 47 1.23 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  
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5.2.3. 面接調査 1 結果 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、各習い事・家庭学習
の経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-25、表 5-26、表 5-27 参照）。 
その結果、1 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが読書のレディ
ネス（合計）(t (60) = 2.23, p <.05)、読字(t (57) = 6.95, p <.01)、絵と文字の結合(t (57.00) = 
8.02, p <.01)が高いことが示された。また、通信教育の経験があるほうが読書のレディネス
（合計）(t (57) = 2.64, p <.05)、読字(t (53.97) = 2.97, p <.01)、絵と文字の結合(t (25.85) = 
3.04, p <.01)が高いことが示された。 
2 回目調査においては、通信教育の経験のあるほうが読書のレディネス（合計）(t (43.30) 
= 2.20, p <.05)、読字(t (59) = 2.17, p <.05)、絵と文字の結合(t (51.14) = 2.56, p <.05)が高
いことが示された。 
 
表 5-25 読書のレディネス得点（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 4 
9.72(3.54)
N = 58 2.23* 
15.00(3.34)
N = 8 
13.80(3.82) 
N = 56 .84 
読字 
6.00(.00) 
N = 4 
4.52(1.63)
N = 58 6.95** 
5.75(.46) 
N = 8 
5.20(1.09) 




N = 4 
1.64(1.29)
N = 58 8.02** 
2.75(.71) 
N = 8 
2.25(1.00) 
N = 56 1.37 
お話の構成 
3.00(2.45) 
N = 4 
2.22(2.15)
N = 58 .69 
3.88(2.64)
N = 8 
3.84(2.36) 
N = 56 .04 
物語理解 
1.75(.50) 
N = 4 
1.34(.89) 
N = 58 .90 
2.63(.52) 
N = 8 
2.52(.69) 
N = 56 .42 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-26 読書のレディネス得点（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 13 
9.28(3.58)
N = 46 2.64* 
15.24(2.71)
N = 17 
13.27(4.03) 
N = 44 2.20* 
読字 
5.31(.63) 
N = 13 
4.37(1.78)
N = 46 2.97** 
5.71(.59) 
N = 17 
5.07(1.15) 




N = 13 
1.46(1.31)
N = 46 3.04** 
2.71(.59) 
N = 17 
2.16(1.06) 
N = 44 2.56* 
お話の構成 
3.00(2.42) 
N = 13 
2.04(2.03)
N = 46 1.44 
4.12(2.09)
N = 17 
3.59(2.49) 
N = 44 .77 
物語理解 
1.38(1.26) 
N = 13 
1.41(.75) 
N = 46 .08 
2.71(.47) 
N = 17 
2.45(.73) 
N = 44 1.59 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 




表 5-27 読書のレディネス得点（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 





N = 5 
10.15(3.38)
N = 54 .40 
12.00(4.30)
N = 10 
14.39(3.56) 
N = 51 1.88✝ 
読字 
3.60(2.51) 
N = 5 
4.76(1.47)
N = 54 1.02 
5.10(1.20)
N = 10 
5.29(1.05) 




N = 5 
1.69(1.33)
N = 54 .83 
1.70(1.16)
N = 10 
2.45(.90) 
N = 51 2.30* 
お話の構成 
2.00(2.45) 
N = 5 
2.31(2.21)
N = 54 .30 
2.90(2.38)
N = 10 
4.06(2.36) 
N = 51 1.42 
物語理解 
1.20(.84) 
N = 5 
1.39(.88) 
N = 54 .48 
2.30(.82) 
N = 10 
2.59(.64) 
N = 51 1.25 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
5.2.4. 面接調査 2 結果 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、各習い事・家庭学習の
経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-28、表 5-29、表 5-30 参照）。 
その結果、1 回目調査において、通信教育の経験がないほうが創造物数が多いことが示さ
れた(t (40.00) = 2.11, p <.05)。 
 
表 5-28 想像力得点（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
2.00(1.41) 
N = 4 
2.70(4.33)
N = 50 .32 
4.86(3.02)
N = 7 
4.10(4.08) 
N = 52 .47 
エピソード数 
1.25(1.26) 
N = 4 
1.36(2.14)
N = 50 .10 
2.71(1.98)
N = 7 
2.08(1.77) 
N = 52 .88 
創造物数 
.00(.00) 
N = 4 
.46(1.42) 
N = 50 .64 
1.00(1.00)
N = 7 
.85(1.24) 




表 5-29 想像力得点（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
1.45(2.07) 
N = 11 
2.85(4.62)
N = 41 .97 
3.12(2.57)
N = 17 
4.38(4.19) 
N = 40 1.38 
エピソード数 
.73(.91) 
N = 11 
1.51(2.31)
N = 41 1.10 
1.71(1.31)
N = 17 
2.18(1.75) 
N = 40 .99 
創造物数 
.00(.00) 
N = 11 
.51(1.55) 
N = 41 2.11* 
.47(.62) 
N = 17 
.95(1.30) 
N = 40 1.45 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 




表 5-30 想像力得点（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 2 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
7.20(11.65) 
N = 5 
2.21(2.38)
N = 48 .96 
4.90(3.84)
N = 10 
3.85(3.97) 
N = 47 .76 
エピソード数 
4.00(5.10) 
N = 5 
1.08(1.35)
N = 48 1.27 
2.50(1.65)
N = 10 
2.00(1.81) 
N = 47 .81 
創造物数 
1.80(4.03) 
N = 5 
.29(.71) 
N = 48 .84 
1.50(1.65)
N = 10 
.74(1.09) 
N = 47 1.81✝ 
※想像力得点は幼児のつくるお話によって得点が決まるので、満点は決まっていない 


























保護者の読書好意度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .30, β = -.28, p 
< .05）、保護者の読書量が多いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .34, β = -.35, p 
< .01）が示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と読書のレディネス 
わらべうた・詩の絵本の読み聞かせ頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .26, β = -.28, p 
< .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .35, β = -.24, p < .05）が低くなること、その他





「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .16,
β = -.37, p < .01）、「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなる
こと（R 2 = .19, β = -.41, p < .01）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えてあげた」
読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .13, β = -.35, p < .05）、「子ども
が一人で本を見たり、自分で読んだりした時には褒めるようにした」読み聞かせ方である
ほど物語理解が低くなること（R 2 = .13, β = -.33, p < .05）が示された。 
(4)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いほど読書のレディネス（合計）が高くなる
こと（R 2 = .38, β = .28, p < .05）、図書館へ連れて行く頻度が高いほどお話の構成（R 2 
= .24, β = .25, p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .39, β = .30, p < .01）が高く
なることが示された。 
(5) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 = .12, β = .31, 
p < .05）、「一緒に買い物に行く」頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .29, 




保護者の読書好意度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .30, β = -.27, p 
< .05）、保護者の読書量が多いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .32, β = -.31, p 
< .05）が示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と読書のレディネス 
わらべうた・詩の絵本の読み聞かせ頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .27, β = -.28, p 
< .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .37, β = -.25, p < .05）が低くなること、その他
の絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .32, β = -.31, p 
< .05）が示された。 
(3)読み聞かせ方と読書のレディネス 
「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .17,
β = -.37, p < .01）、「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなる
こと（R 2 = .19, β = -.40, p < .01）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えてあげた」
読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .19, β = -.43, p < .01）、「子ども
が一人で本を見たり、自分で読んだりした時には褒めるようにした」読み聞かせ方である
ほど物語理解が低くなること（R 2 = .14, β = -.32, p < .05）が示された。 
(4)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いほど読書のレディネス（合計）が高くなる
こと（R 2 = .39, β = .28, p < .05）、図書館へ連れて行く頻度が高いほどお話の構成（R 2 





「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 = .15, β = .34, 




保護者の読書好意度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .29, β = -.29, p 
< .05）、保護者の読書量が多いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .32, β = -.33, p 
< .01）が示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と読書のレディネス 
わらべうた・詩の絵本の読み聞かせ頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .25, β = -.30, p 
< .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .36, β = -.26, p < .05）が低くなること、その他
の絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .28, β = -.27, p 
< .05）が示された。 
(3)読み聞かせ方と読書のレディネス 
「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .17,
β = -.40, p < .01）、「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなる
こと（R 2 = .18, β = -.41, p < .01）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えてあげた」
読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .14, β = -.36, p < .05）、「子ども
が一人で本を見たり、自分で読んだりした時には褒めるようにした」読み聞かせ方である
ほど物語理解が低くなること（R 2 = .15, β = -.36, p < .05）が示された。 
(4)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いほど読書のレディネス（合計）が高くなる
こと（R 2 = .39, β = .29, p < .05）、図書館へ連れて行く頻度が高いほど読書のレディネス
（合計）（R 2 = .39, β = .29, p < .05）が高くなることが示された。 
(5) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 = .12, β = .31, 
p < .05）、「一緒に買い物に行く」頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .29, 














「一緒に夕飯を食べる」頻度が高いほど物語理解が高まること（R 2 = .10, β = .28, p 
< .05）、「一緒にスポーツをする」頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 = .10, β 




読み聞かせ頻度（合計）が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .30, β = -.26, 
p < .05）、ことばの絵本の読み聞かせ頻度が高いほど読字が低くなること（R 2 = .24, β = 
-.26, p < .05）が示された。 
(2)読み聞かせ方と読書のレディネス 
「本に出てくるものの名前を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど絵と文字の結
合が低くなること（R 2 = .29, β = -.25, p < .05）が示された。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
親子の交流の頻度（合計）が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .29, β = -.27, 
p < .05）、「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 
= .33, β = -.35, p < .01）、「一緒に映画を見に行く」頻度が高いほど絵と文字の結合が低く




ことばの絵本の読み聞かせ頻度が高いほど読字が低くなること（R 2 = .25, β = -.27, p 
< .05）が示された。 
(2)読み聞かせ方と読書のレディネス 
「字を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど読字が低くなること（R 2 = .25, β = 
-.26, p < .05）が示された。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いほど絵と文字の結合が低くなること（R 2 = .27,
β = -.26, p < .05）、「一緒に夕飯を食べる」頻度が高いほど物語理解が高まること（R 2 = .12, 
β = .30, p < .05）、「一緒にスポーツをする」頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 


















































質問紙調査、2 回目面接調査 1、3 回目面接調査 1、3 回目質問紙調査の 4 つ全ての回答が
得られた幼児、および、2 回目質問紙調査、2 回目面接調査 2、3 回目面接調査 2、3 回目質
問紙調査の 4 つ全ての回答が得られた幼児を分析対象とした。なお、面接調査 2 において、
調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分析から除いた（2 回目調査 12 名、3
回目調査 9 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 128 名（男児 82 名、女児 46 名、2 回目調査時の平均





行うために t 検定を行った（表 5-31、表 5-32、表 5-33 参照）。 
その結果、2 回目調査において、市販の教材の経験があるほうが保護者の読書好意度が高
く(t (123) = 2.20, p <.05)、保護者の読書量が多いこと(t (123) = 2.07, p <.05)が示された。 
3 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが保護者の読書量が高いこ
と(t (126) = 2.85, p <.05)、通信教育の経験があるほうが保護者の読書量が多いこと(t 
(122.02) = 2.50, p <.05)が示された。 
 
表 5-31 保護者の読書好意度・読書量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
4.33(.99) 
N = 12 
3.97(1.05)
N = 116 1.17 
4.24(1.00)
N = 21 
3.82(1.16) 
N = 107 1.54 
読書量 
2.25(.75) 
N = 12 
1.94(.66) 
N = 116 1.52 
2.24(.70) 
N = 21 
1.78(.68) 





※括弧内は標準偏差   ※ ** p <.01 
 
表 5-32 保護者の読書好意度・読書量（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
4.07(1.03) 
N = 43 
4.01(1.01)
N = 82 .30 
3.96(1.24)
N = 56 
3.86(1.05) 
N = 69 .54 
読書量 
2.02(.64) 
N = 43 
1.94(.71) 
N = 82 .65 
2.02(.65) 
N = 56 
1.71(.73) 
N = 69 2.50* 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  
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表 5-33 保護者の読書好意度・読書量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
4.50(.71) 
N = 18 
3.93(1.07)
N = 107 2.20* 
4.14(1.01)
N = 28 
3.84(1.16) 
N = 97 1.27 
読書量 
2.28(.46) 
N = 18 
1.93(.70) 
N = 107 2.07* 
2.04(.69) 
N = 28 
1.80(.70) 
N = 97 1.54 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 





による比較を行うために t 検定を行った（表 5-34、表 5-35、表 5-36 参照）。 
その結果、2 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが読み聞かせ頻
度が高いこと(t (15.21) = 2.85, p <.05)、市販の教材の経験があるほうが読み聞かせ頻度が
高いこと(t (32.16) = 2.28, p <.05)が示された。 
3 回目調査においては、通信教育の経験があるほうが読み聞かせ冊数が多いことが示され
た(t (123) = 2.24, p <.05)。 
 
表 5-34 絵本の読み聞かせ量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 12 
2.49(.87) 
N = 115 2.85* 
2.52(.87) 
N = 21 
2.29(.79) 




N = 11 
3.74(1.86)
N = 116 1.37 
4.05(2.11)
N = 21 
3.39(1.92) 
N = 107 1.41 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差   ※ * p <.05 
 
表 5-35 絵本の読み聞かせ量（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
2.51(.89) 
N = 82 .79 
2.50(.79) 
N = 56 
2.22(.80) 




N = 43 
3.62(1.88)
N = 81 1.82✝ 
3.93(2.05)
N = 56 
3.16(1.79) 
N = 69 2.24* 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 





表 5-36 絵本の読み聞かせ量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 18 
2.52(.89) 
N = 106 2.28* 
2.29(.85) 
N = 28 
2.35(.80) 




N = 17 
3.72(1.86)
N = 107 1.93✝ 
3.96(2.19)
N = 28 
3.34(1.87) 
N = 97 1.50 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 




による比較を行うために t 検定を行った（表 5-37、表 5-38、表 5-39 参照）。 
その結果、2 回目調査においては、受験目的ではない宿の経験があるほうが読み聞かせ頻
度（合計）(t (121) = 2.73, p <.01)、創作絵本(t (126) = 2.15, p <.05)、昔話絵本(t (124) = 2.79, 
p <.01)、知識・科学絵本(t (126) = 2.01, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いことが示された。
また、通信教育の経験があるほうがことばの絵本(t (122) = 2.06, p <.05)、知識・科学絵本
(t (123) = 2.00, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いことが示された。 
3 回目調査では、通信教育の経験があるほうが読み聞かせ頻度（合計）(t (112) = 2.02, p 
<.05)、創作絵本(t (116) = 2.03, p <.05)の読み聞かせ頻度が高いことが示された。 
 
表 5-37 絵本の種類別読み聞かせ頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 12 
9.47(2.34)
N = 111 2.73** 
9.32(2.38)
N = 19 
8.68(1.95) 
N = 98 1.25 
創作絵本 
2.75(.87) 
N = 12 
2.21(.83) 
N = 116 2.15* 
1.95(.71) 
N = 19 
1.89(.69) 
N = 102 .32 
昔話絵本 
2.08(.90) 
N = 12 
1.56(.58) 
N = 114 2.79** 
1.90(.94) 
N = 21 
1.50(.57) 
N = 105 1.92✝ 
ことばの絵本 
1.58(.67) 
N = 12 
1.41(.61) 
N = 115 .94 
1.43(.68) 
N = 21 
1.24(.47) 




N = 12 
1.67(.81) 
N = 116 2.01* 
1.71(.78) 
N = 21 
1.65(.78) 




N = 12 
1.14(.35) 
N = 115 1.42 
1.14(.48) 
N = 21 
1.06(.23) 
N = 105 .80 
その他の絵本 
1.42(.52) 
N = 12 
1.46(.68) 
N = 114 .24 
1.43(.68) 
N = 21 
1.36(.54) 
N = 105 .50 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 




表 5-38 絵本の種類別読み聞かせ頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
9.46(2.35)
N = 78 1.38 
9.24(2.05)
N = 50 
8.47(2.01) 
N = 64 2.02* 
創作絵本 
2.28(.73) 
N = 43 
2.27(.90) 
N = 82 .07 
2.06(.73) 
N = 52 
1.80(.64) 
N = 66 2.03* 
昔話絵本 
1.67(.72) 
N = 43 
1.58(.59) 
N = 80 .83 
1.68(.74) 
N = 56 
1.48(.59) 
N = 67 1.68✝ 
ことばの絵本 
1.58(.66) 
N = 43 
1.35(.57) 
N = 81 2.06* 
1.33(.58) 
N = 55 
1.22(.46) 




N = 43 
1.62(.75) 
N = 82 2.00* 
1.82(.77) 
N = 56 
1.56(.78) 




N = 43 
1.15(.36) 
N = 81 .51 
1.09(.35) 
N = 55 
1.04(.21) 
N = 68 .93 
その他の絵本 
1.45(.63) 
N = 42 
1.47(.69) 
N = 81 .13 
1.35(.55) 
N = 55 
1.38(.57) 
N = 68 .36 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-39 絵本の種類別読み聞かせ頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 18 
9.59(2.41)
N = 102 1.40 
9.08(2.33)
N = 26 
8.71(1.96) 
N = 89 .81 
創作絵本 
2.50(.71) 
N = 18 
2.23(.86) 
N = 107 1.24 
2.08(.69) 
N = 26 
1.86(.69) 
N = 92 1.43 
昔話絵本 
1.89(.90) 
N = 18 
1.58(.57) 
N = 105 1.40 
1.71(.76) 
N = 28 
1.53(.63) 
N = 95 1.32 
ことばの絵本 
1.33(.49) 
N = 18 
1.43(.62) 
N = 106 .78 
1.32(.61) 
N = 28 
1.26(.49) 




N = 18 
1.72(.86) 
N = 107 .54 
1.75(.70) 
N = 28 
1.65(.81) 




N = 18 
1.14(.38) 
N = 106 1.60 
1.11(.42) 
N = 28 
1.05(.22) 
N = 95 .91 
その他の絵本 
1.56(.86) 
N = 18 
1.46(.64) 
N = 105 .58 
1.32(.55) 
N = 28 
1.39(.57) 









による比較を行うために t 検定を行った（表 5-40、表 5-41、表 5-42 参照）。 
その結果、2 回目調査においては、通信教育の経験があるほうがことばの絵本(t (70.34) = 
2.20, p <.05)、知識・科学絵本(t (121) = 2.40, p <.05)の読み聞かせ冊数が多いことが示され
た。 
3 回目調査においては、通信教育の経験があるほうが読み聞かせ冊数（合計）が多くなる
ことが示された(t (114) = 2.00, p <.05)。 
 
表 5-40 絵本の種類別読み聞かせ冊数（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 10 
11.18(4.11)
N = 107 .17 
11.55(6.45)
N = 20 
9.89(3.39) 
N = 99 1.67✝ 
創作絵本 
3.82(2.18) 
N = 11 
3.14(1.99)
N = 114 1.07 
2.52(1.66)
N = 21 
2.64(1.59) 
N = 105 .30 
昔話絵本 
2.00(1.18) 
N = 111 
1.89(1.23)
N = 114 .29 
2.57(2.06)
N = 21 
1.67(.96) 
N = 104 1.95✝ 
ことばの絵本 
1.58(1.00) 
N = 12 
1.56(.98) 
N = 115 .09 
1.81(1.78)
N = 21 
1.25(.57) 




N = 12 
1.82(1.08)
N = 114 1.49 
1.75(1.12)
N = 20 
1.72(.92) 




N = 12 
1.15(.40) 
N = 115 .83 
1.38(1.53)
N = 21 
1.08(.36) 
N = 105 .91 
その他の絵本 
1.50(.91) 
N = 12 
1.62(.99) 
N = 113 .40 
1.43(.68) 
N = 21 
1.51(1.07) 
N = 105 .35 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  
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表 5-41 絵本の種類別読み聞かせ冊数（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 39 
10.91(4.01)
N = 75 .92 
11.00(4.74)
N = 53 
9.49(3.36) 
N = 63 2.00* 
創作絵本 
3.36(1.83) 
N = 42 
3.14(2.12)
N = 80 .67 
2.84(1.71)
N = 56 
2.49(1.49) 
N = 67 1.20 
昔話絵本 
1.95(1.34) 
N = 42 
1.85(1.17)
N = 80 .44 
2.05(1.53)
N = 56 
1.65(.95) 
N = 66 1.77✝ 
ことばの絵本 
1.84(1.11) 
N = 43 
1.41(.88) 
N = 81 2.20* 
1.49(1.22)
N = 55 
1.22(.55) 




N = 43 
1.71(1.02)
N = 80 2.40* 
1.89(.97) 
N = 56 
1.61(.94) 




N = 43 
1.15(.39) 
N = 81 .19 
1.18(.96) 
N = 55 
1.04(.21) 
N = 68 1.04 
その他の絵本 
1.61(1.02) 
N = 41 
1.60(.97) 
N = 81 .03 
1.45(.77) 
N = 55 
1.49(1.06) 
N = 68 .18 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-42 絵本の種類別読み聞かせ冊数（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 17 
11.16(4.13)
N = 97 .23 
11.50(6.29)
N = 26 
9.73(3.15) 
N = 91 1.39 
創作絵本 
3.41(2.06) 
N = 17 
3.18(2.02)
N = 105 .44 
3.04(1.86)
N = 28 
2.47(1.49) 
N = 95 1.66 
昔話絵本 
2.11(1.28) 
N = 18 
1.88(1.23)
N = 104 .72 
2.15(1.59)
N = 27 
1.74(1.14) 
N = 95 1.51 
ことばの絵本 
1.44(.86) 
N = 18 
1.55(.92) 
N = 106 .44 
1.54(1.43)
N = 28 
1.29(.70) 




N = 18 
1.86(1.13)
N = 105 .89 
1.96(1.13)
N = 27 
1,67(.90) 




N = 18 
1.13(.37) 
N = 106 1.39 
1.29(1.33)
N = 28 
1.05(.22) 
N = 95 .93 
その他の絵本 
1.56(1.04) 
N = 18 
1.63(.99) 
N = 104 .31 
1.39(.69) 
N = 28 
1.49(1.00) 
N = 95 .51 
※読み聞かせ冊数は、「１．0冊」～「８．11 冊以上」の 8件法 






較を行うために t 検定を行った（表 5-43、表 5-44、表 5-45 参照）。 
その結果、2 回目調査においては、市販の教材の経験があるほうが「子どもと絵本を通し
て会話をしながら読むようにした」読み聞かせ方であることが示された(t (27.32) = 2.31, p 
<.05)。 
3 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが「本に出てくるものの名
前を教えながら読んだ」読み聞かせ方(t (117) = 2.36, p <.05)、「字を教えながら読んだ」の
読み聞かせ方(t (117) = 2.40, p <.05)であることが示された。 
 
表 5-43 読み聞かせ方（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
13.55(2.12) 
N = 11 
13.39(3.10)
N = 108 .16 
14.45(3.71)
N = 20 
13.14(3.37) 




N = 11 
3.56(.98) 
N = 108 .86 
3.85(.93) 
N = 20 
3.35(1.12) 




N = 11 
3.48(.98) 
N = 108 .48 
3.60(1.27)
N = 20 
3.35(1.14) 




N = 11 
3.14(.99) 
N = 108 .71 
3.60(1.00)
N = 20 
2.99(1.06) 




N = 11 
3.21(1.12)
N = 108 1.37 
3.40(1.27)
N = 20 
3.44(1.05) 




N = 10 
15.93(4.13)
N = 107 .28 
17.10(3.23)
N = 20 
15.39(3.83) 





N = 10 
2.90(1.25)
N = 108 .48 
3.15(1.09)
N = 20 
2.82(1.27) 




N = 11 
2.35(1.20)
N = 107 .05 
2.95(1.15)
N = 20 
2.26(1.17) 




N = 11 
3.34(1.25)
N = 108 .74 
3.05(1.15)
N = 20 
3.15(1.21) 




N = 11 
3.31(1.06)
N = 108 .14 
3.60(1.05)
N = 20 
3.14(1.11) 




N = 11 
3.98(.98) 
N = 108 .36 
4.35(.88) 
N = 20 
4.02(.90) 
N = 99 1.50 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 




表 5-44 読み聞かせ方（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
13.20(3.10) 
N = 41 
13.52(3.03)
N = 75 .55 
13.38(3.40)
N = 53 
13.49(3.51) 




N = 41 
3.63(.98) 
N = 75 .61 
3.62(1.02)
N = 53 
3.33(1.14) 




N = 41 
3.52(.98) 
N = 75 .16 
3.32(1.17)
N = 53 
3.52(1.12) 




N = 41 
3.20(1.04)
N = 75 .65 
3.08(1.07)
N = 53 
3.16(1.07) 




N = 41 
3.17(1.13)
N = 75 .23 
3.36(1.09)
N = 53 
3.48(1.09) 




N = 41 
16.00(3.89)
N = 73 .03 
15.74(3.95)
N = 53 
15.83(3.60) 





N = 41 
2.84(1.23)
N = 74 .67 
2.89(1.22)
N = 53 
2.87(1.28) 




N = 41 
2.39(1.45)
N = 74 .63 
2.30(1.15)
N = 53 
2.48(1.23) 




N = 41 
3.40(1.17)
N = 75 .24 
3.21(1.17)
N = 53 
3.13(1.21) 




N = 41 
3.36(1.07)
N = 75 .44 
3.17(1.11)
N = 53 
3.33(1.06) 




N = 41 
3.93(.96) 
N = 75 1.28 
4.17(.94) 
N = 53 
4.02(.89) 
N = 63 .91 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 




表 5-45 読み聞かせ方（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
13.29(3.14) 
N = 17 
13.53(2.98)
N = 99 .29 
12.67(3.74)
N = 27 
13.56(3.40) 




N = 17 
3.55(.96) 
N = 99 2.31* 
3.44(1.12)
N = 27 
3.43(1.12) 




N = 17 
3.58(.97) 
N = 99 1.09 
3.04(1.32)
N = 27 
3.52(1.11) 




N = 17 
3.18(.96) 
N = 99 .44 
3.04(1.16)
N = 27 
3.09(1.06) 




N = 17 
3.22(1.07)
N = 99 1.77 
3.15(1.29)
N = 27 
3.53(1.02) 




N = 16 
15.81(3.95)
N = 98 1.23 
15.48(4.12)
N = 27 
15.66(3.71) 





N = 16 
2.85(1.23)
N = 99 .83 
2.93(1.11)
N = 27 
2.83(1.30) 




N = 17 
2.24(1.14)
N = 98 1.87 
2.33(1.11)
N = 27 
2.35(1.22) 




N = 17 
3.38(1.20)
N = 99 .08 
3.00(1.24)
N = 27 
3.17(1.20) 




N = 17 
3.31(1.03)
N = 99 .56 
3.00(1.21)
N = 27 
3.28(1.09) 




N = 17 
3.97(.94) 
N = 99 1.09 
4.22(1.01)
N = 27 
4.03(.87) 
N = 89 .95 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 






を行った（表 5-46、表 5-47、表 5-48 参照）。 
その結果、2 回目調査において、通信教育の経験のあるほうが子どもを対象とした本の蔵
書量(t (122) = 3.81, p <.01)、大人を対象とした本の蔵書量(t (99.43) = 2.19, p <.05)が多い
ことが示された。 
3 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが大人を対象とした本の蔵
書量が多いこと(t (34.08) = 2.12, p <.05)、通信教育の経験があるほうが子どもを対象とし
た本の蔵書量(t (123) = 2.41, p <.05)、大人を対象とした本の蔵書量(t (122.68) = 2.44, p 
<.05)が多いことが示された。 
 
表 5-46 自宅の蔵書量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 12 
4.91(1.37)
N = 114 1.20 
5.10(1.51)
N = 21 
4.87(1.40) 




N = 12 
4.78(1.88)
N = 116 1.89✝ 
5.52(1.54)
N = 21 
4.71(1.95) 
N = 106 2.12* 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-47 自宅の蔵書量（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 43 
4.67(1.41)
N = 81 3.81** 
5.25(1.24)
N = 56 
4.65(1.48) 




N = 43 
4.66(1.93)
N = 82 2.19* 
5.29(1.58)
N = 56 
4.49(2.06) 
N = 69 2.44* 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-48 自宅の蔵書量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 18 
4.98(1.43)
N = 105 .05 
5.00(1.44)
N = 28 
4.87(1.43) 




N = 18 
4.91(1.86)
N = 107 .31 
5.18(1.89)
N = 28 
4.80(1.89) 
N = 97 .93 











表 5-49 図書館などへ連れて行く頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 12 
4.84(1.33)
N = 116 1.03 
4.90(1.51)
N = 21 
4.79(1.27) 
N = 107 .38 
図書館 
2.00(1.21) 
N = 12 
1.67(.80) 
N = 116 .92 
1.62(.87) 
N = 21 
1.68(.80) 
N = 107 .33 
本屋 
2.25(.97) 
N = 12 
2.03(.61) 
N = 116 .79 
2.14(.85) 
N = 21 
2.04(.61) 
N = 107 .67 
本のイベント 
1.25(.62) 
N = 12 
1.14(.35) 
N = 116 .62 
1.14(.36) 
N = 21 
1.07(.25) 




表 5-50 図書館などへ連れて行く頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 43 
4.98(1.55)
N = 82 .94 
4.91(1.43)
N = 56 
4.72(1.22) 
N = 69 .78 
図書館 
1.58(.66) 
N = 43 
1.76(.94) 
N = 82 1.21 
1.64(.82) 
N = 56 
1.71(.81) 
N = 69 .46 
本屋 
2.07(.63) 
N = 43 
2.04(.68) 
N = 82 .27 
2.16(.71) 
N = 56 
1.96(.61) 
N = 69 1.74✝ 
本のイベント 
1.07(.26) 
N = 43 
1.18(.42) 
N = 82 1.86✝ 
1.11(.31) 
N = 56 
1.06(.24) 
N = 69 .98 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 




表 5-51 図書館などへ連れて行く頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 18 
4.83(1.40)
N = 107 1.52 
4.93(1.46)
N = 28 
4.77(1.28) 
N = 97 .55 
図書館 
1.78(.88) 
N = 18 
1.70(.85) 
N = 107 .35 
1.64(.87) 
N = 28 
1.69(.80) 
N = 97 .28 
本屋 
2.28(.83) 
N = 18 
2.01(.62) 
N = 107 1.32 
2.11(.74) 
N = 28 
2.03(.64) 
N = 97 .54 
本のイベント 
1.33(.59) 
N = 18 
1.12(.33) 
N = 107 1.48 
1.18(.39) 
N = 28 
1.05(.22) 








を行うために t 検定を行った（表 5-52、表 5-53、表 5-54 参照）。 
その結果、2 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが「一緒にゲーム
をしたり、歌を歌ったりする」頻度が高いことが示された(t (125) = 2.28, p <.05)。また、
通信教育の経験があるほうが「一緒に旅行や遊びに行く」頻度が高いことが示された(t (122) 
= 1.99, p <.05)。 
3 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが親子の交流の頻度（合計）
(t (124) = 2.46, p <.05)、「よく話をする」頻度(t (41.81) = 3.66, p <.01)が高いことが示され
た。 
 
表 5-52 親子の交流の頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 10 
23.38(4.05)
N = 115 .84 
25.48(4.47)
N = 21 
23.21(3.72) 
N = 105 2.46* 
旅行や遊び 
3.00(.85) 
N = 12 
2.92(.88) 
N = 115 .29 
3.33(.80) 
N = 21 
2.94(.85) 
N = 106 1.94✝ 
夕飯 
3.33(.89) 
N = 12 
3.52(.67) 
N = 115 .72 
3.67(.66) 
N = 21 
3.47(.69) 
N = 106 1.19 
映画 
1.64(1.03) 
N = 11 
1.50(.77) 
N = 115 .53 
1.57(.98) 
N = 21 
1.45(.86) 
N = 106 .56 
話 
3.58(.52) 
N = 12 
3.55(.53) 
N = 115 .22 
3.86(.36) 
N = 21 
3.51(.56) 
N = 106 3.66** 
買い物 
3.58(.67) 
N = 12 
3.23(.79) 
N = 115 1.48 
3.43(.81) 
N = 21 
3.35(.73) 
N = 106 .45 
スポーツ観戦 
1.09(.30) 
N = 11 
1.32(.83) 
N = 115 1.93✝ 
1.38(.92) 
N = 21 
1.19(.59) 
N = 106 .92 
ゲームや歌 
3.42(.67) 
N = 12 
2.79(.92) 
N = 115 2.28* 
3.33(.86) 
N = 21 
2.97(.83) 
N = 105 1.82✝ 
スポーツ 
2.64(1.03) 
N = 11 
2.41(.98) 
N = 115 .73 
2.62(1.02)
N = 21 
2.23(.99) 
N = 106 1.65 
料理 
1.83(.58) 
N = 12 
2.13(.91) 
N = 115 1.10 
2.29(.85) 
N = 21 
2.07(.84) 
N = 106 1.09 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 




表 5-53 親子の交流の頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 42 
23.45(4.03)
N = 80 .03 
23.59(3.92)
N = 54 
23.55(3.94) 
N = 69 .06 
旅行や遊び 
3.14(.86) 
N = 43 
2.81(.87) 
N = 81 1.99* 
3.11(.79) 
N = 55 
2.94(.89) 
N = 69 1.09 
夕飯 
3.47(.74) 
N = 43 
3.56(.65) 
N = 81 .70 
3.38(.73) 
N = 55 
3.61(.65) 
N = 69 1.80✝ 
映画 
1.62(.88) 
N = 42 
1.43(.72) 
N = 81 1.26 
1.55(.86) 
N = 55 
1.39(.86) 
N = 69 .99 
話 
3.58(.50) 
N = 43 
3.56(.55) 
N = 81 .26 
3.62(.53) 
N = 55 
3.54(.53) 
N = 69 .86 
買い物 
3.21(.77) 
N = 43 
3.30(.80) 
N = 81 .58 
3.36(.73) 
N = 55 
3.36(.75) 
N = 69 .01 
スポーツ観戦 
1.19(.63) 
N = 43 
1.33(.85) 
N = 80 .94 
1.24(.69) 
N = 55 
1.20(.63) 
N = 69 .28 
ゲームや歌 
2.72(.91) 
N = 43 
2.91(.93) 
N = 81 1.11 
2.91(.81) 
N = 54 
3.13(.86) 
N = 69 1.47 
スポーツ 
2.47(.94) 
N = 43 
2.40(1.00)
N = 81 .35 
2.31(.96) 
N = 55 
2.22(1.01) 
N = 69 .51 
料理 
2.00(.76) 
N = 43 
2.17(.95) 
N = 81 1.11 
2.05(.71) 
N = 55 
2.16(.93) 
N = 69 .71 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-54 親子の交流の頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 




N = 16 
23.47(3.82)
N = 106 .15 
23.54(4.01)
N = 28 
23.57(3.96) 
N = 96 .04 
旅行や遊び 
2.78(.94) 
N = 18 
2.96(.86) 
N = 106 .83 
3.07(.81) 
N = 28 
2.98(.86) 
N = 96 .51 
夕飯 
3.33(.84) 
N = 18 
3.53(.67) 
N = 106 1.11 
3.50(.74) 
N = 28 
3.50(.68) 
N = 96 .00 
映画 
1.41(.62) 
N = 17 
1.53(.82) 
N = 106 .56 
1.29(.66) 
N = 28 
1.50(.91) 
N = 96 1.38 
話 
3.39(.50) 
N = 18 
3.58(.53) 
N = 106 1.38 
3.61(.57) 
N = 28 
3.55(.54) 
N = 96 .47 
買い物 
3.22(.88) 
N = 18 
3.25(.77) 
N = 106 .16 
3.36(.73) 
N = 28 
3.35(.75) 
N = 96 .02 
スポーツ観戦 
1.47(1.07) 
N = 17 
1.26(.75) 
N = 106 .77 
1.21(.69) 
N = 28 
1.22(.65) 
N = 96 .03 
ゲームや歌 
3.11(.76) 
N = 18 
2.80(.94) 
N = 106 1.32 
3.18(.82) 
N = 96 
3.01(.84) 
N = 96 .93 
スポーツ 
2.35(1.27) 
N = 17 
2.43(.94) 
N = 106 .25 
2.21(1.00)
N = 96 
2.32(1.01) 
N = 96 .50 
料理 
2.11(1.08) 
N = 18 
2.12(.86) 
N = 106 .05 
2.11(.69) 
N = 96 
2.09(.90) 
N = 96 .07 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  
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5.3.3. 面接調査 1 結果 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、各習い事・家庭学習
の経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-55、表 5-56、表 5-57 参照）。 
その結果、2 回目調査において通信教育の経験があるほうが読書のレディネス（合計）(t 
(113.8) = 2.60, p <.05)、読字(t (119) = 2.37, p <.05)、絵と文字の結合(t (118.2) = 3.23, p 
<.01)の得点が高くなるということが示された。また、市販の教材の経験のあるほうが絵と
文字の結合(t (119) = 2.01, p <.05)、お話の構成(t (119) = 1.99, p <.05)の得点が高くなるこ
とが示された。 
 
表 5-55 読書のレディネス得点（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 12 
13.81(3.73)
N = 112 .16 
15.00(3.58)
N = 21 
15.05(2.85) 
N = 105 .07 
読字 
5.25(1.49) 
N = 12 
5.13(1.17)
N = 112 .32 
5.62(1.32)
N = 21 
5.74(.68) 




N = 12 
2.31(1.00)
N = 112 .34 
2.76(.77) 
N = 21 
2.71(.66) 
N = 105 .29 
お話の構成 
4.17(2.29) 
N = 12 
4.04(2.14)
N = 112 .20 
4.14(2.15)
N = 21 
4.07(2.12) 
N = 105 .15 
物語理解 
2.17(1.03) 
N = 12 
2.33(.83) 
N = 112 .63 
2.48(.68) 
N = 21 
2.50(.68) 
N = 105 .18 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  
 
表 5-56 読書のレディネス得点（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 41 
13.20(4.27)
N = 80 2.60* 
15.51(2.57)
N = 55 
14.60(3.27) 
N = 68 1.72✝ 
読字 
5.49(.68) 
N = 41 
4.95(1.37)
N = 80 2.37* 
5.76(.79) 
N = 55 
5.68(.85) 




N = 41 
2.15(1.12)
N = 80 3.23** 
2.78(.63) 
N = 55 
2.66(.73) 
N = 68 .97 
お話の構成 
4.32(1.90) 
N = 41 
3.84(2.26)
N = 80 1.16 
4.33(1.98)
N = 55 
3.85(2.24) 
N = 68 1.23 
物語理解 
2.39(.73) 
N = 41 
2.26(.91) 
N = 80 .78 
2.60(.66) 
N = 55 
2.41(.70) 
N = 68 1.53 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 




表 5-57 読書のレディネス得点（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 





N = 17 
14.11(3.86)
N = 104 1.81✝ 
14.79(2.54)
N = 28 
15.08(3.13) 
N = 95 .46 
読字 
5.18(1.02) 
N = 17 
5.13(1.24)
N = 104 .13 
5.86(.36) 
N = 28 
5.67(.92) 




N = 17 
2.40(.97) 
N = 104 2.01* 
2.86(.45) 
N = 28 
2.67(.74) 
N = 95 1.62 
お話の構成 
3.12(2.29) 
N = 17 
4.22(2.10)
N = 104 1.99* 
3.50(2.27)
N = 28 
4.23(2.08) 
N = 95 1.61 
物語理解 
2.12(.86) 
N = 17 
2.35(.86) 
N = 104 1.02 
2.50(.64) 
N = 28 
2.51(.70) 
N = 95 .04 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
5.3.4. 面接調査 2 結果 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、各習い事・家庭学習の
経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-58、表 5-59、表 5-60 参照）。 
その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 5-58 想像力得点（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
5.60(4.03) 
N = 10 
3.50(3.87)
N = 106 1.64 
4.16(3.15)
N = 19 
4.29(6.02) 
N = 100 .09 
エピソード数 
2.70(1.70) 
N = 10 
1.87(1.73)
N = 106 1.46 
2.37(1.67)
N = 19 
2.40(2.47) 
N = 100 .05 
創造物数 
1.30(1.89) 
N = 10 
.77(1.44) 
N = 106 1.08 
.16(.50) 
N = 19 
.32(1.51) 




表 5-59 想像力得点（通信教育の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
3.30(3.28) 
N = 40 
3.73(4.10)
N = 74 .57 
4.66(7.46)
N = 50 
3.96(3.93) 
N = 67 .66 
エピソード数 
1.68(1.39) 
N = 40 
1.99(1.78)
N = 74 .96 
2.46(2.48)
N = 50 
2.33(2.29) 
N = 67 .30 
創造物数 
.73(1.15) 
N = 40 
.82(1.61) 
N = 74 .35 
.48(2.08) 
N = 50 
.16(.48) 






表 5-60 想像力得点（市販の教材の経験の有無による比較） 
 2 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
4.50(3.63) 
N = 16 
3.45(3.92)
N = 98 1.00 
3.96(4.01)
N = 23 
4.22(5.91) 
N = 94 .21 
エピソード数 
2.50(1.55) 
N = 16 
1.81(1.74)
N = 98 1.50 
3.35(2.39)
N = 23 
2.33(2.21) 
N = 94 .04 
創造物数 
1.25(1.48) 
N = 16 
.76(1.49) 
N = 98 1.24 
.48(1.50) 
N = 23 
.23(1.39) 




























その他の絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .23, β 
= .20, p < .05）が示された。 
(2)読み聞かせ方と読書のレディネス 
「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほどお話の構成が高くなること（R 2 = .25,
β = .20, p < .05）、「子どもが読めるところは読ませながら読んだ」読み聞かせ方であるほ




明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方であるほどお話の構成（R 2 = .23, β = .19, 
p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .45, β = .16, p < .05）が高くなることが示さ
れた。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
親子の交流の頻度（合計）が高いほどお話の構成（R 2 = .25, β = .17, p < .05）が高く
なり、物語理解（R 2 = .22, β = -.25, p < .01）が低くなること、「一緒に旅行や遊びに行く」
頻度が高いほどお話の構成が高くなること（R 2 = .26, β = .18, p < .05）、「一緒に夕飯を
食べる」頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .22, β = .18, p < .05）、「よ
く話をする」頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .30, β = .28, p < .01）、読書のレディネス
（合計）（R 2 = .46, β = .16, p < .05）が高くなり、物語理解（R 2 = .19, β = -.20, p < .05）
が低くなること、「一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりする」頻度が高いほど物語理解が
低くなること（R 2 = .29, β = -.38, p < .01）、「一緒にスポーツをする」頻度が高いほど物




その他の絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .23, β 
= .21, p < .05）が示された。 
(2)読み聞かせ方と読書のレディネス 
「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほどお話の構成が高くなること（R 2 = .26,
β = .20, p < .05）、「子どもが読めるところは読ませながら読んだ」読み聞かせ方であるほ
どお話の構成（R 2 = .26, β = .20, p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .45, β = .18, 
p < .05）が高くなること、「読んでいる間や読んだ後に書かれている内容がわかるように説
明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方であるほどお話の構成（R 2 = .24, β = .19, 
p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .44, β = .17, p < .05）が高くなることが示さ
れた。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
親子の交流の頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .22, β = -.24, p < .01）が低くな
ること、「一緒に夕飯を食べる」頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .23, 
β = .20, p < .05）、「よく話をする」頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .30, β = .26, p < .01）、
読書のレディネス（R 2 = .45, β = .15, p < .05）が高くなり、物語理解（R 2 = .20, β = -.20, 
p < .05）が低くなること、「一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりする」頻度が高いほど物
語理解が低くなること（R 2 = .30, β = -.38, p < .01）、「一緒にスポーツをする」頻度が高




その他の絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .24, β 




「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほどお話の構成が高くなること（R 2 = .28,
β = .25, p < .01）、「子どもが読めるところは読ませながら読んだ」読み聞かせ方であるほ
どお話の構成（R 2 = .27, β = .23, p < .01）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .48, β = .19, 
p < .01）が高くなること、「読んでいる間や読んだ後に書かれている内容がわかるように
説明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方であるほどお話の構成（R 2 = .25, β 
= .22, p < .05）、読書のレディネス（合計）（R 2 = .47, β = .19, p < .05）が高くなること
が示された。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
親子の交流の頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .22, β = -.26, p < .01）が低くな
ること、「一緒に夕飯を食べる」頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .24, 
β = .19, p < .05）、「よく話をする」頻度が高いほどお話の構成（R 2 = .30, β = .26, p < .01）、
読書のレディネス（R 2 = .47, β = .16, p < .05）が高くなり、物語理解（R 2 = .19, β = -.18, 
p < .05）が低くなること、「一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりする」頻度が高いほど物
語理解が低くなること（R 2 = .32, β = -.41, p < .01）、「一緒にスポーツをする」頻度が高









昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .23, β 




昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .22, β 





= .46, β = .16, p < .05）、「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほど読書のレディ
ネス（合計）が高くなること（R 2 = .47, β = .17, p < .05）、「本に出てくるものの名前を
教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほどお話の構成（R 2 = .24, β = .17, p < .05）、読
書のレディネス（合計）（R 2 = .46, β = .15, p < .05）が高くなること、「子どもが一人で
本を見たり、自分で読んだりした時には褒めるようにした」読み聞かせ方であるほどお話

























読み聞かせ頻度（合計）が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .18, β = .32, p 
< .01）、読み聞かせ冊数（合計）が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .17, β = .28, 
p < .01）、ことばの絵本の読み聞かせ頻度が高いほどイメージ量（R 2 = .13, β = .19, p 
< .05）、エピソード数（R 2 = .16, β = .28, p < .01）が多くなること、ことばの絵本の読み
聞かせ冊数が多いほどイメージ量（R 2 = .14, β = .20, p < .05）、エピソード数（R 2 = .19, 
β = .33, p < .01）が多くなること、昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数が
多くなること（R 2 = .14, β = .22, p < .05）、知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いほど
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エピソード数が多くなること（R 2 = .15, β = .25, p < .05）、知識・科学絵本の読み聞かせ
冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .18, β = .30, p < .01）が示された。 
(2)図書館・本屋・本のイベントへ行く頻度と想像力 





読み聞かせ頻度（合計）が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .19, β = .26, p 
< .01）、読み聞かせ冊数（合計）が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .18, β = .25, 
p < .05）、ことばの絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数（R 2 = .18, β = .23, p 
< .05）が多くなること、ことばの絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数（R 2 = .20, 
β = .29, p < .01）が多くなること、知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソー
ド数が多くなること（R 2 = .17, β = .21, p < .05）、知識・科学絵本の読み聞かせ冊数が多
いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .19, β = .26, p < .01）が示された。 
(2)図書館・本屋・本のイベントへ行く頻度と想像力 





読み聞かせ頻度（合計）が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .17, β = .33, p 
< .01）、読み聞かせ冊数（合計）が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .14, β = .27, 
p < .01）、ことばの絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数（R 2 = .10, β = .20, p 
< .01）が多くなること、ことばの絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数（R 2 = .12, 
β = .23, p < .05）が多くなること、昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数が
多くなること（R 2 = .13, β = .26, p < .01）、知識・科学絵本の読み聞かせ頻度が高いほど
エピソード数が多くなること（R 2 = .13, β = .27, p < .01）、知識・科学絵本の読み聞かせ
冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .15, β = .31, p < .01）が示された。 
(2)図書館・本屋・本のイベントへ行く頻度と想像力 


















昔話絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .12, β = .22, 









質問紙調査、1 回目面接調査 1、3 回目面接調査 1、3 回目質問紙調査の 4 つ全ての回答が
得られた幼児、および、1 回目質問紙調査、1 回目面接調査 2、3 回目面接調査 2、3 回目質
問紙調査の 4 つ全ての回答が得られた幼児を分析対象とした。なお、面接調査 2 において、
調査材料の絵本を読んだことがあると回答した幼児は分析から除いた（1 回目調査 10 名、3
回目調査 4 名）。 
したがって、本分析の分析対象は 64 名（男児 42 名、女児 22 名、1 回目調査時の平均月





行うために t 検定を行った（表 5-61、表 5-62、表 5-63 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが保護者の読書好
意度が高いこと(t (59.00) = 7.90, p <.01)、保護者の読書量が多いこと(t (62) = 2.05, p <.05)
が示された。 
 
表 5-61 保護者の読書好意度・読書量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
5.00(.00) 
N = 4 
3.80(1.18)
N = 60 7.90** 
4.29(1.14)
N = 14 
3.60(1.18) 
N = 50 1.94✝ 
読書量 
2.75(.50) 
N = 4 
1.90(.82) 
N = 60 2.05* 
1.93(.73) 
N = 14 
1.72(.70) 
N = 50 .98 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-62 保護者の読書好意度・読書量（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
3.92(1.38) 
N = 13 
3.90(1.13)
N = 48 .07 
4.05(1.40)
N = 20 
3.63(1.07) 
N = 41 1.29 
読書量 
1.85(.80) 
N = 13 
1.98(.86) 
N = 48 .50 
1.95(.69) 
N = 20 
1.66(.73) 







表 5-63 保護者の読書好意度・読書量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
読書好意度 
3.71(1.70) 
N = 7 
3.93(1.11)
N = 54 .44 
4.00(1.19)
N = 18 
3.67(1.19) 
N = 43 .98 
読書量 
1.71(.49) 
N = 7 
2.00(.87) 
N = 54 .85 
1.83(.79) 
N = 18 
1.74(.69) 
N = 43 .44 
※読書好意度は、「１．好きではない」～「５．好き」の 5件法 
※読書量は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 







による比較を行うために t 検定を行った（表 5-64、表 5-65、表 5-66 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的でない塾の経験があるほうが読み聞かせ頻度が
高いことが示された(t (62) = 2.70, p <.01)。 
 
表 5-64 絵本の読み聞かせ量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 4 
2.62(.83) 
N = 60 2.70** 
2.50(1.02)
N = 14 
2.20(.78) 




N = 4 
3.32(1.66)
N = 59 1.36 
4.00(2.25)
N = 14 
3.26(2.06) 
N = 50 1.17 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ** p <.01 
 
表 5-65 絵本の読み聞かせ量（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 13 
2.73(.87) 
N = 48 .79 
2.55(.83) 
N = 20 
2.17(.83) 




N = 13 
3.38(1.69)
N = 47 1.82✝ 
3.85(2.06)
N = 20 
3.22(2.08) 
N = 41 1.12 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 5-66 絵本の読み聞かせ量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 7 
2.72(.86) 
N = 54 .02 
2.33(1.03)
N = 18 
2.26(.79) 




N = 7 
3.43(1.64)
N = 54 .41 
3.72(2.22)
N = 18 
3.23(2.06) 
N = 43 .83 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0








による比較を行うために t 検定を行った（表 5-67、表 5-68、表 5-69 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的でない塾の経験があるほうが創作絵本の読み聞
かせ頻度が高いことが示された(t (61) = 2.22, p <.05)。また、通信教育の経験があるほうが
その他の絵本の読み聞かせ頻度が高いことが示された(t (57) = 2.29, p <.05)。 
3 回目調査においては、通信教育の経験があるほうが昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いこ
とが示された(t (57) = 2.24, p <.01)。 
 
表 5-67 絵本の種類別読み聞かせ頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 3 
9.95(2.35)
N = 58 .52 
9.46(2.88)
N = 14 
8.45(2.01) 
N = 47 1.46 
創作絵本 
3.25(.50) 
N = 4 
2.29(.85) 
N = 59 2.22* 
2.00(.82) 
N = 14 
1.84(.75) 
N = 49 .69 
昔話絵本 
2.00(1.00) 
N = 3 
1.78(.70) 
N = 59 .53 
1.93(.92) 
N = 14 
1.52(.58) 
N = 48 2.01✝ 
ことばの絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.44(.65) 
N = 59 .57 
1.36(.75) 
N = 14 
1.13(.33) 




N = 4 
1.64(.77) 
N = 58 .28 
1.71(.83) 
N = 14 
1.55(.87) 




N = 4 
1.15(.41) 
N = 59 .74 
1.14(.53) 
N = 14 
1.06(.24) 
N = 49 .82 
その他の絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.64(.72) 
N = 58 1.06 
1.64(.93) 
N = 14 
1.39(.57) 
N = 49 .98 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 




表 5-68 絵本の種類別読み聞かせ頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 13 
9.87(2.51)
N = 45 .80 
9.37(2.43)
N = 19 
8.37(2.17) 
N = 38 1.57 
創作絵本 
2.46(1.05) 
N = 13 
2.34(.84) 
N = 47 .44 
2.16(.83) 
N = 19 
1.78(.70) 
N = 40 1.85✝ 
昔話絵本 
1.69(.75) 
N = 13 
1.83(.71) 
N = 46 .59 
1.90(.79) 
N = 20 
1.49(.60) 
N = 39 2.24* 
ことばの絵本 
1.54(.97) 
N = 13 
1.38(.53) 
N = 47 .56 
1.30(.66) 
N = 20 
1.10(.31) 




N = 13 
1.65(.82) 
N = 46 .16 
1.70(.73) 
N = 20 
1.58(.93) 




N = 13 
1.15(.42) 
N = 47 .59 
1.10(.45) 
N = 20 
1.05(.22) 
N = 40 .58 
その他の絵本 
2.00(.91) 
N = 13 
1.50(.62) 
N = 46 2.29* 
1.45(.61) 
N = 20 
1.43(.71) 
N = 40 .13 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-69 絵本の種類別読み聞かせ頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 6 
9.87(2.15)
N = 52 1.29 
9.18(2.65)
N = 17 
8.46(2.10) 
N = 41 1.09 
創作絵本 
2.43(.98) 
N = 7 
2.38(.86) 
N = 53 .15 
2.06(.75) 
N = 17 
1.81(.77) 
N = 42 1.13 
昔話絵本 
2.00(1.10) 
N = 6 
1.77(.67) 
N = 52 .73 
1.83(.86) 
N = 18 
1.54(.60) 
N = 41 1.53 
ことばの絵本 
1.43(.54) 
N = 7 
1.40(.63) 
N = 53 .13 
1.28(.67) 
N = 18 
1.14(.35) 




N = 7 
1.60(.75) 
N = 52 1.78✝ 
1.67(.77) 
N = 18 
1.57(.91) 




N = 7 
1.13(.39) 
N = 53 .94 
1.11(.47) 
N = 18 
1.05(.22) 
N = 42 .72 
その他の絵本 
1.71(.49) 
N = 7 
1.58(.72) 
N = 52 .49 
1.50(.62) 
N = 18 
1.43(.70) 
N = 42 .37 
※読み聞かせ頻度は、「１．まったく読まない」～「４．とてもよく読む」の 4件法 






による比較を行うために t 検定を行った（表 5-70、表 5-71、表 5-72 参照）。 
その結果、3 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが昔話絵本の読み
聞かせ冊数が多いことが示された(t (59) = 2.06, p <.05)。 
 
表 5-70 絵本の種類別読み聞かせ冊数（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 3 
10.70(3.61)
N = 57 .02 
12.31(7.86)
N = 13 
9.80(3.85) 
N = 46 1.11 
創作絵本 
3.33(1.16) 
N = 3 
2.71(1.63)
N = 59 .65 
2.79(1.89)
N = 14 
2.67(1.84) 
N = 49 .20 
昔話絵本 
2.50(1.29) 
N = 4 
1.85(1.03)
N = 59 1.21 
2.50(1.87)
N = 14 
1.72(.99) 
N = 47 2.06* 
ことばの絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.49(.95) 
N = 59 .50 
1.79(1.97)
N = 14 
1.13(.33) 




N = 4 
1.69(.98) 
N = 58 1.07 
1.85(1.28)
N = 13 
1.63(1.24) 




N = 4 
1.12(.38) 
N = 58 .63 
1.50(1.87)
N = 14 
1.10(.47) 
N = 49 .79 
その他の絵本 
1.25(.50) 
N = 4 
1.76(1.08)
N = 58 .93 
1.71(.99) 
N = 14 
1.59(1.32) 
N = 49 .32 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05 
 
表 5-71 絵本の種類別読み聞かせ冊数（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 13 
10.41(3.61)
N = 44 .88 
11.80(6.45)
N = 20 
9.61(4.11) 
N = 36 1.55 
創作絵本 
2.62(1.45) 
N = 13 
2.78(1.71)
N = 46 .32 
3.15(2.06)
N = 20 
2.58(1.74) 
N = 40 1.14 
昔話絵本 
1.85(1.14) 
N = 13 
1.89(1.05)
N = 47 .14 
2.30(1.63)
N = 20 
1.74(1.06) 
N = 38 1.59 
ことばの絵本 
1.85(1.73) 
N = 13 
1.34(.52) 
N = 47 1.04 
1.60(1.67)
N = 20 
1.10(.31) 




N = 13 
1.74(1.10)
N = 46 .15 
1.85(1.04)
N = 20 
1.64(1.37) 




N = 13 
1.09(.29) 
N = 46 .11 
1.35(1.57)
N = 20 
1.05(.22) 
N = 40 .85 
その他の絵本 
2.31(1.65) 
N = 13 
1.54(.78) 
N = 46 1.62 
1.55(.76) 
N = 20 
1.58(1.30) 
N = 40 .08 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 




表 5-72 絵本の種類別読み聞かせ冊数（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 6 
10.59(3.14)
N = 51 .50 
11.81(7.23)
N = 16 
9.66(3.93) 
N = 41 1.45 
創作絵本 
2.67(1.75) 
N = 6 
2.79(1.63)
N = 53 .18 
2.89(1.75)
N = 18 
2.57(1.89) 
N = 42 .61 
昔話絵本 
2.43(1.90) 
N = 7 
1.83(.91) 
N = 53 .82 
2.29(1.76)
N = 17 
1.76(1.02) 
N = 41 1.46 
ことばの絵本 
1.29(.49) 
N = 7 
1.47(.97) 
N = 53 .50 
1.61(1.75)
N = 18 
1.14(.35) 




N = 7 
1.60(.72) 
N = 52 1.63 
1.76(1.15)
N = 17 
1.67(1.32) 




N = 7 
1.13(.40) 
N = 52 .89 
1.39(1.65)
N = 18 
1.05(.22) 
N = 42 .87 
その他の絵本 
2.00(1.00) 
N = 7 
1.67(1.08)
N = 52 .76 
1.61(.78) 
N = 18 
1.55(1.27) 
N = 42 .20 
※読み聞かせ冊数は、1 回目調査では「１．0 冊」～「７．11 冊以上」の 7 件法、3 回目調査では「１．0
冊」～「８．11 冊以上」の 8 件法 






較を行うために t 検定を行った（表 5-73、表 5-74、表 5-75 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが「書かれている
内容がわかるように絵などに説明を加えながら読むようにした」読み聞かせ方であること
が示された(t (57.00) = 3.40, p <.01)。また、通信教育の経験があるほうが「子どもが自分
で読んだ時には読み方を教えてあげた」読み聞かせ方であることが示された(t (23.24) = 
2.56, p <.05)。さらに、市販の教材の経験があるほうが「子どもが読めるところは、子ども
に読ませながら読んだ」読み聞かせ方であることが示された(t (57) = 2.14, p <.05)。 
 
表 5-73 読み聞かせ方（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
14.75(2.22) 
N = 4 
13.95(3.30)
N = 58 .48 
13.50(4.30)
N = 12 
12.47(3.76) 




N = 4 
3.69(1.00)
N = 58 .61 
3.83(.84) 
N = 12 
3.15(1.22) 




N = 4 
3.52(1.08)
N = 58 3.40** 
3.25(1.49)
N = 12 
3.13(1.24) 




N = 4 
3.36(1.09)
N = 58 .24 
3.25(1.22)
N = 12 
2.83(1.11) 




N = 4 
3.38(.93) 
N = 58 .27 
3.17(1.59)
N = 12 
3.36(1.13) 




N = 3 
15.82(4.19)
N = 57 .89 
16.17(3.79)
N = 12 
14.94(4.25) 





N = 3 
2.83(1.28)
N = 59 .23 
3.25(1.06)
N = 12 
2.64(1.33) 




N = 4 
2.49(1.14)
N = 57 .02 
2.58(1.24)
N = 12 
2.32(1.22) 




N = 4 
3.22(1.25)
N = 59 .05 
2.67(1.23)
N = 12 
3.11(1.20) 




N = 4 
3.48(1.13)
N = 58 .82 
3.42(1.17)
N = 12 
3.00(1.18) 




N = 4 
3.92(1.09)
N = 59 .61 
4.25(.97) 
N = 12 
3.87(1.12) 
N = 47 1.07 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 




表 5-74 読み聞かせ方（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
14.23(2.62) 
N = 13 
14.22(3.22)
N = 46 .01 
12.47(4.07)
N = 19 
12.97(3.88) 




N = 13 
3.78(.94) 
N = 46 .05 
3.37(1.12)
N = 19 
3.32(1.20) 




N = 13 
3.59(1.09)
N = 46 .09 
3.11(1.33)
N = 19 
3.27(1.26) 




N = 13 
3.39(1.06)
N = 46 .44 
3.11(1.20)
N = 19 
2.89(1.10) 




N = 13 
3.46(.89) 
N = 46 .52 
2.89(1.20)
N = 19 
3.49(1.22) 




N = 13 
15.82(4.37)
N = 44 .66 
14.63(4.11)
N = 19 
15.76(4.17) 





N = 13 
2.85(1.25)
N = 46 .19 
2.42(1.22)
N = 19 
2.95(1.31) 




N = 13 
2.62(1.13)
N = 45 1.33 
2.16(1.17)
N = 19 
2.54(1.24) 




N = 13 
3.04(1.29)
N = 47 2.56* 
3.11(1.10)
N = 19 
3.05(1.27) 




N = 13 
3.41(1.20)
N = 46 .34 
3.00(1.20)
N = 19 
3.24(1.12) 




N = 13 
3.91(1.12)
N = 47 .73 
3.95(1.27)
N = 19 
3.97(1.04) 
N = 37 .08 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 




表 5-75 読み聞かせ方（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
会話型(合計) 
14.71(2.63) 
N = 7 
14.00(3.24)
N = 52 .56 
12.81(4.32)
N = 16 
12.55(3.84) 




N = 7 
3.69(1.02)
N = 52 1.18 
3.56(1.15)
N = 16 
3.15(1.21) 




N = 7 
3.54(1.04)
N = 52 1.09 
3.06(1.53)
N = 16 
3.20(1.24) 




N = 7 
3.38(1.01)
N = 52 .10 
3.13(1.36)
N = 16 
2.78(1.05) 




N = 7 
3.38(.84) 
N = 52 .19 
3.06(1.53)
N = 16 
3.43(1.13) 




N = 7 
15.67(3.97)
N = 52 1.60 
15.81(4.23)
N = 16 
14.73(4.18) 





N = 7 
2.74(1.20)
N = 53 2.14* 
2.88(1.31)
N = 16 
2.65(1.31) 




N = 7 
2.48(1.06)
N = 52 .04 
2.63(1.26)
N = 16 
2.18(1.17) 




N = 7 
3.19(1.23)
N = 53 .19 
2.88(1.20)
N = 16 
3.05(1.26) 




N = 7 
3.42(1.11)
N = 52 .32 
3.25(1.39)
N = 16 
3.00(1.13) 




N = 7 
3.91(1.06)
N = 53 1.26 
4.19(1.17)
N = 16 
3.85(1.08) 
N = 40 1.04 
※読み聞かせ方は「１．まったくそうではない」～「５．とてもそうだ」の 5件法 







を行った（表 5-76、表 5-77、表 5-78 参照）。 
その結果、3 回目調査において、通信教育の経験があるほうが子どもを対象とした本の蔵
書量(t (59) = 2.54, p <.05)、大人を対象とした本の蔵書量(t (51.46) = 3.31, p <.01)が多いこ
とが示された。 
 
表 5-76 自宅の蔵書量（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 4 
4.90(1.48)
N = 60 .19 
5.36(1.22)
N = 14 
4.92(1.41) 




N = 4 
4.57(1.92)
N = 60 .70 
5.21(2.05)
N = 14 
4.45(2.03) 
N = 49 1.24 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  
※括弧内は標準偏差  
 
表 5-77 自宅の蔵書量（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 13 
4.79(1.46)
N = 48 1.46 
5.65(1.14)
N = 20 
4.76(1.36) 




N = 13 
4.42(1.88)
N = 48 1.52 
5.65(1.46)
N = 20 
4.12(2.09) 
N = 42 3.31** 
※蔵書数は、「１．0冊」～「７．100 冊以上」の 7件法  
※括弧内は標準偏差  ※ * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-78 自宅の蔵書量（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 7 
4.94(1.52)
N = 54 .09 
5.06(1.66)
N = 18 
4.98(1.28) 




N = 7 
4.76(1.87)
N = 54 .44 
4.67(2.25)
N = 18 
4.72(1.94) 
N = 43 .10 







学習の経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-79、表 5-80、表 5-81 参
照）。その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 5-79 図書館などへ連れて行く頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 4 
4.98(1.26)
N = 60 .80 
5.14(1.61)
N = 14 
4.70(1.06) 
N = 50 1.23 
図書館 
2.50(1.29) 
N = 4 
1.75(.80) 
N = 60 1.76 
1.79(.98) 
N = 14 
1.74(.75) 
N = 50 .19 
本屋 
2.00(.00) 
N = 4 
2.10(.71) 
N = 60 .28 
2.21(.80) 
N = 14 
1.96(.57) 
N = 50 1.34 
本のイベント 
1.00(.00) 
N = 4 
1.13(.34) 
N = 60 .77 
1.14(.36) 
N = 14 
1.00(.00) 




表 5-80 図書館などへ連れて行く頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 13 
5.00(1.31)
N = 48 .00 
5.10(1.37)
N = 20 
4.66(1.11) 
N = 41 1.35 
図書館 
1.92(.86) 
N = 13 
1.75(.84) 
N = 48 .66 
1.80(.77) 
N = 20 
1.76(.83) 
N = 41 .20 
本屋 
1.92(.49) 
N = 13 
2.15(.74) 
N = 48 1.02 
2.20(.77) 
N = 20 
1.90(.54) 
N = 41 1.76✝ 
本のイベント 
1.15(.38) 
N = 13 
1.10(.31) 
N = 48 .49 
1.10(.31) 
N = 20 
1.00(.00) 
N = 41 1.45 
※連れて行く頻度は、「１．まったく行かない」～「４．とてもよく行く」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10 
 
表 5-81 図書館などへ連れて行く頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 7 
5.00(1.21)
N = 54 .28 
5.06(1.51)
N = 18 
4.70(1.06) 
N = 43 1.06 
図書館 
1.71(.95) 
N = 7 
1.80(.83) 
N = 54 .24 
1.78(.94) 
N = 18 
1.77(.75) 
N = 43 ,05 
本屋 
2.29(1.11) 
N = 7 
2.07(.64) 
N = 54 .49 
2.17(.79) 
N = 18 
1.93(.55) 
N = 43 1.34 
本のイベント 
1.14(.38) 
N = 7 
1.13(.34) 
N = 54 .10 
1.11(.32) 
N = 18 
1.00(.00) 








を行うために t 検定を行った（表 5-82、表 5-83、表 5-84 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが「よく話をする」
頻度が高いことが示された(t (57.00) = 7.16, p <.01)。また、通信教育の経験がないほうが
「一緒にスポーツ観戦に行く」頻度が高いことが示された(t (46.00) = 2.48, p <.05)。さら
に、市販の教材の経験があるほうが「一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりする」頻度が
高いことが示された(t (57) = 2.20, p <.05)。 
3 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが親子の交流の頻度（合計）
が高いこと(t (62) = 2.14, p <.05)、「よく話をする」頻度が高いこと (t (36.03) = 2.90, p <.01)
が示された。 
 
表 5-82 親子の交流の頻度（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 4 
22.97(3.54)
N = 58 .40 
25.71(3.83)
N = 14 
23.38(3.55) 





N = 4 
2.98(.91) 
N = 58 .04 
3.36(.75) 
N = 14 
3.04(.83) 
N = 50 1.29 
夕飯 
3.25(.96) 
N = 4 
3.59(.62) 
N = 58 1.01 
3.71(.61) 
N = 14 
3.64(.56) 
N = 50 .43 
映画 
1.00(.00) 
N = 4 
1.26(.72) 
N = 58 .72 
1.57(1.09)
N = 14 
1.44(.88) 
N = 50 .47 
話 
4.00(.00) 
N = 4 
3.47(.57) 
N = 58 7.16** 
3.86(.36) 
N = 14 
3.48(.61) 
N = 50 2.90** 
買い物 
2.75(.50) 
N = 4 
3.24(.71) 
N = 58 1.36 
3.57(.76) 
N = 14 
3.34(.75) 
N = 50 1.02 
スポーツ観戦 
1.00(.00) 
N = 4 
1.21(.59) 
N = 58 .70 
1.29(.83) 
N = 14 
1.08(.34) 
N = 50 .91 
ゲームや歌 
3.00(.82) 
N = 4 
3.00(.86) 
N = 58 .00 
3.29(.83) 
N = 14 
3.10(.84) 
N = 50 .73 
スポーツ 
2.25(.50) 
N = 4 
2.22(.94) 
N = 58 .05 
2.71(.83) 
N = 14 
2.24(.98) 
N = 50 1.65 
料理 
2.00(.00) 
N = 4 
2.00(.75) 
N = 58 .00 
2.36(.84) 
N = 14 
2.02(.92) 
N = 50 1.24 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 




表 5-83 親子の交流の頻度（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 12 
22.68(3.56)
N = 47 .87 
24.50(4.29)
N = 20 
23.56(3.34) 
N = 41 .94 
旅行や遊び 
3.17(.84) 
N = 12 
2.91(.91) 
N = 47 .87 
3.40(.75) 
N = 20 
3.00(.81) 
N = 41 1.86✝ 
夕飯 
3.75(.62) 
N = 12 
3.53(.65) 
N = 47 1.04 
3.55(.69) 
N = 20 
3.73(.50) 
N = 41 1.06 
映画 
1.25(.87) 
N = 12 
1.17(.52) 
N = 47 .41 
1.70(1.03)
N = 20 
1.32(.79) 
N = 41 1.61 
話 
3.50(.52) 
N = 12 
3.55(.54) 
N = 47 .31 
3.65(.59) 
N = 20 
3.54(.55) 
N = 41 .74 
買い物 
3.08(.67) 
N = 12 
3.23(.73) 
N = 47 .65 
3.50(.61) 
N = 20 
3.34(.79) 
N = 41 .79 
スポーツ観戦 
1.00(.00) 
N = 12 
1.21(.59) 
N = 47 2.48* 
1.20(.70) 
N = 20 
1.07(.35) 
N = 41 .96 
ゲームや歌 
3.25(.75) 
N = 12 
2.94(.87) 
N = 47 1.14 
3.00(.80) 
N = 20 
3.22(.85) 
N = 41 .97 
スポーツ 
2.33(.89) 
N = 12 
2.17(.92) 
N = 47 .55 
2.50(.89) 
N = 20 
2.17(.95) 
N = 41 1.30 
料理 
2.33(.49) 
N = 12 
1.96(.75) 
N = 47 1.64 
2.00(.86) 
N = 20 
2.17(.92) 
N = 41 .70 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05 
 
表 5-84 親子の交流の頻度（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 




N = 6 
22.62(3.60)
N = 53 1.26 
24.28(3.43)
N = 18 
23.67(3.91) 
N = 43 .57 
旅行や遊び 
3.33(.52) 
N = 6 
2.92(.92) 
N = 53 1.07 
3.22(.81) 
N = 18 
3.05(.82) 
N = 43 .77 
夕飯 
3.33(.82) 
N = 6 
3.58(.63) 
N = 53 .90 
3.50(.62) 
N = 18 
3.72(.55) 
N = 43 1.38 
映画 
1.17(.41) 
N = 6 
1.26(.74) 
N = 53 .32 
1.33(.77) 
N = 18 
1.47(.94) 
N = 43 .53 
話 
3.83(.41) 
N = 6 
3.45(.57) 
N = 53 2.06✝ 
3.27(.58) 
N = 18 
3.49(.59) 
N = 43 1.42 
買い物 
3.67(.52) 
N = 6 
3.13(.71) 
N = 53 1.79✝ 
3.39(.78) 
N = 18 
3.37(.76) 
N = 43 .08 
スポーツ観戦 
1.00(.00) 
N = 6 
1.23(.61) 
N = 53 .90 
1.17(.71) 
N = 18 
1.09(.37) 
N = 43 .54 
ゲームや歌 
3.67(.52) 
N = 6 
2.89(.85) 
N = 53 2.20* 
3.28(.83) 
N = 18 
3.14(.83) 
N = 43 .59 
スポーツ 
2.17(.75) 
N = 6 
2.17(.89) 
N = 53 .01 
2.44(.92) 
N = 18 
2.33(.99) 
N = 43 .44 
料理 
2.33(.52) 
N = 6 
1.98(.75) 
N = 53 1.12 
2.22(.73) 
N = 18 
2.02(.99) 
N = 43 .77 
※「１．まったくしなかった」～「４．とてもよくした」の 4件法 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  
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5.4.3. 面接調査 1 結果 
幼児の読書のレディネスの合計得点と各下位テスト得点について、各習い事・家庭学習
の経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-85、表 5-86、表 5-87 参照）。 
その結果、1 回目調査において、受験目的ではない塾の経験があるほうが読字(t (58.00) = 
6.66, p <.01)、絵と文字の結合(t (58.00) = 8.12, p <.01)の得点が高くなることが示された。
また、通信教育の経験があるほうが読書のレディネス（合計）(t (58) = 2.87, p <.01)、読字
(t (57.03) = 3.29, p <.01)、絵と文字の結合(t (25.66) = 3.08, p <.01)の得点が高くなること
が示された。 
3 回目調査においては、受験目的ではない塾の経験があるほうが絵と文字の経験の得点が
高くなることが示された(t (49.00) = 2.67, p <.05)。また、通信教育の経験があるほうが絵
と文字の結合の得点が高くなることが示された(t (40.00) = 2.71, p <.05)。 
 
表 5-85 読書のレディネス得点（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 4 
10.10(3.78)
N = 59 1.89✝ 
16.21(1.67)
N = 14 
15.18(2.78) 
N = 50 1.74✝ 
読字 
6.00(.00) 
N = 4 
4.68(1.53)
N = 59 6.66** 
5.86(.36) 
N = 14 
5.78(.51) 




N = 4 
1.63(1.30)
N = 59 8.12** 
3.00(.00) 
N = 14 
2.78(.58) 
N = 50 2.67* 
お話の構成 
3.00(2.45) 
N = 4 
2.41(2.23)
N = 59 .51 
4.71(1.82)
N = 14 
4.04(2.07) 
 N = 50 1.10 
物語理解 
1.75(.50) 
N = 4 
1.39(.87) 
N = 59 .81 
2.64(.50) 
N = 14 
2.58(.67) 
N = 50 .33 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  ※ ✝ <.10  * p <.05  ** p <.01 
 
表 5-86 読書のレディネス得点（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 13 
9.57(3.84)
N = 47 2.87** 
15.85(2.32)
N = 20 
15.12(2.80) 
N = 41 1.00 
読字 
5.46(.52) 
N = 13 
4.53(1.67)
N = 47 3.29** 
5.80(.52) 
N = 20 
5.78(.48) 




N = 13 
1.45(1.32)
N = 47 3.08** 
3.00(.00) 
N = 20 
2.73(.63) 
N = 41 2.71* 
お話の構成 
3.46(2.37) 
N = 13 
2.15(2.11)
N = 47 1.94✝ 
4.30(2.13)
N = 20 
4.10(2.05) 
N = 41 .36 
物語理解 
1.46(1.20) 
N = 13 
1.45(.75) 
N = 47 .04 
2.75(.55) 
N = 20 
2.51(.68) 
N = 41 1.47 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 




表 5-87 読書のレディネス得点（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 





N = 7 
10.34(3.51)
N = 53 .42 
14.78(2.71)
N = 18 
15.63(2.63) 
N = 43 1.14 
読字 
4.29(2.36) 
N = 7 
4.89(1.33)
N = 53 .66 
5.78(.43) 
N = 18 
5.79(.51) 




N = 7 
1.64(1.35)
N = 53 1.40 
2.83(.51) 
N = 18 
3.61(2.23) 
N = 43 .13 
お話の構成 
3.14(2.80) 
N = 7 
2.38(2.22)
N = 53 .83 
3.61(2.23)
N = 18 
4.40(1.97) 
N = 43 1.37 
物語理解 
1.29(.76) 
N = 7 
1.43(.87) 
N = 53 .43 
2.56(.62) 
N = 18 
2.63(.66) 
N = 43 .40 
※読字は 6点満点、絵と文字の結合は 3 点満点、お話の構成は 6点満点、物語理解は 3点満点 
※読書のレディネス(合計)は 18 点満点 
※括弧内は標準偏差  
 
5.4.4. 面接調査 2 結果 
想像力得点（イメージ量、エピソード数、創造物数）について、各習い事・家庭学習の
経験の有無による比較を行うために t 検定を行った（表 5-88、表 5-89、表 5-90 参照）。 
その結果、いずれにおいても有意差はみられなかった。 
 
表 5-88 想像力得点（受験目的ではない塾の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
2.00(1.41) 
N = 4 
2.74(4.35)
N = 50 .34 
4.38(3.02)
N = 13 
4.36(4.22) 
N = 47 .02 
エピソード数 
1.25(1.26) 
N = 4 
1.40(2.15)
N = 50 .14 
2.85(1.63)
N = 13 
2.66(2.57) 
N = 47 .25 
創造物数 
.00(.00) 
N = 4 
.48(1.42) 
N = 50 .67 
.23(.60) 
N = 13 
.15(.42) 




表 5-89 想像力得点（通信教育の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
1.82(2.48) 
N = 11 
2.80(4.62)
N = 41 .68 
3.63(2.43)
N = 19 
4.69(4.60) 
N = 39 1.15 
エピソード数 
.91(1.14) 
N = 11 
1.51(2.31)
N = 41 .83 
2.32(1.70)
N = 19 
2.87(2.67) 
N = 39 .83 
創造物数 
.09(.30) 
N = 11 
.51(1.55) 
N = 41 .89 
.16(.50) 
N = 19 
.18(.50) 






表 5-90 想像力得点（市販の教材の経験の有無による比較） 
 1 回目調査 3 回目調査 
 経験あり 経験なし t 値 経験あり 経験なし t 値 
イメージ量 
7.00(10.43) 
N = 6 
2.17(2.39)
N = 47 1.13 
3.18(2.88)
N = 17 
4.59(3.90) 
N = 41 1.34 
エピソード数 
3.83(4.58) 
N = 6 
1.09(1.37)
N = 47 1.46 
2.00(1.77)
N = 17 
2.83(2.26) 
N = 41 1.35 
創造物数 
1.67(3.62) 
N = 6 
.30(.72) 
N = 47 .93 
.24(.56) 
N = 17 
.10(.37) 





























くなること（R 2 = .16, β = -.26, p < .05）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えて
あげた」読み聞かせ方であるほど読字が低くなること（R 2 = .19, β = -.26, p < .05）が示
された。 
(2)自宅の蔵書量と読書のレディネス 
子どもを対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高くなること（R 2 = .19, β = .30, 
p < .05）、大人を対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高くなること（R 2 = .16, β 
231 
 
= .25, p < .05）が示された。 
(3)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .17, β = .27, p < .05）、
読書のレディネス（合計）（R 2 = .48, β = .27, p < .01）が高くなること、図書館へ連れて
行く頻度が高いほど読書のレディネス（合計）が高くなること（R 2 = .45, β = .20, p < .05）
が示された。 
(4) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒に映画に行く」頻度が高いほど読字（R 2 = .24, β = -.34, p < .01）、物語理解（R 




子どもを対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高くなること（R 2 = .18, β = .30, 
p < .05）が示された。 
(2)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .20, β = .30, p < .05）、
読書のレディネス（合計）（R 2 = .48, β = .28, p < .01）が高くなること、図書館へ連れて
行く頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 = .17, β = .26, p < .05）が示された。 
(3) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒に映画に行く」頻度が高いほど読字（R 2 = .30, β = -.44, p < .01）、物語理解（R 





かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 = .20, β = -.28, p < .05）、「本に出てくる
ものの名前を教えながら読んだ」読み聞かせ方であるほど物語理解が低くなること（R 2 
= .19, β = -.26, p < .05）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えてあげた」読み聞か
せ方であるほど読字が低くなること（R 2 = .23, β = -.30, p < .05）が示された。 
(2)自宅の蔵書量と読書のレディネス 
子どもを対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高くなること（R 2 = .22, β = .30, 
p < .05）、大人を対象とした本の蔵書量が多いほど物語理解が高くなること（R 2 = .22, β 
= .30, p < .05）が示された。 
(3)図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と読書のレディネス 
図書館などへ連れて行く頻度（合計）が高いほど物語理解（R 2 = .20, β = .26, p < .05）、
読書のレディネス（合計）（R 2 = .49, β = .27, p < .01）が高くなること、図書館へ連れて
行く頻度が高いほど物語理解が高くなること（R 2 = .19, β = .25, p < .05）、本屋へ連れて





「一緒に映画に行く」頻度が高いほど読字（R 2 = .27, β = -.33, p < .01）、物語理解（R 









「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほどお話の構成が高くなること（R 2 = .29,
β = .29, p < .05）、「子どもが自分で読んだ時には読み方を教えてあげた」読み聞かせ方で
あるほどお話の構成（R 2 = .30, β = .27, p < .05）が高くなること、「子どもが読めると
ころは読ませながら読んだ」読み聞かせ方であるほどお話の構成が高くなること（R 2 = .28, 
β = .24, p < .05）が示された。 
(2) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒にスポーツをする」頻度が高いほど読書のレディネス（合計）が高くなること（R 




「一人読み促進型読み聞かせ（合計）」であるほどお話の構成が高くなること（R 2 = .29,
β = .30, p < .05）、「子どもが読めるところは読ませながら読んだ」読み聞かせ方であるほ
どお話の構成が高くなること（R 2 = .29, β = .25, p < .05）が示された。 
(2) 親子の交流の頻度と読書のレディネス 
「一緒にスポーツをする」頻度が高いほど読書のレディネス（合計）が高くなること（R 




親子の交流の頻度（合計）が高いほど絵と文字の結合が高くなること（R 2 = .23, β = .26, 


























絵本の読み聞かせ頻度が高いほど創造物数が多くなること（R 2 = .36, β = .42, p < .01）、
絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .18, β = .34, p < .05）
が示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と想像力 
創作絵本の読み聞かせ頻度が高いほど創造物数が多くなること（R 2 = .30, β = .31, p 





絵本の読み聞かせ頻度が高いほど創造物数が多くなること（R 2 = .33, β = .29, p < .05）、





絵本の読み聞かせ頻度が高いほど創造物数が多くなること（R 2 = .38, β = .36, p < .01）、
絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .31, β = .44, p < .01）
が示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と想像力 










絵本の読み聞かせ頻度が高いほどイメージ量が多くなること（R 2 = .20, β = .32, p 
< .05）、絵本の読み聞かせ冊数が多いほどイメージ量が多くなること（R 2 = .20, β = .30, 








絵本の読み聞かせ頻度が高いほどイメージ量（R 2 = .30, β = .33, p < .05）、エピソード
数（R 2 = .21, β = .29, p < .05）が多くなること、絵本の読み聞かせ冊数が多いほどイメ
ージ量（R 2 = .33, β = .38, p < .01）が多くなることが示された。 
(2)絵本の種類別読み聞かせ量（頻度・冊数）と想像力 
絵本の読み聞かせ頻度（合計）が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 = .22, β 
= .31, p < .05）、昔話絵本の読み聞かせ頻度が高いほどエピソード数が多くなること（R 2 
= .26, β = .36, p < .05）、昔話絵本の読み聞かせ冊数が多いほどエピソード数が多くなる



























保護者の読書量は、3 回目調査より 2 回目調査のほうが保護者の読書量が多いことが示さ
れた。また、3 回目調査より 1 回目調査のほうが保護者の読書量が多いことが示された。こ















絵本の読み聞かせについて、1 回目調査、2 回目調査、3 回目調査と回を重ねるごとに頻
度は低くなり、冊数は少なくなることが示された。ベネッセ教育総合研究所(2008)[38]の「第
3 回子育て生活基本調査（幼児版）」においても、「絵本や本の読み聞かせをする」週あたり
の平均日数は 3.6 日、3.1 日、2.7 日と段階的に減少しており、その理由として「成長とと
もに母親にしてもらう必要がなくなるからであろう」と述べている。本研究でもこの結果
が支持されており、年齢が上がるにつれて家庭での読み聞かせ頻度・冊数は減少し、子ど
もが 1 人で読むことが多くなってくると考えられる。 
また、男児より女児のほうが早い時期に読み聞かせ頻度・冊数が減少していることが示










































































子どもを対象とした本の蔵書量は、全体の結果において全体の平均値はいずれも 4 から 5
の間であった。自宅の蔵書量の得点は 4 点が「21～30 冊」、5 点が「31～50 冊」であった。
年少児から年長児までの保護者 332 名を対象とした秋田・無藤(1996)[34]の調査では、全体

































親子の交流の頻度について、2 回目調査より 3 回目調査のほうが一緒に歌を歌ったり、ゲ
































絵と文字の結合の平均点は、3 回目調査において満点の 9 割を超えていた。3 回目調査は 5
歳後半～6 歳の幼児を調査対象としており、この時期にはほとんどの子どもがひらがなを読
めることが多くの調査において明らかになっている（国立国語研究所, 1972[41]; 島村・三神, 














































(1994)[16]の調査では、5 歳児のほうが 4 歳児に比べて明らかに語彙力の発達が進んでいるこ
とが明らかになっている。したがって、語彙力の発達とともにイメージ量、エピソード数
が多くなっていることが示唆される。 
















その結果、3 つの分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および
3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、半年
間の 2 つの分析で、次のような共通した影響がみられた（表 6-1 参照）。 
1 回目調査および 2 回目調査の半年間、2 回目調査および 3 回目調査の半年間の 2 つの分
析において、保護者の読書好意度が高いほど大人を対象とした本の蔵書量が多くなること
が示された。 























表 6-1 保護者の読書好意度・読書量と子どもに対する保護者の行動の影響関係 







→蔵書量（大人の本）  ＋ ＋ 
保護者の読書好意度 
→図書館などへ連れて行く頻度（合計）   ＋ 
保護者の読書量 













よび 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調
査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、半年間の分析のどちらか 1 つにおいてのみ












表 6-2 絵本の種類別読み聞かせ量と読書のレディネスの影響関係 








 ＋  
わらべうた・詩の絵本（頻度） 
→読書のレディネス（合計） 
 －  
わらべうた・詩の絵本（頻度） 
→お話の構成 
 －  
その他の絵本（頻度） 
→絵と文字の結合 






絵本の読み聞かせ方と読書のレディネスの影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2
回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査およ
び 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、半年間の分析のどちらか 1 つにおいてのみ影響が
みられた（表 6-3 参照）。絵本のよみきかせ方の影響の分析では、半年間の 2 つの分析で共
通した影響はみられなかったため、安定した結果とは言えないと考えられる。 










表 6-3 絵本の読み聞かせ方と読書のレディネスの影響関係 








  ＋ 
一人読み促進型読み聞かせ（合計） 
→物語理解 
 －  
字を教えながら 
→物語理解 
－ －  
読み方を教えてあげた 
→読字 
－   
読み方を教えてあげた 
→物語理解 
 －  
一人で読んだら褒める 
→物語理解 
 －  
読めるところは読ませながら 
→お話の構成 
  ＋ 
読めるところは読ませながら 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
内容に説明を加えながら 
→お話の構成 
  ＋ 
内容に説明を加えながら 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
絵に説明を加えながら 
→物語理解 
－   
ものの名前を教えながら 
→物語理解 






自宅の蔵書量と読書のレディネスの影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回目調
査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および 3 回
目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析においてのみ影響がみられた（表 6-4 参照）。
なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。 









表 6-4 自宅の蔵書量と読書のレディネスの影響関係 








＋   
蔵書量（大人の本） 
→物語理解 
＋   
蔵書量（大人の本） 
→読書のレディネス（合計） 







および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目
調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられた（表 
6-5 参照）。なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。 























＋ ＋  
図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度（合計）
→物語理解 
＋   
図書館へ連れて行く頻度 
→読書のレディネス（合計） 
＋ ＋  
図書館へ連れて行く頻度 
→お話の構成 
 ＋  
図書館へ連れて行く頻度 
→物語理解 
＋   
本屋へ連れて行く頻度 
→読書のレディネス（合計） 






親子の交流の頻度と読書のレディネスの影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回
目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および
3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられた（表 6-6 参照）。
なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。2 つの半年間の分析でそれぞ
れ結果が異なるものについては後述する「6.5.3 読書のレディネスを高める場合と低める場
合のある要因」で述べることとする。 







表 6-6 親子の交流の頻度と読書のレディネスの影響関係 






親子の交流（合計）→お話の構成   ＋ 
親子の交流（合計）→物語理解   － 
親子で買い物 →絵と文字の結合  －  
親子で旅行や遊び →絵と文字の結合 ＋   
親子で旅行や遊び →お話の構成   ＋ 
親子で旅行や遊び →物語理解  ＋  
親子で話 →読書のレディネス（合計）   ＋ 
親子で話 →お話の構成   ＋ 
親子で話 →物語理解  ＋ － 
親子で夕飯 →絵と文字の結合   ＋ 
親子でゲームや歌 →物語理解   － 
親子でスポーツ →物語理解   － 
親子で映画 →読字 －   








および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目




半年間の影響の個別分析では、1 回目調査および 2 回目調査の半年間の分析において、保
護者の読書好意度が高いほど絵と文字の結合が低くなること、保護者の読書量が多いほど
絵と文字の結合が低くなることが示された。施設環境や習い事・家庭学習の影響を取り除








表 6-7 保護者の読書好意度・読書量と読書のレディネスの影響関係 








 －  
保護者の読書量 
→絵と文字の結合 







よび 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調
査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、半年間のどちらか 1 つの分析においてのみ



















表 6-8 絵本の種類別読み聞かせ量と読書のレディネスの影響関係 








 ＋  
わらべうた・詩の絵本（頻度） 
→読書のレディネス（合計） 
 －  
わらべうた・詩の絵本（頻度） 
→お話の構成 
 －  
その他の絵本（頻度） 
→絵と文字の結合 






親子の交流の頻度と読書のレディネスの影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回
目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および
3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられた（表 6-9 参照）。
なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。 






なることは 1 回目調査および 2 回目調査の半年間の分析でも見られたが、2 回目調査および
3 回目調査の半年間の分析では見られなかったため、半年間では安定した結果は得られなか
った。 
また、1 回目調査および 3 回目調査の 1 年間の分析において、「子どもが自分で読んだ時
には読み方を教えてあげた」読み聞かせ方であるほど読字が低くなることが示された。島
村・三神(1994)[57]は、ひらがなを 9 割読めるようになるのは 5 歳 10 カ月であることを明ら














表 6-9 絵本の読み聞かせ方と読書のレディネスの影響関係 








  ＋ 
一人読み促進型読み聞かせ（合計） 
→物語理解 
 －  
字を教えながら 
→物語理解 
－ －  
読み方を教えてあげた 
→読字 
－   
読み方を教えてあげた 
→物語理解 
 －  
一人で読んだら褒める 
→物語理解 
 －  
読めるところは読ませながら 
→お話の構成 
  ＋ 
読めるところは読ませながら 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
内容に説明を加えながら 
→お話の構成 
  ＋ 
内容に説明を加えながら 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
絵に説明を加えながら 
→物語理解 
－   
ものの名前を教えながら 
→物語理解 






親子の交流と読書のレディネスの影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回目調査
の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および 3 回目
調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられた（表 6-10 参照）。な
お、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。また、2 つの半年間の分析でそ
れぞれ結果が異なるものについては後述する「6.5.3 読書のレディネスを高める場合と低め
る場合のある要因」で述べることとする。 









表 6-10 親子の交流の頻度と読書のレディネスの影響関係 






親子の交流（合計）→お話の構成   ＋ 
親子の交流（合計）→物語理解   － 
親子で買い物 →絵と文字の結合  －  
親子で旅行や遊び →絵と文字の結合 ＋   
親子で旅行や遊び →お話の構成   ＋ 
親子で旅行や遊び →物語理解  ＋  
親子で話 →読書のレディネス（合計）   ＋ 
親子で話 →お話の構成   ＋ 
親子で話 →物語理解  ＋ － 
親子で夕飯 →絵と文字の結合   ＋ 
親子でゲームや歌 →物語理解   － 
親子でスポーツ →物語理解   － 
親子で映画 →読字 －   








よび 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調
査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、2 つの半年間の影響関係でそれぞれ異なっ
た結果が得られた（表 6-11 参照）。 













表 6-11 絵本の種類別読み聞かせ量と読書のレディネスの影響関係 








 ＋  
わらべうた・詩の絵本（頻度） 
→読書のレディネス（合計） 
 －  
わらべうた・詩の絵本（頻度） 
→お話の構成 
 －  
その他の絵本（頻度） 
→絵と文字の結合 






親子の交流の頻度と読書のレディネスの影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回
目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および
3 回目調査の分析（1 年間））のうち、2 つの半年間の影響関係でそれぞれ異なった結果が得
られた（表 6-12 参照）。 
1 回目調査および 2 回目調査の半年間の分析において、親子で話をする頻度が高いほど物







表 6-12 親子の交流の頻度と読書のレディネスの影響関係 






親子の交流（合計）→お話の構成   ＋ 
親子の交流（合計）→物語理解   － 
親子で買い物 →絵と文字の結合  －  
親子で旅行や遊び →絵と文字の結合 ＋   
親子で旅行や遊び →お話の構成   ＋ 
親子で旅行や遊び →物語理解  ＋  
親子で話 →読書のレディネス（合計）   ＋ 
親子で話 →お話の構成   ＋ 
親子で話 →物語理解  ＋ － 
親子で夕飯 →絵と文字の結合   ＋ 
親子でゲームや歌 →物語理解   － 
親子でスポーツ →物語理解   － 
親子で映画 →読字 －   











絵本の読み聞かせ量と想像力の影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回目調査の
分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調
査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられた（表 6-13 参照）。なお、
半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。 














表 6-13 絵本の読み聞かせ量と想像力の影響関係 








＋   
絵本の読み聞かせ冊数 
→エピソード数 






絵本の種類別読み聞かせ量と想像力の影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回目
調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および 3
回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられた（表 6-14 参照）。
なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。 





表 6-14 絵本の種類別読み聞かせ量と想像力の影響関係 








  ＋ 
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→エピソード数 
  ＋ 
創作絵本の読み聞かせ頻度 
→創造物数 
＋   
昔話絵本の読み聞かせ頻度 
→エピソード数 
  ＋ 
ことばの絵本の読み聞かせ頻度 
→イメージ量 
  ＋ 
ことばの絵本の読み聞かせ頻度 
→エピソード数 
  ＋ 
ことばの絵本の読み聞かせ冊数 
→イメージ量 
  ＋ 
ことばの絵本の読み聞かせ冊数 
→エピソード数 
  ＋ 
知識・科学絵本の読み聞かせ頻度 
→エピソード数 
  ＋ 
知識・科学絵本の読み聞かせ冊数 
→エピソード数 






図書館などへ連れて行く頻度と想像力の影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回











表 6-15 図書館・本屋・本のイベントへ連れて行く頻度と想像力の影響関係 













親子の交流と想像力の影響関係は、3 つの分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半
年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調査の分析
（1 年間））のうち、半年間のどちらか 1 つの分析においてのみ影響がみられた（表 6-16
参照）。親子の交流の頻度の影響の分析では、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられ
なかったため、安定した結果とは言えないと考えられる。 








表 6-16 親子の交流の頻度と想像力の影響関係 




















の分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分
































 －  
絵本の読み聞かせ冊数 
→物語理解 





 －  
絵本の読み聞かせ頻度 
→物語理解 










  ＋ 
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→絵と文字の結合 







の分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分
析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析におい
て影響がみられた（表 6-18 参照）。なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられな
かった。 























 －  
絵本の読み聞かせ冊数 
→物語理解 





 －  
絵本の読み聞かせ頻度 
→物語理解 










  ＋ 
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→絵と文字の結合 














回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、
1 回目調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析において影響がみられ
た（表 6-19 参照）。なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられなかった。 






表 6-19 絵本の読み聞かせ量と想像力の影響関係への他の家庭環境の調整効果 










 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→イメージ量 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→創造物数 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→エピソード数 
＋   
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→イメージ量 
 －  
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→創造物数 







回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分析（半年間）、











表 6-20 絵本の読み聞かせ量と想像力の影響関係への他の家庭環境の調整効果 










 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→イメージ量 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→創造物数 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→エピソード数 
＋   
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→イメージ量 
 －  
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→創造物数 














の分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分
析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析におい
て影響がみられた（表 6-21 参照）。なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられな
かった。また、2 つの半年間の分析でそれぞれ結果が異なるものについては後述する「6.9.3
読書のレディネスを高める場合と低める場合のある要因」で述べることとする。 
1 回目調査および 3 回目調査の 1 年間の分析において、施設 A の群で大人を対象とした
本の蔵書量が多いほど絵と文字の結合が高くなることが示された。施設 A はドリルやプリ
ントなどを用いた文字指導を行っていないため、自宅の蔵書量が絵と文字の結合に与える
影響が顕著に示されたと考えられる。なお、この影響関係は、2 回目調査および 3 回目調査
の半年間の分析でも見られたが、1 回目調査および 2 回目調査の半年間の分析では見られな
かったため、半年間では安定した結果は得られなかった。 





さらに、1 回目調査および 3 回目調査の 1 年間の分析において、施設 A の群で、会話型
















表 6-21 家庭環境と読書のレディネスの影響関係への保育・教育施設環境による調整効果 






施設 Aの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 ＋  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
＋   
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 － ＋ 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  ＋ 
保護者の読書好意度 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
＋  ＋ 
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
＋   
施設 Bの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 ＋  
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 ＋ － 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  － 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
－   
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
－   
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
－   
親子の交流の頻度（合計） 
→物語理解 







の分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分
析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、1 年間の分析におい
て影響がみられた（表 6-22 参照）。なお、半年間の 2 つの分析で共通した影響はみられな
かった。また、2 つの半年間の分析でそれぞれ結果が異なるものについては後述する「6.9.3
読書のレディネスを高める場合と低める場合のある要因」で述べることとする。 



















表 6-22 家庭環境と読書のレディネスの影響関係への保育・教育施設環境による調整効果 






施設 Aの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 ＋  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
＋   
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 － ＋ 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  ＋ 
保護者の読書好意度 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
＋  ＋ 
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
＋   
施設 Bの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 ＋  
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 ＋ － 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  － 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
－   
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
－   
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
－   
親子の交流の頻度（合計） 
→物語理解 







の分析（1 回目調査および 2 回目調査の分析（半年間）、2 回目調査および 3 回目調査の分
析（半年間）、1 回目調査および 3 回目調査の分析（1 年間））のうち、2 つの半年間の影響
関係でそれぞれ異なった結果が得られた（表 6-23 参照）。 
















表 6-23 家庭環境と読書のレディネスの影響関係への保育・教育施設環境による調整効果 






施設 Aの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 ＋  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
＋   
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 － ＋ 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  ＋ 
保護者の読書好意度 
→読書のレディネス（合計） 
  ＋ 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
＋  ＋ 
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
＋   
施設 Bの群 蔵書量（大人の本） 
→読字 
 －  
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→物語理解 
 ＋  
絵本の読み聞かせ冊数（合計） 
→物語理解 
 ＋ － 
保護者の読書好意度 
→物語理解 
  － 
蔵書量（大人の本） 
→絵と文字の結合 
－   
絵本の読み聞かせ頻度（合計） 
→お話の構成 
－   
会話型読み聞かせ（合計） 
→お話の構成 
－   
親子の交流の頻度（合計） 
→物語理解 




















今後の課題としては、次の 2 点が挙げられる。 
第 1 に、読書のレディネスは 7 歳で高原状態に達する（福沢, 1981）[11]と言われている
が、本研究では 6 歳児までの調査であった。また、想像力についても 5 歳前後頃から現実
をある程度離れて思考することが始まってくる（堂野, 1994）[16]と言われているため、6 歳
以降においても継続して発達していくことが予測される。本研究においても、読字と絵と




第 2 に、1 回目調査における保護者への質問紙調査の回収率が 65.9%と低かったため、分
析対象となりえなかったものが多くいた。また、2 回目以降は新たな施設に依頼したり、質
問紙の回収率を上げる工夫を行った結果、2 回目調査および 3 回目調査の影響関係の分析対
象は増やすことができたが、1 回目調査の回収率が低かったために、1 回目調査および 2 回





















それぞれの影響関係を検討するために 2 時点のデータ（1 時点目と 2 時点目、2 時点目と 3
時点目、1 時点目と 3 時点目）に対する重回帰分析を行ったところ、3 つの分析に共通した
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１．男     ２．女 
(A-2)現在のお子様の月齢について（数字をカッコ内にご記入ください） 
（    ）歳 （    ）ヵ月 
(A-3)きょうだいの中のお子様の位置について（あてはまる数字 1 つに○をつけてくだ
さい） 
１．長子  ２．中間子  ３．末子  ４．一人っ子 
(A-4)現在、お子様と同居されている人について（あてはまる数字すべてに○をつけて
ください） 
１．母   ２．父   ３．兄   ４．姉   ５．弟   ６．妹 






１．0冊     ２．1～10 冊   ３．11～20 冊   ４．21～30 冊 




１．0冊       ２．1～10 冊   ３．11～20 冊   ４．21～30 冊 





１．好きではない  ２．あまり好きではない  ３．どちらでもない 





















１．まったく行かない  ２．たまに行く  ３．よく行く  ４．とてもよく行く 
 
C.読み聞かせについて 









１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 
５．7～8冊   ６．9～10 冊   ７．11 冊以上 
 
(C-2) 最近 1 ヶ月において、誰が読み聞かせを行う場合が多かったですか。最も多い人に
○、次に多い人に×、次に多い人に△をつけてください。 
１．母  ２．父  ３．祖母  ４．祖父  ５．きょうだい 













１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.3(D-2)へ進んで下さい。 
 
[D-1b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に創作絵本を読みましたか。
あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 
５．7～8冊   ６．9～10 冊   ７．11 冊以上 
 
[D-1c] 最近 1ヶ月において、よく読んだ創作絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 
出版社（                           ） 
 





１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.4(D-3)へ進んで下さい。 
 
[D-2b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に昔話絵本を読みましたか。
あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 
５．7～8冊   ６．9～10 冊   ７．11 冊以上 
 
[D-2c] 最近 1ヶ月において、よく読んだ昔話絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 












１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.4(D-4)へ進んで下さい。 
 
[D-3b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にことばの絵本を読みました
か。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 
５．7～8冊   ６．9～10 冊   ７．11 冊以上 
 
[D-3c] 最近 1ヶ月において、よく読んだことばの絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 
出版社（                           ） 
 






１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.5(D-5)へ進んで下さい。 
 
[D-4b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に知識・科学絵本を読みまし
たか。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 
５．7～8冊   ６．9～10 冊   ７．11 冊以上 
 
[D-4c] 最近 1ヶ月において、よく読んだ知識・科学絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 












１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.5(D-6)へ進んで下さい。 
 
[D-5b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にわらべうた・詩の絵本を読
みましたか。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 
５．7～8冊   ６．9～10 冊   ７．11 冊以上 
 
[D-5c] 最近 1ヶ月において、よく読んだわらべうた・詩の絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 
出版社（                           ） 
 










１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.6 の「E.読み聞かせ方について」へ進んで下さい。 
 
[D-6b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にその他の絵本を読みました
か。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊    ２．1～2冊     ３．3～4冊   ４．5～6冊 






[D-6c] 最近 1ヶ月において、よく読んだその他の絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 





















１ ２ ３ ４ ５
E-2 書かれている内容がわかるように絵などに説明を 
加えながら読むようにした。 
１ ２ ３ ４ ５
E-3 本に出てくる物の名前を教えながら読んだ。 
 
１ ２ ３ ４ ５
E-4 あまり話しかけたりせず、書かれている文章を 
そのまま読むようにした。 
１ ２ ３ ４ ５
E-5 子どもが読めるところは、子どもに読ませながら 
読んだ。 
１ ２ ３ ４ ５
E-6 字を教えながら読んだ。 
 
１ ２ ３ ４ ５
E-7 子どもが自分で読んだ時には読み方を教えて 
あげた。 
１ ２ ３ ４ ５
E-8 読んでいる間や読んだ後に書かれている内容がわか
るように、説明を加えながら読むようにした。 
１ ２ ３ ４ ５
E-9 子どもが一人で本を見たり、自分で読んだりした時
にはほめるようにした。 






















F-1 家族で一緒に旅行や遊びに行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-2 家族で一緒に夕飯を食べましたか。 １ ２ ３ ４
F-3 お子様と一緒に映画を見に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-4 お子様とよく話をしましたか。 １ ２ ３ ４
F-5 お子様と一緒に買物に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-6 お子様と一緒にスポーツ観戦に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-7 お子様と一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりしましたか。 １ ２ ３ ４
F-8 お子様と一緒にスポーツをしたりしましたか。 １ ２ ３ ４





１．男   ２．女 
 
(G-2)年齢について（当てはまる数字１つに○をつけてください） 
１．10 歳代 ２．20 歳代 ３．30 歳代 ４．40 歳代 ５．50 歳代 ６．60 歳代以上 
 
(G-3)お子様とのご関係について（当てはまる数字１つに○をつけてください） 










１．男     ２．女 
(A-2)現在のお子様の月齢について（数字をカッコ内にご記入ください） 
（    ）歳 （    ）ヵ月 
(A-3)お子様のきょうだいの有無について（あてはまる数字 1つに○をつけてください） 
   １．一人っ子   ２．兄弟姉妹がいる 
(A-3)きょうだいの中のお子様の位置について（あてはまる数字 1 つに○をつけてくだ
さい） 
１．長子  ２．中間子  ３．末子   
(A-4)現在、お子様と同居されている人について（あてはまる数字すべてに○をつけて
ください） 
１．母   ２．父   ３．兄   ４．姉   ５．弟   ６．妹 






１．0冊     ２．1～10 冊   ３．11～20 冊   ４．21～30 冊 




１．0冊       ２．1～10 冊   ３．11～20 冊   ４．21～30 冊 





１．好きではない  ２．あまり好きではない  ３．どちらでもない 





















１．まったく行かない  ２．たまに行く  ３．よく行く  ４．とてもよく行く 
 
C.読み聞かせについて 









１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10 冊   ８．11 冊以上 
 
(C-2) 最近 1 ヶ月において、誰が読み聞かせを行う場合が多かったですか。最も多い人に
○、次に多い人に×、次に多い人に△をつけてください。 
１．母  ２．父  ３．祖母  ４．祖父  ５．きょうだい 













１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.3(D-2)へ進んで下さい。 
 
[D-1b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に創作絵本を読みましたか。
あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10 冊   ８．11 冊以上 
 
[D-1c] 最近 1ヶ月において、よく読んだ創作絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 
出版社（                           ） 
 





１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.4(D-3)へ進んで下さい。 
 
[D-2b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に昔話絵本を読みましたか。
あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10 冊   ８．11 冊以上 
 
[D-2c] 最近 1ヶ月において、よく読んだ昔話絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 













１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.4(D-4)へ進んで下さい。 
 
[D-3b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にことばの絵本を読みました
か。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10 冊   ８．11 冊以上 
 
[D-3c] 最近 1ヶ月において、よく読んだことばの絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 
出版社（                           ） 
 






１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.5(D-5)へ進んで下さい。 
 
[D-4b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に知識・科学絵本を読みまし
たか。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10 冊   ８．11 冊以上 
 
[D-4c] 最近 1ヶ月において、よく読んだ知識・科学絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 












１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.5(D-6)へ進んで下さい。 
 
[D-5b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にわらべうた・詩の絵本を読
みましたか。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10 冊   ８．11 冊以上 
 
[D-5c] 最近 1ヶ月において、よく読んだわらべうた・詩の絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 
出版社（                           ） 
 










１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.6 の「E.読み聞かせ方について」へ進んで下さい。 
 
[D-6b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にその他の絵本を読みました
か。あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1 冊    ３．2冊     ４．3～4冊 






[D-6c] 最近 1ヶ月において、よく読んだその他の絵本を 1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 





















１ ２ ３ ４ ５
E-2 書かれている内容がわかるように絵などに説明を 
加えながら読むようにした。 
１ ２ ３ ４ ５
E-3 本に出てくる物の名前を教えながら読んだ。 
 
１ ２ ３ ４ ５
E-4 あまり話しかけたりせず、書かれている文章を 
そのまま読むようにした。 
１ ２ ３ ４ ５
E-5 子どもが読めるところは、子どもに読ませながら 
読んだ。 
１ ２ ３ ４ ５
E-6 字を教えながら読んだ。 
 
１ ２ ３ ４ ５
E-7 子どもが自分で読んだ時には読み方を教えて 
あげた。 
１ ２ ３ ４ ５
E-8 読んでいる間や読んだ後に書かれている内容がわか
るように、説明を加えながら読むようにした。 
１ ２ ３ ４ ５
E-9 子どもが一人で本を見たり、自分で読んだりした時
にはほめるようにした。 






















F-1 家族で一緒に旅行や遊びに行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-2 家族で一緒に夕飯を食べましたか。 １ ２ ３ ４
F-3 お子様と一緒に映画を見に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-4 お子様とよく話をしましたか。 １ ２ ３ ４
F-5 お子様と一緒に買物に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-6 お子様と一緒にスポーツ観戦に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-7 お子様と一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりしましたか。 １ ２ ３ ４
F-8 お子様と一緒にスポーツをしたりしましたか。 １ ２ ３ ４





１．男   ２．女 
 
(G-2)年齢について（当てはまる数字１つに○をつけてください） 
１．10 歳代 ２．20 歳代 ３．30 歳代 ４．40 歳代 ５．50 歳代 ６．60 歳代以上 
 
(G-3)お子様とのご関係について（当てはまる数字１つに○をつけてください） 















１．男     ２．女 
(A-2)現在のお子様の月齢について（数字をカッコ内にご記入ください） 
（    ）歳 （    ）ヵ月 
(A-3)お子様のきょうだいの有無について（あてはまる数字1つに○をつけてください） 
   １．一人っ子   ２．兄弟姉妹がいる 
(A-3)きょうだいの中のお子様の位置について（あてはまる数字1つに○をつけてください） 
１．長子  ２．中間子  ３．末子   
(A-4)現在、お子様と同居されている人について（あてはまる数字すべてに○をつけてください） 
１．母   ２．父   ３．兄   ４．姉   ５．弟   ６．妹 


































































１．0冊     ２．1～10冊   ３．11～20冊   ４．21～30冊 











１．0冊       ２．1～10冊   ３．11～20冊   ４．21～30冊 





１．好きではない  ２．あまり好きではない  ３．どちらでもない 


























１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とてもよく読む 
※１を選択した場合は、p.7の「F.家族との関わりについて」へ進んでください。 
 
[C-1b]最近 1 カ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様に絵本を読みましたか。あてはまる数字１
つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 




１．母  ２．父  ３．祖母  ４．祖父  ５．きょうだい 


















１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10冊   ８．11冊以上 
 
[D-1c] 最近1ヶ月において、よく読んだ創作絵本を1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 














１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10冊   ８．11冊以上 
 
[D-2c] 最近1ヶ月において、よく読んだ昔話絵本を1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 


















１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10冊   ８．11冊以上 
 
[D-3c] 最近1ヶ月において、よく読んだことばの絵本を1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 















１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10冊   ８．11冊以上 
 
[D-4c] 最近1ヶ月において、よく読んだ知識・科学絵本を1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 












１．まったく読まない  ２．たまに読む  ３．よく読む  ４．とても良く読む 
※１を選択した場合は、p.5(D-6)へ進んで下さい。 
 
[D-5b] 最近 1 ヶ月において、1 週間に平均何冊くらいお子様にわらべうた・詩の絵本を読みましたか。
あてはまる数字１つに○をつけてください。 
１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10冊   ８．11冊以上 
 
[D-5c] 最近1ヶ月において、よく読んだわらべうた・詩の絵本を1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 



















１．0冊     ２．1冊    ３．2冊     ４．3～4冊 
５．5～6冊   ６．7～8冊   ７．9～10冊   ８．11冊以上 
 
[D-6c] 最近1ヶ月において、よく読んだその他の絵本を1冊ご記入ください。 
題名（                            ） 
著者（                            ） 































１ ２ ３ ４ ５ 
E-3 
 





１ ２ ３ ４ ５ 
E-5 
 
子どもが読めるところは、子どもに読ませながら読んだ。 １ ２ ３ ４ ５ 
E-6 
 
字を教えながら読んだ。 １ ２ ３ ４ ５ 
E-7 
 
































F-1 家族で一緒に旅行や遊びに行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-2 家族で一緒に夕飯を食べましたか。 １ ２ ３ ４
F-3 お子様と一緒に映画を見に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-4 お子様とよく話をしましたか。 １ ２ ３ ４
F-5 お子様と一緒に買物に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-6 お子様と一緒にスポーツ観戦に行きましたか。 １ ２ ３ ４
F-7 お子様と一緒にゲームをしたり、歌を歌ったりしましたか。 １ ２ ３ ４
F-8 お子様と一緒にスポーツをしたりしましたか。 １ ２ ３ ４





１．男   ２．女 
 
(G-2)年齢について（当てはまる数字１つに○をつけてください） 
１．10歳代 ２．20歳代 ３．30歳代 ４．40歳代 ５．50歳代 ６．60歳代以上 
 
(G-3)お子様とのご関係について（当てはまる数字１つに○をつけてください） 
１．母親 ２．父親 ３．祖母 ４．祖父 ５．その他（           ） 
 
(G-4)前回（6月）調査と同じ記入者の方ですか。（当てはまる数字１つに○をつけてください） 































































































































ざ さ ぎ い り 

























































































（        ）冊 
１．はい（        ）冊  ２．いいえ 
（        ）巻 
１．はい（        ）巻  ２．いいえ 
１回あたり平均（        ）冊 
１．行っていた（年／月／週）に（    ）回   ２．行っていない 
次のページに続きます。 
１回あたり平均（        ）分間 
１．行っていた（年／月／週）に（  ３  ）回   ２．行っていない 






























のくらいでしたか。合計が 10 になるように数字をカッコ内にご記入ください。 















１．０～３０分    ２．３１分～１時間     ３．２時間 
４．３時間      ５．４時間以上（具体的に：     時間） 
１．できるだけ教えない         ２．遊びの中で必要に応じて教える 
３．カルタ等文字に触れる機会を多くする ４．ドリル等を用いて教える 
５．その他（                              ）
１．保育士・幼稚園教諭     ２．保護者 
３．保護者以外の読み聞かせ団体 ４．その他（具体的に：           ）
自由保育（    ） ： （    ）一斉保育 
１．行っていた（年／月／週）に（    ）回   ２．行っていない 
１．はい    ２．いいえ 
１．０～３０分    ２．３１分～１時間     ３．２時間 























a 外遊び 1 2 3 4 
b 飼育・栽培 1 2 3 4 
c ごっこ遊び 1 2 3 4 
d 劇あそび（ペープサート・人形なども含む） 1 2 3 4 
e 図画工作活動 1 2 3 4 
f 読み聞かせ 1 2 3 4 
g リズム表現・身体表現 1 2 3 4 
h 音楽活動 1 2 3 4 
i 園外保育 1 2 3 4 
j 文字の読み書き 1 2 3 4 
k たし算・ひき算 1 2 3 4 
l 英語 1 2 3 4 














１．男性    ２．女性 
１．園長（所長） ２．副園長（副所長） ３．その他（          ）
今年で（       ）年目 
１．行っていた（年／月／週）に（    ）回   ２．行っていなかった 






















４．その他（          ） 
１．おたより ２．施設での掲示 
３．保護者会 ４．インターネット 
５．その他（          ） 
（年/月/週）に 
（  １  ）回 
 




４．その他（          ） 
１．おたより ２．施設での掲示 
３．保護者会 ４．インターネット 
５．その他（          ） 
（年/月/週）に 




４．その他（          ） 
１．おたより ２．施設での掲示 
３．保護者会 ４．インターネット 
５．その他（          ） 
（年/月/週）に 




４．その他（          ） 
１．おたより ２．施設での掲示 
３．保護者会 ４．インターネット 
５．その他（          ） 
（年/月/週）に 




４．その他（          ） 
１．おたより ２．施設での掲示 
３．保護者会 ４．インターネット 
５．その他（          ） 
（年/月/週）に 








施設名（                               ） 
１．行っていた    ２．行なっていない 
※昨年度の年長クラスの状況についてお答えください 
もう一度、記入漏れがないかご確認ください。 
調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 
